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茨城県は　つ　ば科学万博などを適して　国内ばか　でなら　世

界の科学車文化のリーダーとしての地位を築いてまいりました。ま

た，常磐新線や圏央道の開発など芦　国際都市にふさわしい町づくり

や道路の開発などにも努力をしてまいりました。

その結果夕　平成6年7月7日に県夕　市夕　地権者代表の三者協議が

合意しタ　常磐新線開発と沿線開発を一体的に進める土地区画整理事

業を進めております。

財団法Å茨城県教育財団はタ　常磐新線沿線地域の土地区画整理事

業に伴う埋蔵文化財の発掘調査事業について茨城県と委託凝約を結

びタ　平成7年4月から翌年3月までタ　根暗遺跡夕　酋栗山遺跡の発掘

調査を実施いたしました。この調査によって貴重な遺構撃　遺物が確

認されタ　つくば市の歴史及び本県の歴史を解明する上に多大な成果

を上げることができました。

本書はタ　根暗遺跡億酋栗山遺跡の調査成果を収録したものであり

ます。本書がタ　研究の資料としてはもとよりタ　郷土の歴史の理解を

深めると共に，教育夕　文化の向上の一助として広く活用されること

を希望いたします。

なお，発掘調査及び整理を進めるにあたりタ　委託者である茨城県

からいただいた多太なる御協力に対し心から御礼申し上げます。

また，茨城県教育委員会タ　つくば市教育委員会をはじめタ　関係各

機関及び関係各位から御指導，御協力をいただいたことにタ　衷心よ

り感謝の意を表します。

平成9年3月

財団法人　　茨城県教育財団

理事長　　橋　本　　昌



例 悶

1本書は，茨城県の委託により，財団法人茨城県教育財団が，平成7年4月から平成8年3月まで発掘調査

を実施した茨城県つくば市大字根略字新畑196ほかに所在する根崎遺臥　茨城県つくば市大字西栗山字台

畑254－9ほかに所在する西栗山遺跡の発掘調査報告書である。

2　根崎e西栗山遺跡の調査及び整理に関する当教育財団の組織は，次のとおりである。

理　　　 事　　　 長 橋　 本　　　 昌 平成 7 年 4 月～

副　　 理　　 事　　 長 小　 林　 秀　 文 平成 6 年 4 月～平成 8 年 3 月

中　 島　 弘　 光 平成 7 年 4 月～

斎　 藤　 佳　 郎 平成 8 年4 月～

常　　 務　　 理　　 事 一　 木　 邦　 彦 平成 7 年 4 月～平成 8 年 3 月

梅　 澤　 秀　 夫 平成 8 年 4 月～

事　　 務　　 局　　 長 斎　 藤　 紀　 彦 平成 7 年 4 月～平成 8 年 3 月

小　 林　 隆　 郎 平成 8 年 4 月～

埋 蔵 文 化 財 部 長 安　 蔵　 幸　 重 平成 5 年 4 月～ 平成 8 年 3 月

沼　 田　 文　 夫 平成 8 年 4 月～

埋蔵文化 財部長代 理 河　 野　 佑　 司 平成 6 年 4 月～

企

課　　　　　 長

課　 長　 代　 理

水　 飼　 敏　 夫 平成 4 年 4 月～平成 8 年 3 月

小　 幡　 弘　 明 平成 8 年 4 月～
画
管
理

根　 本　 達　 夫 平成 7 年 4 月～

係　　　　　 長 清　 水　　　 薫 平成 8 年 4 月～
課 主 任 調 査 員 海老澤　　　 稔 平成 6 年 4 月～ 平成 8 年 3 月

小　 高　 五十二 平成 8 年 4 月～

経

課　　　　　 長

主　　　　　 査

課　 長　 代　 理

小　 幡　 弘　 明 平成 5 年 4 月～ 平成 8 年 3 月

河　 崎　 孝　 典 平成 8 年 4 月～

鈴　 木　 三　 郎 平成 7 年 4 月～平成 8 年 3 月

理

課

田　 所　 多佳男 平成 8 年 4 月～

大　 高　 春　 夫 平成 7 年 4 月～

主　　　　　 任 小　 池　　　 孝 平成 7 年 4 月～

主　　　　　 事 軍　 司　 浩　 作 平成 5 年 4 月～平成 8 年 3 月

柳　 澤　 松　 雄 平成 8 年 4 月～

課　　　　　 長 阿久津　　　 久 平成 7 年 4 月～平成 8 年 3 月

調 調査 第 一班 長 後　 藤　 哲　 也 平成 7 年 4 月～

査 主 任 調 査 員 中　 村　 敬　 治 平成 7 年 4 月～平成 8 年 3 月　 調査

主 任 調 査 員 渡　 連　 幸　 雄 平成 7 年10月～平成 8 年 3 月　 調査

課

整

主 任 調 査 員 田　 所　 則　 夫 平成 7 年4 月～平成 7 年 9 月　 調査

主 任 調 査 員 茂　 木　 悦　 男 平成 7 年 4 月～平成 7 年 9 月　 調査

主 任 調 査 員 菱　 沼　 良　 幸 平成 7 年 4 月～平成 7 年 9 月　 調査

課　　　　　 長 山　 本　 静　 男 平成 7 年 4 月～

撃 首 席 調 査 員 川　 井　 正　 一 平成 8 年 4 月～
課 主 任 調 査 員 渡　 連　 幸　 雄 平成 8 年 4 月～平成‾9 年 3 月　整理 ・執筆 ・編集

3　本書で使用した記号等については，凡例を参照されたい。

4　本書の作成にあたり，鉄淳については，小池渉氏（ミュージアムパーク茨城県自然博物館学芸員）に，井

草式土器については横山仁氏（千葉県文化財センター空港調査室長）に，韓式土器については坂野和信氏



（埼玉県埋蔵文化財調査事業団調査部課長）に，旧石器については谷旬氏（千葉県文化財センター北部調査

事務所所長）にご指導をいただいた。炭化材の分析については，パリノ・サーヴェイ株式会社に依頼した。

5　発掘調査及び整理に際して，御指導，御協力を賜った関係各機関並びに関係各位に対し，深く感謝の意を

表します。
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ll

所 収 遺 跡 名 種　 別 主な時代 主　な 遺 構 主　な　遺 物 特 記 事 項

根　 崎　 遺　 跡 集落跡 縄　　 文 土　　　 坑　 2 基 縄文土器片 古墳時代～平安時代，

古　　 墳

奈良平安

竪穴住居跡　 8 軒 土師器　 土製品 及び近世の複合遺跡

土　　　 坑　 1基

竪穴住居跡　 3 軒

石製品　 鉄淳

鉄製品

土師器　 須恵器

である。古墳時代の

鍛冶工房跡 を検出し

ている。

時期不明 竪穴住居跡　 1 軒

土　　　 坑　 21基

溝　　　 3 条

土師器

西 栗 山 遺 跡 集落跡 古　　 墳

時期不明

竪穴住居跡　 28軒

土　　　 坑　 13基

溝　　　 3 条

土師器 須恵器

土製品 鉄製品

ミニチュア土器石製品

土師器

古墳時代 中期及び後

期の複合遺跡である。



凡　　　例

1根崎遺跡，西栗山遺跡の発掘調査を実施するに当たり，遺跡及び遺構の位置を明確にするため調査区を設

定した。

調査区の設定は，日本平面直角座標第Ⅸ系座標を

基準点とし，根崎遺跡はⅩ軸（南北）＋760m，Y軸

（東西）＋21，50m，西栗山遺跡はⅩ軸（南北）＋1，

600m，Y軸（東西）＋20，960mの交点をそれぞれ基準

点（Alal）とした。

大調査区は，この基準点を基に遺跡範囲内を東西

南北各々40m四方の大調査区に分割し，さらに，こ

の大調査区を東西，南北に各々10等分し，4m四方

の小調査区を設定した。

大調査区の名称は，アルファベットと算用数字を

用い，北から南へA，B，C…・，西から東へ1，

2，3…・とし，「Al区」，「B2区」のように呼

称した。大調査区内の小調査区は，北から南へa，
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第1図　調査区呼称概念図

b，C…・j，西から東へ1，2，3…・0とし，

名称は，大調査区の名称を冠し，「Alal区」，「B2

b2区」のように呼称した。

2　遺構，遺物，土層に使用した記号は，次のとおりである。

遺構　　　住居跡－SI　　土坑－SK　　清一SD

遺物　　　土器－P　　土製晶－DP　　石製品－Q　　金属製品・古銭－M　　拓本土器－TP

土層　　　撹乱－K

3　遺構・遺物の実測図中の表示は，次のとおりである。

炉・焼土・赤彩 繊維土器

●　土器　　　□　石器・石製品　　　★　土製品　　　△　金属製品　　　▲鉄棒

4　土層観察と遺物における色調の判定は，『新版標準土色帖』（小山正忠・竹原秀雄編著　日本色研事業株

式会社）を使用した。

5　遺構・遺物実測図の作成方法と掲載方法については，次のとおりである。

（1）．遺跡の全体図は原則として縮尺200分の1，住居跡や土坑は60分の1に縮尺し掲載した。

（2）遺物は原則として3分の1の縮尺にした。種類や大きさにより異なる場合もあり，それらについては，

個々にS＝1／○と表示した。

（3）「主軸方向」は長軸方向とし，その主軸が座標北からみて，どの方向にどれだけ振れているかを角度

で表示した（例　N－100－E，N－100－W）。なお，［］を付したものは推定である。

（4）土器の計測値は，A一口径　B－器高　C一底径　D一高台径　E一高台高　F一体部径とし，単位



ほcmである。なお，現存値は（）で，推定値は［］を付して示した。

（5）遺物観察表の備考の欄は，土器の残存率，実測碑番号，出土位置及びその他必要と思われる事項を記

した。
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第凰車　調査経緯

第且節　調査に至る経過

茨城県では，西暦2000年開通をめざし，常磐新線の建設とそれに伴う沿線開発に取り組んでいる。当遺跡の

ある萱丸地区については，平成6年8月18日，茨城県知事は茨城県教育委員会に対し，常磐新線沿線地域の土

地区画整理事業地域内における埋蔵文化財の所在の有無及びその取扱いについて照会した。これに対して茨城

県教育委員会は，平成6年9月19日から27日にかけて現地踏査を行った。平成7年3月8日，茨城県教育委員

会から茨城県知事あてに，常磐新線沿線地域の土地区画整理事業地域内に西栗山◎根崎遺跡（萱丸地区）が所

在する旨回答した。同日，茨城県知事から茨城県教育委員会あてに，萱丸特定土地区画整理事業に係わる西栗

山遺跡（16，896鯉）◎根崎遺跡（13，185mヲ）の取扱いについて協議があり，文化財保護の立場から再三協議を

重ねた。その結果，現状保存が困難であることから，平成7年3月9日，茨城県教育委員会から茨城県知事あ

てに，西栗山遺跡◎根疇遺跡について記録保存の措置を講じる旨回答があり，調査機関として，財団法人茨城

県教育財団が紹介された。

茨城県教育財団は，茨城県と埋蔵文化財発掘調査に関する業務委託契約を締結し，平成7年4月1日から根

崎遺跡◎西栗山遺跡の調査を実施することとなった。

第2節　調査経過

根疇遺跡◎西栗山遺跡の発掘調査を，平成7年4月1日から平成8年3月30日までの1年間にわたって実施

した。以下，調査経過について，その概要を月ごとに記述する。

4月

5月

8月

9月

12日から，発掘調査を開始するため，現場倉庫の設置，調査器材の搬入◎補助員募集等の諸準備を

行った。

11日に発掘調査の円滑な推進と安全を祈願して鍬入れ式を挙行した。

且7日に事務所を開設し，18日から補助員を投入して表採◎試掘を開始した。

根崎遺跡は30日から試掘を開始した。西栗山遺跡は22日からそれぞれ試掘を開始した。

西栗山遺跡は，16日に業者による伐関を開始し，26日に終了した。

根崎遺跡は，且7日から重棟による表土除去，及び人力による表土除去ならびに遺構確認作業を実施

した。西栗山遺跡は，引き続き試掘を継続し遺構の確認をした。また，人力による伐閑を継続して実

施した。

根崎遺跡は，1号住居跡のみ調査を行った。西栗山遺跡は，引き続き伐開作業◎表土除去◎遺構確

認作業を実施した。

根崎遺跡は，且8日から本格的に調査を開始した。西栗山遺跡の調査は，根崎遺跡の調査終了後に実

施することとし，それまで，遺跡の破損を防ぎ，安全を確保するために現場巡視を計画的に実施した。

西栗山遺跡は，25日に業者による基準杭打ちを実施した。

根崎遺跡は，引き続き1区の調査を実施した。30日までに7号住居跡までの調査を終了した。

根崎遺跡は，且4日までに，12号までの住居跡及び土坑◎溝の調査をほぼ終了した。14◎15日に航空

－1－



12月

3月

写真撮影のための遺跡内清掃を1区から3区までを対象に実施した。16日に，遺跡の完掘全景を撮影

した。17日に，竪穴住居跡12軒，土坑24基，溝3条の調査を終えた。

西栗山遺跡は，17日から1区の1号住居跡から遺構調査を開始した。

且日までに，根崎遺跡から調査器材やテントなどの移動を完了し，根崎遺跡の撤収を終了した。西

栗山遺跡は，1区の遺構調査を継続して実施し，26日までに，16号住居跡までの調査をはぼ終了し，

27日から翌月4日まで，年末年始の休業に入った。

5日から西栗山遺跡の調査を再開した。31日までに，28号住居跡の遺構調査を終了した。

土坑及び溝の調査を開始した。28日に，委託者に対しての報告会を実施した。29日に，埋蔵文化財

の啓蒙普及のための報道公開を実施した。

1日，現地説明会の諸準備をするとともに，調査をほぼ終了した。3日，西栗山遺跡において，埋

蔵文化財の啓蒙普及のため，現地説明会を実施した。6日，航空写真撮影のための遺跡内清掃をし，

7日に航空写真撮影を実施した。14日に竪穴住居跡28軒，土坑13基，溝3条の調査を終えた。これま

でに，作成した図面類の点検，修正，遺物の洗浄及び注記を行い，19日に現地調査を終了し，調査区

では安全対策を行い，25日に現場事務所を閉鎖した。

－2　－



第采章　位置と環境

第且節　地理的環境

棍崎遺跡は，茨城県つくば市大字根崎字新畑且96はかに所在している。西栗山遺跡は，茨城県っくぼ市大字

西栗山字台畑254－9はかに所在している。

つくば市は，茨城県の南西部に位置し，東は新治郡新治村◎土浦市，南は牛久市◎稲敷郡茎崎町◎筑波郡伊

奈町◎筑波郡谷和原札　西は水海道市◎結城郡石下町◎同郡千代川村◎下妻市，北は真壁郡明野町◎同郡真壁

町◎新治郡八郷町等に接している。

つくば市域は，地形的には北東は筑波山及びその支脈からなる筑波山塊，西は利根川の支流小月川，東は霞ヶ

浦に流入する桜川によって画されており，南東には土浦市域を挟んで霞ヶ浦が広がる。この地域は，千葉県北

部から茨城県南部に広がる，いわゆる常総台地の北端近くに位置しており，小貝川と桜川によって東西が大き

く開析されている。中央部はこれら二つの河川に挟まれた平坦な筑波◎稲敷台地で，当遺跡での標高は約20m

である。桜川の低地は標高約5mで，台地とは細孔5mの標高差がある。

両遺跡が立地する筑波◎稲敷台地の地層は，貝化石を産する見和層（成田層）を基盤層として，その上に砂

まじりのロームから，クロスラミナの顕著な砂ないし砂礫層である竜ヶ崎砂礫層へ漸移する。その上層は所に

よってさまざまに変化するが，総じてローム層下に火山灰質粘土層である常総粘土層がみられる。上位は，褐

色の関東ローム層におおわれており，ローム層の下底より10～20cm上に黄色軽石層が観察される。

根崎遺跡は，つくば市の南西部，筑波台地の南端に位置し，旧谷田部町に所在する。この台地は，南東方向

にのびる舌状台地となっている。当遺跡は，この台地の南端乳　標高20mはどのところに位置し，東に西谷田

川，西に谷津が入り込んで細長い馬の背状になっている。遺跡周辺の土地利用の現状は，主として宅地と畑地，

南西側は，林となっており，谷津に向かって崖になっている。西谷田川及び谷津の低地は，水田となっている。

西栗山遺跡は根崎遺跡から約1kmほど北東に離れているが，同一台地上に位置している。遺跡周辺の土地

利用の現状は，主として宅地と畑地及び平地林となっている。当遺跡は，舌状台地のほぼ中央部の南西端に位

置し，東側は畑地，西側は谷津に向かって崖状になっている。また，冬には谷津から吹きあがる季節風が強く

吹き，調査地点に多くの土ぼこりをおこす。こうした季節風の状況は，基本的には古代以来変化していないも

のと思われる。そのため，覆土は深く，最深では，1mはどの覆土をもっ住居跡もあった。

両遺跡の周辺とも，近年では，ゴルフ場や工場の進出がめざましく，宅地化の波が伊奈町やつくば市周辺に

押し寄せている。

第2節　歴史的環境

ねさき　　　にしくりやま

根崎遺跡◎西栗山遺跡の周辺に所在する遺跡を，つくば市谷田部を中心として時代ごとに記載し，歴史的変

遷について述べることにする。
こうやだい　　　　　　　　っつど　　　（1）　まえだむら　（2）

旧石器時代の遺跡としては，伊奈町の高野台遺跡，谷和原村の簡戸A◎B遺跡，前田村遺跡がある。平成4

年度に調査した前田村遺跡では，尖頭器が出土している。

縄文時代の遺跡は，根崎遺跡◎西栗山遺跡の周辺の遺跡において，最も数多く確認されている。つくば市谷
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さかいまつ（3）　　　　だいなるい　　　　　ふくだ　　　　　ふくだまえ

田部では，早期から後期の遺物が出土した境松遺跡＜26＞，台成井遺跡＜5＞，福田遺跡＜6＞，福田前遺跡
ふくだつぼいけ　だい　　　　　ひがしまるやま　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　なえしろやま

＜7＞，福田坪池の台遺跡＜8＞，東丸山貝塚＜15＞などの遺跡がある。谷和原村では，苗代山A遺跡＜9＞，
なえしろやま　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　まえくぼ　　　　　かみかいどう

苗代山B遺跡＜10＞，前田村遺跡などが確認されている。伊奈町では，前久保貝塚＜20＞，上街道遺跡＜23＞，

鹿家羅違遺跡＜24＞，露貝塚＜30＞などが確認されている。茎崎町では，指遺跡牒　貝塚＜14＞，
おやまだい　　　　　　おやまだい　　　　　　かみいわさききた

小山台遺跡＜且8＞，小山台貝塚＜且9＞，上岩崎北遺跡＜2温＞などが確認されている。
（4）

弥生時代の遺跡は，当地域では少ない。つくば市谷田部では，中期から後期の遺物の出土した境松遺跡
たかやま　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　かんべいしんでん

＜26＞，高山遺跡などが確認されているのみである。伊奈町では，勘兵新田遺跡が確認されている。谷和原村
きゅうまんつぼ

では，弥生時代の遺跡は，確認されていない。茎崎町では，九万坪遺跡が確認されている。

古墳時代の遺跡は，当遺跡の周辺においては，縄文時代に次いで多く確認されている。特に，つくば市谷田
（5）　　　　だいまち

部は，県下において最も古墳が多い地域である。そのつくば市谷田部では，境松遺跡＜26＞，台町古墳群
はなれ　　　　　　　しもよこば　　　　せき　だい　　　　おも　い　　　　たかやま　　　　しもかわらぎき

＜4＞，羽成古墳群＜3＞，下横場古墳群，閑の台古墳群，面の井古墳群，高山古墳群，下河原崎古墳群，新
くま　やま　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　にし　わき

たに，平成7年度調査された熊の山遺跡などが確認されている。谷和原村では，西ノ脇遺跡において古墳時代
（6）　　　　なみき　　　ふくおか

後期の住居跡が5軒確認され，土師器（鬼高期），須恵器片などが出土している。また，並木古墳，福岡古墳
ひがしならど　　ちゃばたけ　　　　　　　　　　　　　　　　　　こまごめ　　　　　しもいわさき　　　みやもと

群，東楢戸古墳，茶畑古墳などが確認されている。茎崎町では，駒込遺跡＜16＞，下岩崎古墳群，宮本古墳群
はっさきじょう　なかやまかしま　　　　　　　　　　　　　　　　　　　みやあと　　　　　　かんべえしんでん

＜且2＞，泊崎城跡，中山鹿島遺跡などが確認されている。伊奈町では，宮後古墳＜27＞，勘兵衛新田遺跡，
のぼり　　　　　　かんのう　　　　だいぼうち

野堀古墳＜28＞，神生古墳群，大房地遺跡＜29＞などが確認されている。

奈良◎平安時代の遺跡は，つくば市谷田部では，平成7年度に当財団によって調査された熊の山遺跡におい

て，確認されているのみである。伊奈町◎茎崎町においては，奈良◎平安時代の遺跡は確認されていない。谷
おおやつ

和原村では，大谷津A遺跡，簡戸A◎B遺跡から数軒の竪穴住居跡が確認されている。新たに，平成6年度調

査した前田村遺跡から，奈良◎平安時代の住居跡が数軒確認されている。従って，今回調査した根崎遺跡の奈

良◎平安時代の住居跡は，この地域の奈良◎平安時代の様子を知る上で貴重であることがわかる。なお，この
やたべ　しまな　　　　　　　　　　（7）

時代に編纂された『和名抄』に，八部，嶋名はか七郷の名称が見られ，当地域は八部郷に属していたとみられ

る。
くまやまじょう　　たかすかじょう　　やたべじょう　　　　　おのざきやかた　　ふるだて

中◎近世の遺跡は，つくば市谷田部では，熊の山城跡，高須賀城跡，谷田部城跡＜11＞，小野崎館跡，古館
かりまじょう　　おものいじょう

跡，苅間城跡，面野井城跡などがある。なお，新たに，平成7年度調査の熊の山遺跡においても近世の五輪塔
いたばしじょう　　　　　おばりじょう

の一部が出土している。伊奈町では，板橋城跡＜22＞，小張城跡＜25＞など4遺跡を確認している。谷和原村
（8）　　　　　　　　つつどじょう

では，西ノ脇遺跡で地下式墳7基が確認され，土師質土器などが出土している。谷和原村では，簡戸城跡，前
（9）　　　　　　みじょう

田村遺跡などにおいて確認がされている。前田村遺跡では，中近世の墓磯が確認されている。茎崎町では御城
おやまじょう

跡＜13＞，小山城跡＜17＞などが確認されている。なお，近世末のつくば市谷田部の大部分は，谷田部藩領に
（10）

なっている。

＊本文中の＜＞内の番号は，表1◎第2図中の該当番号と同じである。
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表且　根疇遺跡◎西栗山遺跡周辺遺跡一覧表

番 号

時　　 代 i

番 号 遺　 跡　 名

時　　 代

遺　 跡　 名
奈　 中

旧　縄　弥　古

平　近

旧 縄 弥 古

奈

平

中

近

① 根　　 崎　 遺　 跡 ○ ○ ○ ○ 16 駒　 込　 遺　 跡 ○！

！（彰 西　 栗　 山　 遺　 跡 ○ 17 小　　 山　 城　 跡 ○
3 羽　 成　 古　 墳　 群 ○ 18 小　 山　 台　 遺　 跡 ○ ！

！4 台　 町　 古　 墳　 群 ○ 19 小　 山　 台　 貝　 塚 ○ ！

5 台　 成　 井　 遺　 跡 ○ 20 前　 久　 保　 貝　 塚 ○

6 福　　 田　　 遺　 跡 ○ 21 上　岩　崎　北　遺　跡 ○ i

7 福　 田　 前　 遺　 跡 ○ 22 板　 橋　 城　 跡 ○
8 福田坪池の台遺跡 ○ 23 上　 街　 道　 遺　 跡 ○

9 苗　代　山　A　遺　跡 ○ 24 鹿　島　神「社∴遺つ跡 ○

10 苗　代　山　B　遺　跡 ○ 25 小　　 張　 城　 跡 ○
Ⅲ 谷　 田　 部　 城　 跡 ○ 26 境　 松　 遺　 跡 ○ ○ ○ ！

12 宮　 本　 古　 墳　 群 ○ 27 宮　 後　 古　 墳 ○ l i

i i13 御　　　 城　　　 跡 ○ 28 野　 堀　 古　 墳 ○
14 房　　 内　　 貝　 塚 ○ 29 大　 房　 地　 遺　 跡 ○

15 東　 丸　 山　 貝　 塚 ○ 30 小　　 張　　 貝　　 塚 ○
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第3番　磯崎遺跡

第且節　遺跡の概要

擬疇遺跡は，つくば市の南風標高21m前後の筑波台地南端に位置している。この台地の南端部は，東に西

谷田川が南流し，西に谷津が入り込んで細長い馬の背状になっている。調査面積は且3，且85m戸である。現況は，

畑と山林として利用されている。台地の平坦部からは，縄文土器◎土師器片◎石器砂鉄津などが採集でき，調

査前は縄文時代から古墳時代にかけての複合遺跡であると考えられた。また，当遺跡が所在する場所の小字名

は，「金屑」といい，西の谷津に向かう崖下から，鉄浮を採集している。

調査は，且～5区に区分して実施した。今回の調査によって確認された遺構は，竪穴住居蜘2軋土坑飢基，

十　　　　　 才　　　　　 預　　　　　 不　　　　　 忠
●

●

の

e　　 e　　 e

O　　 e　　 e

e　　 e　　 ●　　 ○

○　　 ●　　 ○　　 ●　　 e

●　　 e　　 e　　 e　　 e　　 e

●　　 ●　　 〇

〇　　 〇　　 ●　　 e

O　　 e　　 e　　 ●　　 ●

●

●

○　　 ○

¢　　 e

●　　 ●　　 ●

㊤　　 ◎　　 ◎

●　　 ●　　 ●　　 ●

●　　 ●　　 e　　 ●

◎　　 ◎　　 ◎　　 窃　　 ⑳

○　　 ○　　 ●　　 ○

○　　 ●　　 ●　　 ●

●　　 ●　　 ●　　 ●　　 ○　　 ○

●　　 e　　 e

〇　　 〇　　 〇　　 ●　　 〇

〇　　 〇　　 〇　　 〇　　 ●　　 e　　 e　　 e　　 e

e　　 e

e　　 ●　　 〇　　 〇　　 〇　　 〇　　 〇　　 ●

●　　 ●　　 ●　　 ●　　 〇　　 〇　　 〇　　 〇　　 〇

〇　　 〇　　 〇　　 〇　　 e　　 o　　 ●　　 ●

○　　 ●　　 e　　 e　　 ●　　 ●　　 ●　　 ●　　 ●

e　　 e　　 ●　　 ●　　 ●

●　　　　　　　　　　　 e　 ●　 ●　 ○　 ●

●　 ○　 ○　　　　　　　　　　　 ●　 ●　 e　 e

●　 e　 e　 ●　　　　　　　　　　　 ○　 ○　 ●　 ●

e　 e　 ○　 ●　 ナ　　　　　　　　　　　　 e　 e　 ●

〇　　 〇　　 〇　　 〇　　 ●　　 ●　　 ○　　 ● ▲　　 ●　　 ●

●　　 ●　　 ●

●　　 ●　　 ●　　 ●

○　　 ○　　 ●　　 ●

●　　 ●　　 ●　　 ●　　 ●　　 ●

●　　 ●　　 ●　　 ●

●　　 ■　　 ●　　 ●

●　　 ○　　 ○　　 ●

●　　 ●　　 ●　　 ●

●　　 ○　　 ●　　 ●

●　　 ●　　 ●　　 ●

●　　 ●　　 ●　　 ●

●　　 ●　　 ●　　 ●　　 ●　　 ●　　 ●　　 ●　　 ●

O　　 e　　 o　　 e　　 ●　　 0　　 0　　 0
●　　 ●　　 0　　 0　　 ●

e　　 e　　 e　　 ●

●　　 ●　　 ●　　 〇

〇　　 〇　　 〇　　 〇

●　　 ●　　 ●　　 ●

●　　 ●　　 ●

●　　 ●　　 ●

●　　 ●

●　　 ●

●　　 ●　　 ●

●　　 ●

●　　 ●　　　　　　　　　　　　　 e　　 e　　 e

e　　 e　　　　　　　　　　　　　 e　　 e　　 o

の　　 ◎　 ・　　　　　　　　　　　　 の　　 ◎

●　　 ●　　　　　　　　　　　　 ●　 ●　 ●

●　 ●　 ●　　　　　　　　　　　　 ●　 ●

●　 ●　　　　　　　　　　　　　　 ●　 ●

●　　 ●　　 ●　　　　　　　　　　　　　　　 ●

●　 ●　 ●　　　　　　　　　　　　　　　 ●

●　 ●　 ●　 ●　　　　　　　　　　　 ●　 ●

●　 ●　 ●　　　　　　　　　　　　　　　 ●

●　 ●　 ●　　　　　　　　　　　　　　　 ●

●　　 ●　　 ●　　 ●

e　　 e　　 e　　 e　　 e　　 e　　 e　　 e

●　　 〇　　 〇　　 〇　　 〇　　 〇　　 〇　　 ●

●　　 ●　　 O　　 e　　 ●　　 ●　　 ●

●　　 ●　　 e　　 e　　 e　　 ●　　 〇　　 〇

〇　　 〇　　 ●　　 ●　　 e　　 ●　　 ●　　 ●

●

●

●　　　　　 ●

●　　 ●　　 ●　　 ●

●　 ●　 ●　 ●　　　　　　　　　　　　 ●

●　 ●　 ●　 ●　 ●　　　　　　　　　 ●

●　 ●　 ●　 ●　　 ●　　　　 ●　　 ●　 ●

●　　 ●

○　　 ●　　 ●　　 ●　　 ●
e　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ●　 ●　 ●　 ●　 ●

●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ●　 ●　 ●　 ●

○　 ●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ●　 〇　 〇

〇　 ●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ●　 ●

e　　 ●

●　　　 ●

●　　 ●　　 ●

●　　 ●　　 ●

〇　　 〇　　 〇　　 ●

●　　 ●　　 ●　　 ●

●　　 ●　　 ■　　 ●

●　　 ●　　 ●　　 ●　　 ●

●　　 ●　　 ●　　 ●　　 ●　　 ●

●　　 ●　　 ●　　 0　　 0

●　　 ●　　 ■　　 ●　　 ●

●　　 ●　　 ●　　 ●

●　　 ●　　 ●　　 ●

〇　　 〇　　 〇　　 〇　　 ●　　 ●

●　　 e　　 e　　 ●　　 ●　　 ●　　 ●　　 ●　　 ●

e　　 ●　　 ○　　 ●　　 ●　　 ●　　 e　　 e

●　　 ○　　 ●　　 ●　　 ○　　 ●　　 e　　 ●　　 ●

●　　 ●　　 ●

●　　 ●　　 ●　　 ●　　 ●　　 ●　　 ●

◎　　 ◎　　 ◎　　 ◎　　 ◎　　 ◎　　 ◎　 ′

℡　　 ◎　　 ◎　　 ◎ 1、 ◎　　 ◎

●　　 ●　　 ●　　 ●　　 ●

●　　 ●　　 〇　　 〇

〇　　 ●　　 ●　　 ●

●　　 ●　　 ●　　　　　　　　　　　　　　　　 ■

●　　 ●　　 ●　　　　　　　　　　　　　　　　 ●

●　　　　　　　　　　 ●　　 ●

●

●

●　 ●　　　　　　　　　　　　　　　 ●　　 ●　 ●

●　　　　　　　　　　　　　　　 ●　　 ●　　 ●

●　　 ○　　 ●　　 ●

●　　 ●　　 ●　　 ●

●　　 ●　　 ●　　 ●　　 ●

●　　 ○　　 ○　　 ●　　 ●

●　　 e　　 e　　 ●　　 ●　　 ●

●　　 ●　　 ●　　 ●　　 ●　　 ●

○　　 ●　　 ●

●　　 ●　　 ●

●　　 ●

●　　 ●

●

●

●　　 ●　　 ●　　 ●　　 〇

〇　　 〇　　 ●　　 ●　　 ●

●　　 ○　　 ●　　 ●　　 ●

●　　 ●　　 ●　　 e　　 ●

●　　 ●　　 ●　　 ●　　 ●

●　　 e　　 ●　　 ●　　 ●

●　　 ●　　 ●　　 ●　　 ●

○　　 ●　　 e　　 e　　 ●　　 ●

●　　 ●　　 ●　　 ●　　 ●　　 ●

●

○

●　　 ○

○　　 ●

●　　 ●　　 ●

●　　 ○　　 ○

●　　 ●　　 ●

●　　 ●　　 ●

●　　 ●　　 ●　　 ●

●　　 ●　　 ●　　 ●　　 ●　　 ●　　 ●

●　　 ●　　 ○　　 ●　　 ●　　 ●　　 ●

●　 ●　 ▲　 ●　 ○　 ●　 ○　 ●

●　　 e　　 e　　 ●　　 ●　　 ●　　 e　　 ●

e　　 ●　　 ●　　 ●　　 ●　　 ●　　 ●　　 ●

●　　 ●　　 ●　　 ●　　 ●　　 ●

●　　 ●　　 ●　　 ●　　 ●　　 ●

●　　 ●　　 ●　　 ●　　 ●　　 ●　　 ●　 ●

●　 ●　 ●　 ○　 ●　 ●　 ●

　　 ◎　　 ◎　　 ◎　　 ◎　　 ◎ ●　　 e　　 e　　 ●　　 ●　　 ●

－　　　 t l　　 1－　　　 1．　　 lr

●　　 e　　 ●

●　　 ●　　 ●

●　　　 ●

●

●　　 ●　　 ●　　 ●　　 ●　　 ●

●　　 ●　　 ●　　 ■　　 ●

●　　 ●　　 ●　　 ●　　 ●

●　　 ●　　 ●　　 ●

●　　 ●　　 ●　　 ●

●　　 ●

●
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第3図　磯崎遺跡調査区割園



溝3条である。

縄文時代の遺構は，陥し穴2基が確認された0その他，縄文土器片が集中して出土した地点を，1区で確認

している。

古墳時代の遺構は，中期の竪穴住居跡5軌土坑1基，後期の竪穴住居跡3軒が確認された。住居跡は，1，

2，4区から確認され，このうち炉をもつものが4軒，竃をもつものが3軒である。古墳時代後期の竪穴住居

跡からは，多くの鉄津が出土している0なお，時期を特定できないが，竃をもっていることから古墳時代後期

以降と思われる竪穴住居跡1軒を確認している。

奈良時代の遺構は，竪穴住居跡1軒である。竃をもっている。

平安時代の遺構は，竪穴住居跡2軒である。いずれも竃をもつ住居跡である。

遺物は，遺物収納箱（60×40×20cm）に23箱出土している。

縄文時代の遺物は，縄文土器（深鉢形土器及びその土器片），石器（石鉄，打製石斧，磨石等）が出土して

いる。

古墳時代の遺物は，土師器（吼椀，高杯，賓及びその破片等），土製晶（土玉，紡錘車，支脚），石器・

石製晶（臼玉，紡錘車，双孔円板等），鉄製品（刀子）が出土している。

平安時代の遺物は，少量の土師器片が出土しているのみである。

第2節　基本層序

調査区内にテストピットを掘り，基本土層の観察を行　21．6m＿

った（第4図）。

第1層は，14cm前後の厚さの耕作土層で，黒褐色をし

ている。

第2層は，10～20cmの厚さで，暗褐色をしたソフトロ

ーム層である。ところどころに耕作による撹乱がある。

第3層は，8～20cmの厚さで，褐色をしたハードロー

ム層である。

第4層は，40～50cmの厚さで，スコリア粒子少量と炭

化物を微量に含む黒色帯である。

第5層は，20～32cmの厚さで，褐色をしたハードロー

ム層である。

第6層は，32～66cmの厚さで，褐色土層で上層よりや

や粘性がある。

第4図　根崎遺跡基本土層図

第7層は，22～30cmの厚さで，粘性としまりがある黒色帯である。

第8層は，20～36cmの厚さで，粘土層に近いハードローム層である。

住居跡などの遺構は，第2層上面で確認した。
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第3節　遺構と遺物

且　竪穴住居跡

今回の調査で古墳時代の竪穴住居跡8軋奈良時代の竪穴住居跡且軒，平安時代の竪穴住居跡2軋時期不

明の竪穴住居跡且軒が検出されている。住居跡間の重複はなく，遠存状態は比較的良好である。

以下夕　検出された住居跡の特徴や出土遺物について記述する。

（且）歯墳時代の住居跡

第層号佳腐静（第5図）

位置　調査温区南西端部，F2a6区。

規模藍平面形　長軸4。55m，短軸（3．3の）mの長方形。

主軸方向　N－550－W

壁　壁高は禦～閥cmで　はぼ外傾して立ち上がる。南西側の一部が芦　調査区域外になっている。

床　全体的に平担でタ　竃の周辺が踏み固められている。

竃　北西壁中央部を壁外へ滋cmほど掘り込み，付設されている。規模は長さ且ののcmタ　幅且20cmである。両袖部

とも残存しており，砂まじりの粘土で構築されている。火床部は楕円形で掘りくぼめられていない。煙道は

火床から緩やかに立ち上がる。

窓土層解説

1黒　褐　色　ローム粒子・焼土中ブロック少量，焼土粒子中量
2　暗赤褐色　ローーム粒子・ローーム小ブロック中量，焼土粒子少量
3　暗赤褐色　ローム粒子e焼土中ブロック少量，焼土粒子多量，焼土中プロ、ソク中量
4　暗赤褐色　ローム粒子・焼土粒子中量，焼土中ブロック少量

5　鈍い赤褐色　ローム粒子多量，炭化粒子e焼土中ブロック微量，焼土粒子少量
6　黒　褐　色　ローム粒子。焼土中ブロック少量，焼土粒子中量
7　暗赤褐色　ローム粒子微量，焼土粒子。焼土中ブロック中量，焼土中ブロック微量
8　暗赤褐色　炭化粒子。焼土中ブロック少量，焼土粒了ヰ量，焼上中大ブロック微量

ぼ鶴y匪　2か所（Pl◎P2）。Pl，P2は径30～35cmの円私　深さ27～33cmで，主柱穴と考えられる。

覆土　4層からなる自然堆積である。

土層解説
1　黒褐色　ローム粒子微量，焼土粒子極微量
2　極暗褐色　ローム粒子・焼土粒子微量

3　暗褐色　ローム粒子多量
4　暗褐色　ローム粒子中量

遺物　土師器片媚息　石器片且息鉄浮887点（重畳郁閥g　着磁性を有する鉄浮3点），及び混入した縄文

土器片54点が出土している。鉄浮は住居跡全体の覆土下層を中心に，上層から中層にわたって出土している。

且の土師器塔が竃付近，中央執　南東部覆土上⑳下層から，2の土師器聾が竃，左袖部覆土下層から，3の

土師器賓が竃付近覆土上◎下層，中央部覆土中層から，4の土師器聾が竃覆土下層及び中央部覆土上◎中層

から，5の敲石が北コーナー付近の覆土下層からそれぞれ出土している。

所凰　住居跡全体の覆土下層を中心に鉄浮が出土していることから，鍛冶作業と関連した住居跡または工房跡

とも考えられる。時期は遺構の形態や出土遺物から，古墳時代の後期と考えられる。
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第5図　第1号住居跡実測図
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第6図　第1号住居跡出土遺物実測図

第1号住居跡出土遺物観察表
図版番可 器　 種 計測値（m ） 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土 ・色 調 ・焼成 備　　 考

第 6 図 杯 A ［1 2．8 ］ 底部か ら口緑部にかけての破片。平 日録部内 ・外面横 ナデ。休部外面へ 砂粒 ・パミス ・スコ P l
1 土 師 器 B　 4 ．4 底。休部は内題 して立 ち上が り， 口 ラ削 り。休部 内面へ ラ磨 き。底部へ リア，鈍い黄橙色 5 0％，竜付近 ・中

C　 3 ．2 縁部はやや外債す る。 口縁部 と体部

との境に稜 をもっ。

ラ削 り。内面黒色処理。 普通 央部 ・南東部覆土

上 ・下層

2

聾 B （2 ．3） 底部か ら休部下位 にかけての破片。 休部外面，底部へラ磨 き。体部内面 砂粒 ・石英 ・雲母 ・ P 117
土 師 器 C　 9 ．8 平底。 へラナデ。 パ ミス，橙色

普通

5％，寵 ・篭左袖

部覆土下層

3

要

土 師 器

A ［2 4．0 ］

B （ 3．5）

口縁部片。 口縁部は外反す る。 口緑部内 ・外面横 ナデ。 砂粒 ・長石 ・石英 ・

雲母 ・スコリア，橙

色，普通

P 2

5 ％，寵付近 ・中

央部覆土上中下層

4

賓 B （5 ．6） 底部か ら休部 にかけ ての破片。平底。休部外面 へラナデ。休部内面 ナデ。 砂粒 ・長石 ・石英 ・ P 3 10％，寵内
土 師 器 C　 8 ．0 体部は内増 して立 ち上が る。 体部下位へ ラ磨 き。 雲母，鈍い褐色

普通

覆土下層 ・中央部

覆土上中層

図版番司

種　 別
計　　　　 測　　　　 値

石　 質 出　 土　 地　 点 備　　　　　　 考
長さ（Q n） 幅（cm ） 厚さ（Q n） 重量（g ）

5 敲　　 石 4 ．9 5 ．4 2．5 85 砂　 岩 覆土下層 Q l

第2号住居跡（第8図）

位置　調査1区西端部，E2e8区。

規模と平面形　長軸5．80m，短軸（5．40）mの方形。

主軸方向　N－230－E

壁　壁高は40～51cmで，ほぼ外債して立ち上がる0西側の一部が，調査区域外になっている。

壁満　幅13～30cm，深さ5～10cmではぼ全周している。断面形はU字形である。

床　全体的に平担で，篭の周辺及び中央部が踏み固められている。

鹿　北東壁中央部を20cmはど壁外へ掘り込み，付設されている○規模は長さ1m）cm，幅120cmである。両袖部

とも残存しており・砂まじりの粘土で構築されている0火床部は楕円形で掘りくぼめられていない。煙道は

火床から緩やかに立ち上がる。

竃土層解説

1暗褐色　ローム粒子中量，炭化粒子微量，廃土粒子少量
2　暗赤褐色
3　暗赤褐色

4　暗赤褐色
5　赤褐色
6　暗赤褐色
7　暗赤褐色
8　暗赤褐色

ローム粒子・焼土粒子少量，炭化物・焼土小ブロック微量
焼土粒子・焼土小中ブロック中量

炭化粒子微量，焼土粒子・焼土小ブロック少量
ローム粒子・ローム小中大ブロック中量，炭化粒子少量
炭化粒子微量，焼土粒子・廃土小ブロック多量，焼土中ブロック少量
炭化粒子微量，焼土粒子多量，焼土小ブロック中量
焼土粒子・焼土小ブロック少量，焼土中ブロック微量

－11－



炉　炉は住居跡中央部南東寄りにある。平面形は大きな楕円形をした部分とその西側に張り出すような形で小

さな楕円形状の部分が突出している。大きな楕円形は，長径190cm，短径90cmである。小さな楕円形は長

径60cm，短径40cmである。土層Fの第1層，土層Gの第1層と第2層には，それぞれ鉄津を含んでいる。
SP－F土層解説

1　暗赤褐色　ローム粒子少量，炭化物・焼土小ブロック微量，鉄淳少量
2　暗褐色　ローム粒子・ローム小ブロック少量，ローム中ブロック・炭化粒子・廃土粒子微量
3　褐　　色　ローム粒子多量
SP－G土層解説
1　暗赤褐色　ローム粒子少量，炭化物・焼土小ブロック微量，鉄淳少量

2　黒　　色　ローム粒子少量，炭化粒子・焼土粒子微量，鉄淳少量
3　褐　　色　ローム粒子多量

ピ・yト　4か所（Pl～P4）。Pl，P2は径50～70cmの円形，P3は長径50cm，30cmの楕円形，深さ70cmで主

柱穴である。P4は径25cmの円形，深さ22cmで，出入り口施設に伴うピットであると考えられる。

覆土　6層からなる自然堆積である。

土層解説
1　果褐
2　黒

黒褐
暗褐
褐
黒褐

色　ローム粒子少量，

色　ローム粒子少量，
色　ローム粒子中量，
色　ローム粒子中量，
色　ローム粒子多量，
色　ローム粒子中量，

ローム小ブロック・炭化粒子微量
廃土粒子微量

ローム小ブロック・炭化粒子・廃土粒子微量
ローム小ブロック・焼土粒子微量
炭化物・焼土粒子微量

炭化物少量，焼土粒子微量

遺物　土師器片6点，羽口2点，土製晶4点，須恵器片3点，種子1点，鉄津893点（重量8350g，着磁性を

有する鉄津31点），双孔円板1点，及び混入した縄文土器片25点が出土している。1の土師器杯，2，3の

羽口及び4の双孔円板が中央部覆土下層から，5の椀形淳，6の着磁性をもつ鉄津，7の海綿状津，8の流

動津（写真掲載）が覆土上・下層からそれぞれ出土している。

所見　住居跡全体の覆土下層から鉄浮と羽口が出土し，炉の火床部からも鉄淳が出土していることから，工房

跡とも考えられる。遺物の種類が少ないため時期決定は難しいが，出土遺物や住居跡の主軸線から古墳時代

の後期と考えられる。

第7図　第2号住居跡出土遺物実測図
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第8図　第2号住居跡実測図
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図版番号 種　 別
計　　　　 測　　　　 値 巨 言 地 点

備　　　　　　 考
長さ（m ） 幅（cm ） 摘 （m ）！重量（g）

2 羽　　 口 （13．1） （6。8） 2．3 （234） 中央部覆土下層 D P 2

3 羽　　 目 （3潮 i （4・3） 「5．4］ し90） 中央部覆土下層 D P 3

図版番号 種　 別
計　　　　　 測　　　　　 値

石　質 出　土　地　点 備　　　　　 考
長さ（m ） 幅（cm ） 厚さ（血） 孔径（m ） 重量（g ）

4 ．双孔円板 3．4 （3．4） 0．5 0．47 （85） 滑　 石 中央部覆土下層 Q 3

第題号住居跡（第9囲）

位置　調査且区中央部夕　濫3gi区。

規模藍平面形　長軸3。8のmタ　短軸乱那加の方形。

主軸方向　N－260－E

壁　壁高は茄～墟cmで　ほぼ外傾して立ち上がる。

床　全体的に平軽で，壕の周辺及び中央部が踏み固められている。

竜　北東壁中央部を壁外へ翫cmほど掘り込み　付設されている。規模は長さ95cm，幅93cmである。両袖部と

も残存しており，砂まじりの粘土で構築されている。火床部は長径53cm，短径35cmの楕円形で，蟻cmはど

掘りくぼめられている。

露土層解説

1暗　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子微量
2　暗赤褐色　ローム粒子。焼土粒子。焼土中中プロ・ソク中量
3　暗赤褐色　焼土粒子・焼土中中ブロック中量

4　鈍い赤褐色　ローム粒子・焼土粒子中量，焼土中ブロック少量
5　暗赤褐色　ローム粒子少量，焼土粒子・焼土中ブロック中量
6　暗　褐　色　ロー一一ム粒子多量，焼土粒子微量
7　鈍い赤褐色　ローム粒子・焼土中ブロック少量

8　鈍い赤褐色　ローム粒子・焼土小犬ブロック少量，ローム小ブロック。炭化粒子微量

者達　5層からなる自然堆積である。

土層解説
1　黒　　色　ローIlム粒子。焼土粒子微量

2　暗褐色　ローム粒子中量，焼土粒子微量
3　暗褐色　ローム粒子少量，炭化物e焼土粒子微量
4　褐　　色　ローム粒子中量，炭化物少量，焼土粒子微量
5褐　色ローム粒子多量

遺物　土師器片　息須恵器片　息鉄浮融点（重量且570g，着磁性を有する鉄浮3点上及び混入した縄

文土器片且0点が出土している。遺物の数は少なく，鉄浮が住居跡全体の覆土上層から下層にかけて出土して

いる。且の土師器小形聾が竃左磯部付近の覆土下層から出土している。

研魔　時期は住居跡の主軸線や出土遺物から古墳時代の後期と考えられる。
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第9図　第3号住居跡・出土遺物実測図
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第3号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土 ・色調 。焼成 備　　 考

第 9 図 賓 A L12．8〕 体部からロ縁部にかけての破片。体 日経部外面横ナデ。日録部外面上位 砂粒。石英 ・雲母 ・ P 4
温 土 師 器 B L 7．0う 部は内攣 して立ち上がり，口緑部は

外反する√口緑部と体部との境に明
瞭な稜を持っ。

に指頭痕。体部外面へラ削り。 パミス◎スコリア
明赤褐色

普通

10％

竃左袖部付近育土
下層

欝謬号佳應静（第柑図）

位置　調査　区中央部タ　E鮎区。

重複関係　温号溝が本跡を掘り込んでいるため，本跡が且号溝より離、。

規模藍平面形　長軸。軸m　短軸。雷mの長方形。

主軸方向　N－・190－E

壁　壁高は蟻～謎cmで　ほぼ外儀して立ち上がる。

床　全体的に平坦で芦　中央部が踏み固められている。

竃　北壁中央部を壁外へ5cmはど掘り込み付設されている。規模は濃さ馳m，幅85cmである。磯部は砂まじ

りの粘土で構築されている。火床は長径磯cm　短径渕cmの楕円形である。
竃土層解説

1極暗褐色　ローーム粒子少量，焼土粒子・廃土小ブロック微量
2　褐　　　色　ローーム粒子・廃土粒子少量，山砂少量
3　暗赤褐色　ロー一一

一1　暗赤褐色　ロー

5　暗赤褐色　リー

6　暗赤褐色　ロー

7　鈍い赤褐色　ローー

8　暗赤褐色　ローー

9　暗赤褐色　ロー

ム粒子・廃土小ブロック少量，焼土粒子中量，山砂少量
ム粒子〇億土中プロ、ソク少量，焼土粒子多量，焼土中ブロック中量
ム粒子少量，炭化粒子e廃土粒子微量，鉄津を含む
ム粒子・廃土粒子少量，廃土小プロ、ソク中量

ム粒子・ローム小プロ、ソク少量，焼土粒子・焼土中ブロック中量，焼土中ブロック微量
ム粒子少量，炭化粒子・焼土粒子。焼土中ブロック中量，焼土中ブロック微量
ム粒子微量，焼土粒子。焼土中ブロック少量

10　暗赤褐色　炭化粒子微量，焼土粒子。焼土中ブロック少量，山砂少量

覆土　4層からなる自然堆積である。
土層解説

1黒褐色　ローム粒子少量，炭化粒子・焼土粒子微量

2　黒　　色　ローム粒子中量，ローム小中ブロック。炭化物少量，焼土粒子微量
3　暗褐色　ローーム粒子中量，ローム小ブロック・廃土粒子微量
⊥1褐　　色　ローーム粒子多量，ローム小ブロック微量

遺物　土師器片且息鉄浮測点　重量膵物上及び混入した縄文土器片4点が出土している。且の土師器

賓が中央部の覆土下層から出土している。

所凰　遺物が少なく時期を決定しにくい。篭をもっことから古墳時代後期以降の住居跡と考えられる。

第7号住居跡出土遺物観察表
図版番可 器　 種 計測値（cm） 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土 ・色調 。焼成 備　　 考

第10図

1

賓

土 師 器
B （2．5）
C　 7．5

底部片。平底。 内・外面へラ磨き。 砂粒・長石・石英・

雲母，鈍い褐色
普通

P 22

5％
中央部覆土下層

－16－
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第10図　第7号住居跡・出土遺物実測図
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Jl二」

第3号住居跡（第11・12図）

位置　調査2区北西部，BlfT区。

重複関係　本跡は第3号溝によって掘り込まれていることから，本跡の方が第3号溝より古い。

規模と平面形　長軸8．40m，短軸8．30mの方形。

主軸方向　N－200－W

壁　壁高は35～38cmで，ほぼ外傾して立ち上がる。

壁溝　上幅10～30cm，下幅2～12cm，床面からの深さは4～8cmで，はぼ全周している。断面形はU字形を

している。

－17－



第層層図　第番号住居跡靂測園
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床　全体的に平坦で硬ら特に炉の周辺が踏み固められている0間仕切り溝と考えられる溝がタ　7か所ある。

そのうちタ　か所はタ　㌘2芦　㌘翫　Pに位置している。

炉　2か所。炉は中央部北寄りにあり　長径蟻勤m　短径瓶mの不整楕円形で　床の掘り　ぼみはほとんど

ない0覆土はロ…ム粒子　ロ…ム顔中ブロック　廃土粒子　廃土小ブロックを含む暗赤褐色土である。炉2

は炉　の南側に隣接してあり　長径触m　短径触mの不整楕円形で　床の掘り　ぼみはほとんどない。

覆土はローム粒子　ロ…ム小ブロック　廃土粒子　廃土小ブロックを含む暗赤褐色土である。

・J t　　つ、、′　、、　、㍉′中i‥、二・・、＼こノ、・一　ユ　ニこ二十こ、車、∵・ニ　ーノー′こ′′し）／）・さ工二声8°

cm　短径勘mの楕円形　深さ触mで　出入り田のピットと考えられる。P6，㌘7は性格不明である。

者達　蟻層からなる人為堆横である。

土層解説

1黒褐色　ローーム粒子少鼠　廃土小ブロック・炭化物微量

2　暗褐色　ローム粒子多量，ローlム中ブロック少鼠廃土粒子微量，炭化材少量

3　暗褐色　ローーlム粒子多量，ロー→ム中ブロック。炭化粒子微量

Ll　極暗褐色　ロー一一一ム粒子多量，．ローーlム大ブロック少量，炭化材中量

5　暗褐色　ローlム粒子多量，ロー一一一ム大プロ、ソク。炭化粒子微量

6　黒　　色　ローーム粒子少量，ロー一一一ム小プロ、ソク微量，廃土粒子極めて微量

7　黒褐色　ロー一一一ム粒子微量、ロー一一ム小プロ、ソク微量

8　暗褐色　しト→ム粒子中量，ロー一一lム小ブロック少量

9　黒褐色　ロー→ム粒子微量，廃土粒子極めて微量

10　黒　　色　ローーム粒子eローム小ブロック微量，廃土粒子極めて微量

11暗褐色　ロー嶋ム粒子。ローーム大ブロック少量，炭化粒子e炭化材微量

12　極暗褐色　ロー一一ム粒子・廃土粒子微量

13　暗褐色　しトム粒子中量，ロー一一ム小ブロックe焼土粒子少量，炭化粒子微量
H　極暗褐色　ロー一一ム粒子微量，ロー一一一ム小プロ、ソク少量

15　黒褐色　ロー一一ム粒子微量，廃土粒子e炭化粒子少量

遺物　土師器則調息ま製品　息須恵器片　息鉄製品　息石製品　息石器及び石器片　意が出土

している0　且の土師器塔が北東壁際中奨部付近覆土中層から声　望の土師器輝が西部覆土中層からタ　3の土師

器塔が覆土中からタ　魂の土師器輝が南東部覆土中層から芦　5の土師器椀が南西部覆土中層から，6の土師器

椀が南東壁覆土中層からタ　冒の土師器鉢が東コ…ナ…覆土上層からタ　8の土師器増が北コーナ…南東部覆土

上⑳中層から，9の土師器賓が西壁際覆土中層からタ相の須恵器高埠が北西壁際床面直上から，Ⅲの敲石が

南コ…ナ…覆土下層からタ且2の紡錘車が北コ…ナ…付近の床面直上から，且3の臼玉が北コーナ…付近覆土下

層から，且4の有孔門板が覆土中から，且5の刀子が南東壁際東コーナー寄りの床面直上から，それぞれ出土し

ている。

所魔　住居跡全体に焼土塊と炭化財が広がっていることから焼失家屋と考えられる。時期は遺構の形態や出土

遺物から古墳時代の中期と考えられる。

第8号住居跡出土遺物観察衰
彿 香車

器　 種 計測値（cm） 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土 。色調 。焼成 備　　 考

第13図 塔 A 12 ．8 丸底。休部は内攣気味に外傾して立 口緑部外面横ナデ。口縁部内面へラ 砂粒 ・パミス。スコ P 23
1 土 師 器 B　 4．2 ち上がり，口緑部はわずかに外反す 磨き。体部外面へラ削り後へラナデ。 リア，内鈍い赤褐色 99‰　 北東壁際中

る。 体部内面へラ磨き。内◎外面赤彩。 外鈍い橙色　 普通 央部付近覆土中層

2

杯 A は3．6］ 体部から口縁部にかけての破片。体 ロ縁部内 ◎外面横ナデ。体部外面へ 砂粒鐘長石◎石英e P 25
土 師 器 B （3．2） 部は内攣気味に外傾して立ち上がり ラ削り。体部内面磨滅著しく調整不 パミス，明赤褐色 25％

口縁部はわずかに内偵する。 明。内 ◎外面赤彩。 普通 西部覆土中層

3
年 A は3．9］ 休部から口緑部にかけての破片。体 口縁部内。外面横ナデ。内・外面赤 砂粒 ◎長石 ◎パミス P 26
土 師 器 B （3 J ） 部は内攣気味に外傾 して立ち上がり 彩。 明赤褐色 15％

口緑部は直立する。 普通 覆土中

4

杯 A 「13．2］ 体部から日録部にかけての破片。体 ロ縁部内 ◎外面横ナデ。内 ◎外面赤 砂粒eパミス◎スコ P 27
土 師 器 B （4．3） 部は内攣 して立ち上がり，口緑部は 彩。 リア，赤褐色 10％

わずかに内傾する。 普通 南東部覆土中層
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第12図　第8号住居跡炭化材出土状況実測図

0　　　　　　　　　　　　　　2m

ト－ー｛－」

図版番口器　種計測値（qn） 器形の特徴 手法の特徴 胎土・色調・焼成 備　　考

第13図 椀 A［13．6］休部からロ縁掛こかけての破片。体口縁部内・外面横ナデ。ロ縁部内面砂粒・パミス P24
5 土師器B（6．0）部は内増して立ち上がり，口縁部はへラ磨き。休部外面へラナデ。休部赤色 20％

直立する。 内面横ナデ。内・外面赤彩。 普通 南西部覆土中層

6

椀 A［12．3］底部欠損。休部は内増して立ち上が口縁部内・外面横ナデ。休部外面へ砂粒・パミス・スコP33
土師器B（8．1）り，口緑部はわずかに外債する。 ラ磨き。内・外面赤彩。休部内面磨リア，明赤褐色 80％

減が著しいため調整不明。 普通 南東壁際覆土中層

7

鉢 A［13．0］休部から口縁部にかけての破片。体口縁部内・外面横ナデ。体部外面へ砂粒・パミス P34
土師器B（5．0）部は内増して立ち上がり，口縁部はラナデ。内・外面赤彩。 明赤褐色 10％，東コーナー

わずかに外反する。 普通 覆土上層

8

柑 A［10．0］休部から口縁部にかけての破片。体口縁部内・外面横ナデ。休部外面へ砂粒・雲母・パミスP35
土師器B（9．2）部は内増して立ち上がり，口縁部はラナデ。内・外面赤彩。体部内面磨・スコリア，明赤褐70％，二次焼成

外傾する。 滅著しく調整不明。 色，普通 覆土上・中層

9

小形婆A［12．4］休部から口緑部にかけての破片。体口縁部内・外面横ナデ。口緑部外面砂粒・パミス P36
土師器B（5．7）部は内増して立ち上がり，口縁部は下位に指頭痕。 橙色 加％

わずかに外反する。 普通 西壁際覆土中層

10

高　　杯A［9．鋸口縁部片。口縁部下位に稜をもつ。口縁部内・外面ロタロナデ。口縁部砂粒 P37
須恵器B（2．3）口縁部は外債する。 外面に波状文を施す。 黄灰色

普通

5％

北西壁際床面直上

図版番口種　別
計　　　　　 測　　　　　 値

石　質 出　土地点 備　　　　　 考
長さ（qn）幅（cm）厚さ（Qn）孔径（qn）重量（g）

11 敲　　石 （8．1） （9．4） （4．5）
－ （460） 安山岩南コーナー覆土下層Q7

12 紡錘車 3．5　　　　 3．5　　　 1．5 0．85 24 泥質片岩北コーナー付近床面Q5
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図版番 口 種　 別
計　　　　　 測　　　　　 値

石　 質 出　 土 地　 点 備　　　　 考
長さ（Qn ） 幅 （cm ） 厚さ（Qn） 孔径（m ） 重 量（g ）

第13図13 臼　　 玉 0 ．5 0 ．5 0 ．3 0 ．2 0 ．1 滑　 石 覆土下層 Q 6

14 有孔 円板 （3 ．7） （2 ．3） （0．8） 0 ．6 （4．9） 滑　 石 覆土中 Q ll

図版番 R 種　 別
計　　　　 測　　　　 値

材　 質 出　 土　 地　 点 備　　　　　　 考
長さ（m ） 幅 （cm ） 厚さ（qn ） 重量 （g ）

15 刀　　 子 ［16 ．3］ （1．6） （0 ．3） （11） 鉄 東 コーナー寄 り床面 M l

I3　S＝万

「‾l‾

軍lLノ二

二．‾二1

．二主∴二千二三二一
芸一一∴・∴

第13図　第8号住居跡出土遺物実測図

－21－

10cm

［二　；一一一一二∃



第　号住居跡　第摘囲）

ノ　　　　　　　　一　　　　　　　、

、・二　　　　　　　′　　′、′・′

′

、　　　　一　　　　　′′

床　全体的こ平坦で　中央部が踏み固められている。

′　　　　　　　　ニ　′′′

土層解説

l　極暗褐色　T′′7－∴雄「戸か鼠　し1トム中ブロック徴鼠　炭化粒f一極微量

2　暗褐色　しトム粒寸二中鼠　しトム小ブしトノク0射ヒ粒子微量

3　暗褐色　ロー∴ム粒子中鼠　しトーム小プロ、ソク0尉ヒ粒子微量

・1褐　　色　Llトム小人ゾしトノクe焼付粒子微量

5　暗褐色　し▼ト1ム粒‾fサー旨

くう　極暗褐色　tlトム粒f・中鼠　Llト！、大ゾしトノク微量

′　∴、十lノ′　　′、、ノ・三．三二午′′十1′－′し′　＿′、・－．，、一√＿　∴、∴／・

‘　　　　　′ノ　　　　　・　　∴　′、ノ　′、　　　　　′　　ノ∴′　′一　∴て一　　　＼．∴′

それぞれ出土している、、

所農　本跡は規模と平面形が確認できるのみで住居跡とは断定Lに机。第　号竪穴住居跡に隣接しているの

、　　　　　　　′　ノ　・・′ノ′’∴′ノ′．ノ／、げ′′　′∴　　∴′‾：′／ノノ差㍉長与　、車、）言∴∵

の中期と考えられる、．

第臓図　第　常住腐静窯測園
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』　　　主
節相聞　第　号佳應静出藍遺物窯測園

第9号住居跡出土遺物観察衷

図版番号
器‾種 画 形 の 特 徴

手 法 の 特 徴 胎土 ・色調 e焼成 備　　 考

第15図

1

椀

土 師 器
Å 12・8　 日緑部一部鳳軋 平底。体部は内攣
B　 4．2　 気味に外傾 して立ち上がり，日録部

口緑部内 e外面債ナデ√体部内面へ

ラナデい体部外面ナデ㍉
砂粒 0石英 ・雲母 。
バミス。スコリア

P 38
98％

e　 5．8　 はわずかに内傾する． 鈍い橙色，普通 中央部覆土上層

ミニチュア：勝 A　 5．7　 平底㍉体部はやや外傾 して立ち上が 口縁部外面横ナデぐ体部外面ナデ← 砂粒。長石・雲母 。 P 41
2 土 師 器 B　 2．3　 り，目線部はやや内傾する。 内面へラナデ。 スコリア，鈍い橙色 1㈱％

C　 4．7 普通 北東部覆土中層

甑 B （22．0） 底部から体部にかけての破片㍉無底 体部外面へラナデ。 砂粒 の雲母◎パミス P 40
3 土 師 器 C 白6．0〕 式。体部は内攣 して立ち上がる。 ◎スコリア，鈍い黄

橙色　 普通
15％
北東部覆土中下層

第・号住居跡　第蟻図）

位置　調査　区西部，迅飢区。

規模藍平面形　長軸。爛m　短軸。鵠mの方形である。

主軸方向　N－400－－MW

壁　壁高は28～謎cmで　ほぼ外傾して立ち上がる。

壁満　幅　～誠cm　深さ5cmでほぼ全周している。断面形はU字形である。

應　全体的に平坦で，中央部は硬く踏み固められている。

炉　2か所。炉且は北西部寄りにある地床炉であり，長径甑m，短径50cmの楕円形である。炉2は炉且の南

東側に隣接してあり，長径75cm，短径亜cmの楕円形である。
炉1土層解説

1極暗赤褐色　ローム粒子少量，焼土粒子多亀　廃土小ブロック中量
2　暗赤褐色　ロ…ム粒子中量，焼土粒子少量，廃土小ブロック微量

3　暗赤褐色　ローム粒子多量，ローーム小中ブロック中量，ローム大ブロック少量
4　褐　　色　ローム粒子多量，ローム小プロ、ソク中量，焼土粒子微量

炉2土層解説

1極暗赤褐色　ローム粒子◎ローム中ブロック微量，焼土中ブロックの焼土大ブロック少量

－23－－



掛y睦　5か所（Pl～P5）。Pl～P4は径35～40cmの円形，深さ70～94cmで，主柱穴である。P5は長径71

cm，短径64cmの楕円形で，出入り口のピットと考えられる。

覆土　7層からなる自然堆積である。

土層解説
1　極暗褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量
2　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック◎炭化粒子微量
3　暗褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量

4　暗褐色　ローム粒子，ローム小ブロック中量，ローム中ブロック少量
5　黒褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック◎炭化粒子微量
6　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック微量
7　黒褐色　ローム粒子◎ローム小ブロック中量，ローム中ブロック微量

遺物　土師器片1，097息　土製品13点が出土している。1の土師器杯が北東壁際の床面直上から，2の土師器埠

舞柑図　第柑号住居跡寅測圏

－24－
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が南コ…ナ…付近の床面直上からタ3の土師器埠が北西部覆土下層からタ複の土師器棒が西コ…ナ…覆土中

層から，5の土師器輝が東部覆土下層から，勘　の土師器椀が東部覆土上◎下層から，8の土師器椀が南

コーナー付近覆土下層からタ9の土師器壷が中央部覆土下層から，臓の土師器聾が東コーナー付近覆土や◎

下層から，温且の土師器婆が東コ…ナ…覆土中層からタ相の土師器賓が南コーナ…付近及び北西壁際覆土滞層

から，且3の土師器聾が東コ…ナ…付近覆土上◎下層から，且4の土製勾玉が東コ…ナ…付近覆土上層からそれ

ぞれ出土している。

新風　時期は遺構の形態や出土遺物から古墳時代の中期と考えられる。

第柑号住居跡出土遺物観察表
図版番可 器　 種 計測値（cm ） 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土 。色調 ・焼成

砂粒 ・石英 ・雲母 。

備　　 考

P 4 2
第1 7図

1

杯

土 師 器

A 13 ．8

B　 5 ．1

C　 5．5

平底。体部 は外傾 して立ち上 がり，

口緑部 は内儀す る。

口緑部 内 ・外面横ナデ。体部外面へ

溶ラナデ。休部内面へラ磨 き。内 e 外 スコリア，赤褐色 1㈱％
面赤彩。 普通 北東壁際床面直上

2

塔

土 師 器

A lO ．4

B　 5 ．5

丸底。体部は内攣 気味 に外傾 して立

ち上が り，口緑部 は内傾する。 口緑

部と休部 との境 に明瞭な稜を持っ。

日録部内 e外面構ナデ。休部外面へ

溶
砂粒 ・長石 。雲母 。 P 43

フナデ。内面赤彩。 日経部外面赤彩。 スコリア，内面赤色 98％，南コーナー
内面磨 滅が著 しく調整不軋 外面橙色，普通 付近床面直上

3

年

土 師 器

A 15 ．0

B　 3．9

口緑部欠損。丸底。体部は外傾 して

立ち上が り， 口緑部は直立す る。
日録部 内 e 外面横ナデ。休部外面へ

溶
砂粒 。雲母 。バ ミス P 44

フナデ。底部へラ削り。 。スコリア，鈍い橙 90％’
色，普通 北西部首土下層

4

年

土 師 器

A は4 ．2］

B　 5 ．0

底部か らロ緑部 にかけ ての破片。丸

底。体部 は内攣気味に立ち上が り，

ロ縁部 ははぼ直立す る。

口緑部内 e外面横ナデ。体部 内面へ

ラ磨 き。体部外面へ ラナデ。底部へ

ラ削 りい 内 ・外面赤彩。

砂粒 。雲母 。スコリ

ア，赤褐色

普通

P 45

50‰　 西コーナー

覆土中層

！

5

塔 ！

土 師 器

．「一〈（T l
A H b．U」
B （有5）

体部か ら日経部にかけての破片。体

部 は外傾 し， 口緑部 はわずかに外反

す る。

口縁部 内 e 外面横 ナデ。 砂粒 ・雲母 。バミス

スコリア，黒色
普通

P 48

15％

東部青土下層

5

l　 塔

土 師 器

l　　A　　「．4　′ヽ　　′、「A H b．U」順 稲 か ら日経部にかけての破片。体

h

一日縁部 内 昏外面横 ナデ。 l 砂粒 ・雲母 。バミス I P 48

B （有5） 部 は外傾 し， 口緑部 はわずかに外反

す る。

スコリア，黒色 15％
普通 東部青土下層

6

椀

土 師 器

A は2 ．2］

B　 5 ．6

休部か ら口縁部 にかけての破片。体

部は内攣気味 に外傾 して立ち上が り

口緑部 はやや 内偵する。

日録部内 ・外面横ナデ。体部 内面へ 砂粒 ・パ ミス ・スコ P 46

フ磨 き。 内 ・外面赤彩。 リア，鈍い橙色

普通
20％

東部覆土下層

7

椀

土 師 器

A は1．0］

B （5 ．6）

体部か ら口緑部にかけての破片。体

部は内攣 して立ち上 がり， 口緑部は

直立す る。

目線部内 ・外面横ナデ。 内 。外面赤 砂粒 ◎雲母 ◎パミス P 47

彩。内 ・外面ともに磨滅著 しく調整 スコリア，赤褐色 20％
不明。 普通 東部覆土下層

8

椀

土 師 器

A 13 ．0

B　 6 ．3

C　 5．0

平底。体部 は内攣 して立ち上がり，

口縁部 はわずかに内儀する。

口緑部 内 ・外面横ナデ。休部外面へ

ラナデ。体部内面へラ磨 き。 内 ◎外

面赤彩。

砂粒 eパ ミス め雲母

赤色

普通

P 50，98‰　 底部

木葉痕，南コーナ

ー付近吾土下層

9

小 形 壷

土 師 器

B （7．0） 体部片。体部は内攣す る。 頸部内面横ナデ。 内面赤彩。外面磨 砂粒 e 雲母 ◎パミス P 5 1

滅著 しく調整不 明。 内面鈍い赤褐色 外

面赤褐色，普通
20％

中央部覆土下層

10

饗

土 師 器

A 13 ．3

B 12．0

C　 5．0

体部一部欠乱 平底。体部は内攣 し

て立 ち上が り， 口縁部はわずか に外

反す る。

口緑部 内 ・外面横ナデ。休部外面，

底部へ ラナデ。 ロ縁部に粘土紐 を貼

り付け ている。

砂粒 ・雲母 ・パ ミス

スコリア，鈍い黄褐
色，普通

P 53

70‰　 東コーナー

付近覆土中 ・下層

11

饗

土 師 器

A 19 ．2

B　29 ．2

C　 7 ．0

平底。休部は球形 を呈 し， 口緑部は

外債する。

口縁部内 ・外面横 ナデ。体部外面へ 砂粒 ・石英 ・雲母 ・ P 52

ラ磨き。体部 内面上位 に輪横 み痕。 パ ミス，鈍い褐色

普通
85‰　 東コーナー

覆土中層

12

聾

土 師 器

B （6．4）

C　 7．5

底部か ら休部にかけての破片。平底。

突出 した底部で中央が凹む。体部は

内攣 して立ち上がる。

体部外面へ ラナデ。底部 へラナデ。 砂粒 。石英 ・雲母 。

スコリア，内灰褐色
外褐灰色，普通

P 56，15‰　 南コ

ーナー付近，北西
壁際覆土下層

13

饗

土 師 器

A 「20 ．4］

B （9 ．4）

体部か ら口緑部 にかけての破片。体

部は内攣 して立 ち上が り， 日録部 は

外反す る。

口縁部内 e 外面横 ナデ。体部外面 へ

溶
砂粒 。雲母 ・スコリ P 54

ラナデ。体部 内面上位に輪積み痕。 ア，灰黄褐色

普通

10‰　 東コーナー

付近覆土上 ・下層

図版番口 種　 別
計　　　　 測　　　　　 値

出　 土　 地　 点 備　　　　　 考
長さ（Q n） 幅（cm ） 厚さ（Qn） 孔径（Q n） 重量（g ）

14 勾　　 玉 （3．7） － 1．0 － （6．2） 東コーナー付近覆土上層 D P l

－25－



或

ノ

I3

0　　　　　　　　　　　　　　　10clu

！　　　；　　　！

ー26－

第17図　第10号住居跡出土遺物実測図



第m号住居跡（第18図）

位置　調査4区中央部，B3d2区。

規模と平面形　長軸6。70m，短軸6．43mの方形。

主軸方向　N－430－W

壁　壁高は40～50cmで，ほぼ外債して立ち上がる。

壁満　幅15～41cm，深さ3～6cmではぼ全周している。断面形はU字形である。

床　全体的に平坦で，中央部は硬く踏み固められている。

炉　中央北西部寄りにある地床炉であり，径55cmの円形である。
炉土層解説

1暗赤褐色　ローム粒子◎焼土中ブロック◎廃土大ブロック少量，炭化粒子微量

ども細　5か所（Pl～P5）。Pl～P4は径25～亜cmの円乳深さ45～80cmで，主柱穴である。P5は長径40

cm，短径30cmの楕円形，深さ30cmほどで，出入り口のピットと考えられる。

貯蔵宍　長径90cm，短径78cmの楕円形，深さ45cmほどで，4片の土師器片が出土している。
貯蔵穴土層解説

1黒褐色　ローム粒子・ローム小プロ、ソク中量，炭化粒子・焼土粒子微量

2　暗赤褐色　ローム粒子eローム小ブロック◎炭化粒子少量，焼土粒子◎焼土中ブロック中暴虎土中ブロック微量
3　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，焼土粒子微量

覆土　4層からなる自然堆積である。
土層解説

1黒　　色　ローム粒子少量，廃土粒子微量
2　黒褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロックe焼土粒子微量
3　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小中ブロック微量

4　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック◎廃土粒子微量

遺物　土師器片274点が出土している。1，4の土師器杯が中央部覆土中層から，2の土師器杯が貯蔵穴南隣

の床面直上及び貯蔵穴内覆土下層から，3の土師器杯が西コーナー付近及び南東壁際床面直上から，7の土

師器増が西コーナー付近の床面直上から，5の土師器杯が中央部覆土中◎下層から，6の土師器椀が南コー

ナー付近の覆土中層から，8の土師器壷が北東壁付近の覆土下層から，9の土師器賓が南東壁近くの覆土中

層からそれぞれ出土している。

所凰　時期は遺構の形態や出土遺物から古墳時代の中期と考えられる。

第11号住居跡出土遺物観察表
図版番可

器　 種 計測値（cm） 器 形 の 特 徴 l　　 手 法 の 特 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第19図 杯 A　 8．8 丸底。体部は内攣気味に外傾して立 口縁部内 e外面横ナデ。体部外面／＼ 砂粒e雲母eスコリ P 59
1 土 師 器 B　 3．3 ち上がり，口縁部は内傾する。 ラナデ。内 ◎外面赤彩。 ア，鈍い赤褐色

普通
80％
中央部覆土中層

2

弥 A ［13．6］ 底部から口緑部にかけての破片。丸 口縁部内e外面横ナデ。体部外面へ 砂粒 e雲母eスコリ P 60，40％，貯蔵
土 師 器 B　 3．9 底。体部は外傾して立ち上がり，口 ラナデ。体部内面へラ磨き。底部へ ア，赤色 穴南隣床面直上，

緑部は内債する。 ラ削り。内 ◎外面赤彩。 普通 貯蔵穴内覆土下層

3

杯 A ［14．0］ 体部から口縁部にかけての破片。体 口縁部内 ◎外面横ナデ。体部外面へ 砂粒 eパミス P 61，15％，口緑
土 師 器 B （4．2） 部は外傾 して立ち上がり，口縁部は

h
ラナデ。体部内面へラ磨き。内 ◎外 赤褐色 部内面粗殻痕，西

わずかに外傾する。 面赤彩。 普通 コーナー付近床面

4

杯 A ［14．4］ 体部か ら口縁部にかけての破片。体 口緑部内 ◎外面横ナデ。休部外面へ 砂粒e雲母 eパミス P 62
土 師 器 B （4．1） 部は内攣気味に外傾して立ち上がり ラナデ。内e外面赤彩。 赤褐色 15％

口縁部は内偵する。 普通 中央部覆土中層

5

杯 A ［12．6］ 体部から口緑部にかけての破片。体 口緑部内◎外面横ナデ。体部外面へ 砂粒 e雲母eスコリ P 63
土 師 器 B （3．6） 部は内攣気味に外債 して立ち上がり ラナデ。内 e外面赤彩。 ア，鈍い褐色 10％

口縁部は内傾する。 普通 中央部覆土中下層
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第帽園　第日号住居跡実測図
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第19図　第11号住居跡出土遺物実測図

0　　　　　　　　　　　　　10cm

l－－｛1

図版番口器　種計測値（αn） 器形の特徴 手法の特徴 胎土・色調・焼成備　　考

第19図椀A15．8丸底。休部は内轡気味に外傾して立口縁部内・外面横ナデ。休部外面へ砂粒・雲母・パミスPl弘
6土師器B　6．2ち上がり，口綾部は外反する。口縁ラ削り。休部内面ナデ。 スコリア，鈍い黄橙1恥％，南コーナ
部と休部との境に稜を持つ。 色，普通 ー付近覆土中層

7

柑A　9．0口縁部片。口縁部はわずかに外傾し口縁部内・外面横ナデ。内・外面赤砂粒・スコリアP76
土師器B（7．0）て立ち上がる。 彩。 赤色

普通

15％，西コーナー

付近床面直上

8
宜E B（6．5）底部から休部にかけての破片。平底。体部内・外面へラナデ。底部へラナ砂粒・雲母・パミスP70

土師器C［4．4］休部は内増して立ち上がる。 7° ・スコリア，鈍い褐

色，普通

釦％，北東壁付近

覆土下層

9

憂A［16．6］休部から口縁部にかけての破片。体ロ縁部内・外面横ナデ。体部内・外砂粒・雲母・パミスP71
土師器B（11．3）部は内増して立ち上がり，ロ緑部は面とも磨滅著しく調整不明。スコリア，橙色15％，南東壁付近
外反する。 普通 覆土中層

第12号住居跡（第20・21図）

位置　調査4区北部，Alh5区。

規模と平面形　長軸7．（氾m，短軸6．43mの方形。

主軸方向　N－440－W

壁　壁高は20～35cmで，ほぼ外債して立ち上がる。

床　全体的に平坦で，中央部は硬く踏み固められている。

炉　中央南西部寄りにあり，径50cmの円形で10cmはど掘り込んだ地床炉である。
炉土層解説

1極暗褐色　ローム粒子・ローム大ブロック・廃土粒子・焼土小ブロック少量
2　極暗褐色　ローム粒子・炭化粒子少量，焼土粒子多量，焼土中大ブロック中量

ピット　4か所（Pl～P4）。Pl～P4は径25～40cmの円形，深さ65～84cmで，主柱穴である。
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第期図　第帽号住居跡実測図
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第21図　第12号住居跡炭化材出土状況実測図

0　　　　　　　　　　　　　2m
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貯蔵穴　長軸93cm，短軸85cmの長方形，深さ52cmほどで，数片の土師器片が出土している。
貯蔵穴土層解説

1暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・炭化物少量，ローム中ブロック・焼土粒子微量
2　極暗褐色　ローム粒子・ローム小中ブロック中呈，炭化物多量，焼土粒子微量

3　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小中ブロック中量，ローム大ブロック・炭化物少量
4　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，炭化物微量

覆土14層からなる人為堆積である。
土層解説

1暗　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック微量

2　黒　褐　色　ローム粒子少量，ローム小ブロック・炭化粒子・焼土粒子微量
3　暗　褐　色　ローム粒子中量，ローム小中ブロック少量，炭化物微量
4　褐　　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック微量，ローム中ブロック中量

5　暗　褐　色　ローム粒子・ローム小ブロック中量，炭化粒子・廃土粒子少量
6　褐　　　色　ローム粒子多量

7　褐　　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量，炭化粒子微量
8　褐　　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量，炭化粒子微量
9　暗　褐　色　ローム粒子・ローム小ブロック中量，炭化粒子・廃土粒子微量
10　褐　　　色　ローム粒子多量

11時赤褐色　ローム粒子・ローム小ブロック・炭化物・焼土粒子中量
12　赤　褐　色　ローム粒子・ローム小ブロック・炭化粒子・焼土粒子・娩土小ブロック中量

13　時赤褐色　ローム粒子・ローム小ブロック・焼土粒子中量，炭化粒子微量，炭化物少量
14　鈍い赤褐色　ローム粒子・廃土小ブロック中量，炭化粒子微量

遺物　土師器片226点，土製晶6点，石製晶1点が出土している。1の土師器杯が北コーナー付近の覆土下層

から，2の土師器称，9の土師器甑が南コーナー付近の覆土下層から，3の土師器椀が中央部覆土上層から，

4の土師器札　5の土師器聾が東コーナー付近の覆土上・下層から，6の土師器賓が南東部覆土下層から，

7の土師器聾が中央部覆土上層から，8の土師器聾が貯蔵穴内覆土中層から，10の不明石製品が北東壁付近

の覆土下層からそれぞれ出土している。
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所鳳　住居跡全体に，焼土塊と炭化樹が広がっていることから，焼失家屋と考えられる。時期は遺構の形態や

出土遺物から古墳時代の中期と考えられる。

欝詔図　第帽号佳鷹跡地豊遺物実測図

第且2号住居跡出土遺物観察表
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図版番可 器　 種 計測値（cm ） 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第22図 杯 A 「10 ．8］ 体部か らロ縁部にかけての破片。体 口縁部内◎外面横ナデ。 砂粒 ・雲母 P 78
1 土 師 器 B （2 ．4） 部は内攣気味に外傾 して立ち上がり 赤色 5 ‰　 北コーナー

ロ縁部は直立する。 普通 付近覆土下層

2

埠 A は2．6］ 底部 か ら日録部にかけての破片。丸 口縁部内 e外面横 ナデ。体部外面へ 砂粒 ・雲母 ・スコリ P 77
土 師 器 B　 5．4 底。体部 は内攣気味に外債して立ち ラナデ。体部内面ナデ。 ア，橙色 40‰　 南コーナー

上がり，日録部に至る。 普通 付近覆土下層
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図版番 口 器　 種 計測値（cm ） 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎 土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第22図 椀 A ［13．6］ 休部か ら口縁部にかけての破片。体 ロ縁部 内 ・外面横ナデ。 内 ・外面赤 砂粒 ・雲母 P 79
3 土 師 器 B （4．5） 部 は内増 して立 ち上が り， ロ縁部は 彩。 赤褐色 10％

直立す る。 普通 中央部覆土上層

4

柑 A ［9 ．6］ 口縁部片。 口縁部は外傾 して立ち上 口縁部内 ・外面横 ナデ。内 ・外面赤 砂粒 ・雲母 ・スコリ P 81
土 師 器 B （5 ．0） が る。 彩。 ア，鈍い赤褐色

普通

5 ％，東コーナー

付近覆土下層

5

整

土 師 器

A ［17 ．8］

B （4．3）

ロ縁部片。 ロ縁部は外反する。 口縁 部内 ・外面横ナデ。 砂粒 ・雲母 ・スコリ

ア，明赤褐色

普通

P 83

5 ％，東コーナー

付近覆土上層

6

聾 A ［18．2］ 休部か ら口縁部にかけての破片。体 口縁部 内 ・外面横ナデ。体部内 ・外 砂粒 ・雲母 ・スコリ P 82
土 師 器 B （別 ．6） 部は内増 して立ち上が り， 口緑部は 面輸黄み痕。 ア，赤褐色 亜％，南東部覆土

外傾す る。 普通 下層

7

賓

土 師 器

A ［13 ．4］

B （4 ．1）

口縁部 片。 口縁部 はやや外反する。 口縁部内 ・外面横 ナデ。 砂粒 ・石英 ・雲母

橙色

普通

P 84

5 ％

中央部覆土上層

8

賓

土 師 器

A ［13．8］

B （3．2）

口縁部片。 口縁部は外反す る。 口縁部 内 ・外面横ナデ。 砂粒 「石英 ・雲母

明赤褐色

普通

P 86

5 ％

貯蔵穴内覆土中層

9

甑 A ［20 ．0］ 底部か ら口縁 部にかけての破片。無 口縁部内 ・外面横 ナデ。体部内 ・外 砂粒 ・石英 ・雲母 ・ P 91
土 師 器 B　20 ．9 底式。休部は内増 して立ち上が り， 面へ ラナデ。 ロ縁部下位内 ・外面 に スコリア，明赤褐色 40％　 南コーナー

C ［8 ．0］ 口縁部は外反す る。 輪潰 み痕 。 普通 付近覆土下層

図版番司

種　 別
計　　　　 測　　　　 値 巨 質

出　 土　 地　 点 備　　　　　 考
長さ（窃n） 幅（cm ） 厚さ（q n） 重量（g ）

10 不明石製晶 5．8 1．3 1．0 14 泥質片岩 北東壁付近覆土下層 Q 13

（2）奈良時代の住居跡

第4号住居跡（第24図）

位置　調査1区南部，F3d4区。

規模と平面形　長軸3．78m，短軸3．31mの長方形。

主軸方向　N－220－E

壁、耕作による撹乱で，北壁のみ残存している。壁高は12～24cmで，ほぼ外債して立ち上がる。

床　全体的に平坦である。硬化面は，撹乱のため確認できなかった。

確　耕作により削平され，位置と平面形のみが確認されている。北東壁西寄りに付設されている。規模は長さ

70cm，幅110cmである。

覆土　7層からなる人為堆積である。
土層解説

1黒褐色　ローム粒子・ローム小ブロック微量，炭化粒子
極めて少ない

2　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小中ブロック・炭化粒
子微量

3　褐　　色　ローム粒子多量，ローム大ブロック少量
4　黒褐色　ローム粒子少量

5　極暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量
6　黒褐色　ローム粒子中量，ローム小犬ブロック少量

7　暗褐色　ローム粒子・ローム大ブロック中量，ローム小
中ブロック少量

遺物　土師器片22点，鉄津115点（重量1310g），

須恵器片2点，及び混入した縄文土器片115点が

し

亨感‥：

±「l：‾！

0　　　　　　　5cm

」＿」」

出土している01の須恵器杯が竃覆土上層から，　第23図　第4号住居跡出土遺物実測図

2の須恵器杯が中央部南寄りの覆土上層からそれ
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ぞれ出土している。鉄浮のほとんどが覆土上層から出土している。

新風　住居跡全体の覆土が耕作による撹乱をうけている○時期は遺構の形態や出土遺物から奈良時代と考えら

れる。
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、、二二二＿‾

e
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㍉
』

ニ

第錮困　窮　者住居跡実測図

第4号住居跡出土遺物観察表

図版 番号 器　 種 計測値（cm ） 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第23図 杯 B （2．4） 底部か ら体部にかけての破片。平底。体部 内 e 外面 ロクロナデ。底部回転 砂粒 ・長石 ・石英 ・ P l16
1 須 恵 器 C ［7 ．6］ 体部は内攣気味に外債 して立 ち上が ヘ ラ削 り。 パ ミス，鈍い黄橙色 15％

る。 普通 竃覆土上層

2

杯 A 「11 ．6］ 日録部片。 口緑部 は外傾 して立ち上
l 口縁部外面 ロク ロナデ。

砂粒 ・長石 ・パ ミス P l15
須 恵 器 B （2 ．9） がる。 黄橙色

普通

5 ‰　 中央部南寄

覆土上層

（3）平安時代の住居跡

第5号住居跡（第25図）

位置　調査且区中央部，E3i7区。

規模と平面形　長軸3．00m，短軸2。80mの方形。

主軸方向　N－900－E

壁　壁高は20～38cmで，ほぼ外債して立ち上がる。

床　全体的に平坦で，特に竃の周辺が踏み固められている。
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庵　東部コーナーに付設されている。規模は，長さ75cm，幅80cmである。両袖部とも砂まじりの粘土で構築

されている。火床は長径45cm，短径25cmの楕円形で掘りくぼめられていない。
麓土層解説

1黒　褐　色　ローム粒子・焼土小ブロック少量，焼土粒子中量，山砂少量
2　極暗赤褐色　焼土粒子中量，焼土中ブロック微量，焼土大ブロック・炭化物少量
3　暗赤褐色　焼土粒子多量，焼土小中ブロック中量，炭化物微量
4　暗赤褐色　ローム粒子・焼土粒子少量，廃土小ブロック微量
5　暗赤褐色　焼　　土

覆土　3層からなる自然堆積である。

土層
1

解

黒

黒

赤

説

褐

褐

色　ローム粒子少量

色　ローム粒子中量，ローム中ブロック少量
色　ローム粒子多量，ローム大ブロック少量

遺物　土師器片45点，鉄津1点（重量150g）が出土している。遺物は少なく，ほとんどが東竃付近に集中し

ている01の土師器杯が竃右袖部及び竃付近覆土中層から，2の土師器高台付杯が竜焚口部覆土下層から出

土している。

所見　時期は，竃が東コーナーに付設されていることや出土遺物から平安時代（10世紀初め）と考えられる。

JL21．4m

④

第25図　第5号住居跡実測図

2m

上＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」

三　一＝二二：
第26図　第5号住居跡出土遺物実測図
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第5号住居跡出土遺物観察表

図版番号
義‾‾…蕎 桓 謝儀（cm ）

器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第26図 杯　　 A 「14．3〕 体部か ら日録部にかけての破片。体 内 。外面 ロクロナデ㍉ 砂粒 。バミス・スコ P 5

1

i

土 師 器 「酎つ 周 ）

i　　　　　　 ！
i

部 は内攣気味に外傾 して立 ち上が り

口緑部 に至るJ 日録端部 は外反す る．

リア ・雲母，鈍い橙 10％，竃右袖部及

び竃付近育土中層色，普通

2

高 台付年　 D 「6 ．0 1

土 師 器　 E L 1．5う

高台部片．高台部 はハ の字状に開 く㍉高台部内 。外面横 ナデ√ 砂粒 。バ ミス ・スコ

リア，鈍い黄橙色

普通

P 6

5 ％

竃焚 口部覆土下層

第　号住居跡　第那図）

位置　調査且区北東部タ　E3e7区。

機構藍平面形　長軸。鵬m　短軸。舗mの長方形。

主軸方向　N－580－E

壁　壁高は2～墟cmで　はぼ外傾して立ち上がる。

壁溝　上幅渕～詣cm　働扁　～放m　床面からの深さは　～5cmで　はぼ金屑している。断面形はU字形で

ある。

床　全体的に平坦で硬ら特に中央部が踏み固められている○竃周辺及び住居跡南東部から南西部にかけてタ

山砂，炭が散乱しタ　中央部に廃土がある。

竃　北東壁東寄りに付設されている。規模は轟き臓読m　幅撒mである。両袖部とも壁際の一部しか残存し

ていないがタ砂⑳砕礫まじりの粘土で構築されている。火床は円形に且のcmほど掘りくぼめられている。
塵土層解説

1黒　褐　色　ローム粒子。ローム小プロ、ソク。炭化物。焼土粒子微量
2　赤　黒　色　ローム粒子少量，炭化粒子。廃土粒子微量
3　黒　褐　色　炭化粒子少量，廃土粒子微量

⊥1．黒　褐　色　ローム粒子e焼土粒子・焼土中大ブロック少量
5　極暗赤褐色　廃土粒子。焼土中大ブロック少量
6　鈍い赤褐色　ローム粒子中量，炭化粒子e廃土粒子微量

ぼ亀捕　Plは長径34～短径2のcmの楕円乳深さ茄cmで　出入り口の施設にともなうものであると考えられる。

貯蔵衆　望か所。貯蔵穴日豊北東壁下中央部に付設されている。長径58cm，短径54cmの楕円形で，深さ55cm

である0断面形はU字形をしている。貯蔵穴2は西コ…ナ一部に付設されている。長径95cm　短径鋸cmの

楕円形で　深さ墟cmである。断面形はU字形をしている。

貯蔵穴1土層解説
1黒褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，廃土粒子。焼土大ブロック微量
2　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小プロ、ソク・炭化物微量，炭化粒子少量

貯蔵穴2土層解説
1　暗褐色
2　褐　　色

3　暗赤褐色

4　暗赤褐色

5　暗褐色

6　暗赤褐色

ローム粒子少量，ローム小ブロック・炭化粒子微量
ローム粒子多量，ローム小中ブロック中量，焼土粒子。廃土小ブロック微量
ローム粒子多量，ローム小中ブロック中量，ローム大ブロック少量
ローム粒子・焼土中ブロック微量，炭化粒子中量，焼土粒子多量

ローム粒子中量，ローム小中ブロック。炭化粒子・焼土粒子少量
ローム粒子少量，ローーム小ブロック・焼土中ブロック中量，炭化粒子微量

覆土　4層からなる自然堆積である。

土層解説

1黒　　色　ローム粒子少量，ローム小ブロック・焼土粒子微量
2　黒褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，焼土粒子微量

3　暗褐色　ローム粒子。ローム小中ブロック中量，焼土中ブロック微量，焼土大ブロック少量
4　暗褐色　ローーム粒子中量，ローム小ブロック少量

遺物　土師器射54意及び混入した縄文土器片2息石錬温点が出土している。且の土師器埠が南コーナー覆土

中層から，2の土師器塔が竃内覆土下層から，3の土師器埠が北コーナーの覆土中層から，4の土師器高由
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第27図　第6号住居跡実測図
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付椀が貯蔵穴1覆土中層及び西コーナー付近床面直上から，5の土師器高台付椀が貯蔵穴2の覆土中層から，

6の土師器高台付椀が住居跡中央部覆土中層から，7の土師器小形聾が中央部覆土下層から，8の土師器賓

が西コーナー及び竃覆土中層から，9の土師器要が貯蔵穴1の覆土下層から，10のミニチュア土器が東コー

ナー及び竜の覆土下層から，11の石鉄が覆土中からそれぞれ出土している。

所見　時期は遺構の形態や出土遺物から平安時代（10世紀初め）と考えられる。

つク

♂2

㌻
第28図　第6号住居跡出土遺物実測図

第6号住居跡出土遺物観察表

‾l：‾Tl

劇盛。 10cm

＄　一●　　　　ll　［ニー＿＿＿＿＿＿＿」＿＿＿＿＿＿＿＿＿　」

図版番口器　種 計測値（cm） 器形の特徴 手法の特徴 胎土・色調・焼成 備　　 考

第28図 杯 A［16．0］休部から口綾部にかけての破片。体内・外面ロタロナデ。 砂粒・パミス・スコP7

1 土師器 B（3．8）部は内彗気味に立ち上がり，口縁部 リア，浅黄橙色 10％，南コーナー

に至る。 普通 覆土中層

2

杯 A［15．6］休部からロ縁部にかけての破片。体内・外面ロクロナデ。 砂粒・パミス・スコP8

土師器 B（3．2）部は外傾して立ち上がり，ロ縁部は リア，鈍い黄褐色 10％

わずかに外反する。 普通 寵内覆土下層

3

杯 A［15．0］休部から口縁部にかけての破片。体内・外面ロクロナデ。内面黒色処理。砂粒・雲母・パミス P9

土師器 B（3．3）部は内彗気味に外傾して立ち上がり スコリア，浅黄橙色15％，北コーナー

口縁部はわずかに外反する。 普通 覆土中層
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図版番号 器　 種 計測値（cm ） 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第28図 高台付椀 A ［13．8］ 底部か ら口緑部にかけての破片。高 口縁部 ・休部外面 ロクロナデ。体部 砂粒 ・パミス ・スコ P ll
4 土 師 器 B　 6 ．0 台部 はハの字状に開 く。体部は内攣 内面へ ラ磨き。 内 ◎外面黒色処理。 リア，鈍い黄橙色 40％

D　 6 ．9

E　 l．0
l
l

して立 ち上が り， 口縁部 に至 る。 底部回転へラ切 り。高台貼 り付け。 普通 貯蔵穴 1 覆土中層

及び床面直上

5

高台付椀 B （5 ．2） 底部か ら体部 にかけての破片。高台 体部外面ロクロナデ。底部 回転へ ラ 砂粒 ・長石 ・雲母 P 12
土 師 器 D ［8 ．0］ 部はハの字状 に開く。体部は内攣 し 切 り。高台貼 り付け。 橙色 15％

E　 L 7 て立ち上がる。 普通 貯蔵穴2 覆土中層

6

高台付椀 B （5 ．4） 底部 か ら体部 にかけての破片。体部 体部外面 ロクロナデ。体部内面へラ 砂粒 。バミス・スコ P 13
土 師 器 は内攣 して立 ち上が る。 磨 き。 内 命外面黒色処理。 リア，外面鈍い黄橙

色，普通

10％，高台部剥離

中央部覆土中層

7

小 形 賓 A ［18 ．7］ 体部か ら口緑部にかけての破片。体 ロ緑部内 ◎外面横 ナデ。体部内 車外 砂粒 ・石英 ・雲母 ・ P 14
土 師 器 B （9 淵） 部は内攣 して立ち上が り， 口縁部は 面へ ラナデ。体部外面上位に指頭痕。パ ミス ◎スコリア 10％

外反す る。 鈍い橙色，普通 中央部覆土下層

8

小 形 賓 A ［13 ．7］ 体部か ら日録部 にかけての破片。体 口縁部 内 ◎外面横ナデ。体部 内 の外 砂粒 ・雲母 ・スコリ P 16
土 師 器 B （4 ．6） 部は内攣 して立 ち上が り， 日録部 は 面へラナデ。 ア，鈍い橙色 5 ‰　 西 コーナー

わずかに外反す る。 普通 及び竃覆土中層

9

聾 B （7。8） 体部片。体部は内攣する。 体部外面へラ削 り後，へ ラナデ。体 砂粒 ◎スコリア P 17
土 師 器 部 内面へ ラ磨き。 鈍い黄橙色

普通

10％

貯蔵穴 1覆土下層

10

ミニチュア増 B （2 。2） 底部か ら体部にかけての破片。丸底 。体部内 ・外面横 ナデ。体部内 ・外面 砂粒 ◎パ ミス P 21，40％，体部
土 師 器 体部は外傾 して立 ち上が る。 へラ磨き。 内 ◎外面黒色処理。 鈍い黄橙色

普通

内面籾殻痕，東 コ

ーナー及び竜吾土
下層

表2　根崎遺跡住居跡一覧表

住居跡

番　号

巨⇒

主軸方向 平面形
規模（m ）

（長軸×短軸）

壁高

（軸
床面

内　　 部　　 施　　 設 ！裏十

出　　 土　　 遺　　 物
備　　　 考

新旧関係 （古→新）壁 溝 主柱穴 臓 穴恒 ト入　口 炉e竃

1 池6 N－550－W （長方形）4．55×（3．3）お～78 平　坦 － 2
」 2

－ 竃 自　然土師器（埠，磐）扇器（敲石欄浮 古墳時代後期

2 肱8 N－霊0－E （方　形）5．8×（5．4）40～51 平　坦 全周 3 － 4 有 炉・竜自　然土製品（羽口）満製品（双孔円板）潮浮 古墳時代後期

3 亀1 N－260－E 方　 形 3．8×3．6 茄～42 平　坦 － － － － － 篭 自　然土師器條），柑 古墳時代後期

4 弛4 N－220－E ［長方形］3．78×3．31 12～別平　坦 － － － － － 竃 人　為須恵器（私鉄津 奈良時代

5 滋i7 N一粥0－E 方　 形 3．0×2．8 20～お平　坦 － － － － － 竃 自　然土師器（埠，高台付杯） 平安時代（10醜彿桝

6 脇7 N－認0－E 長方形 4．05×3．2 20～43 平　坦 全周 － 2 1 有 炉・竃 自　然土師器（埠涌帥埠凰ミニチュた凱石器（石鍍）平安時代（10世紀初め）

7 払1 N－190－E 長方形 3．位×3．霊 15～謎平　坦 － － － － － 竃 自　然土師器（聾）潮浮 SI7→馳1，古墳時代後期以降

8 Blr7 N－200－W 方　 形 8．4×8．3 35～3 平　坦 全周 4 7 有 炉 人　為土師器（杯風鉢調，敷石製品（紡錘皐月玉）
須恵器（杯）石器臓石滑石未製凱鉄製品（刀子）

SB→SD3
古墳時代中期

9 Blgo N－30－W 方　 形 3．3×3．2 訪～33 平　坦 － － － － － － 人　為土師器（杯，高年胤手動 古墳時代中期

10 B2b9 N－400－W 方　 形 4．4×4．お 公～36 平　坦 全局 4 － 5 有 炉2 自　然土師器（杯鳳聾濁），土製品（勾玉） 古墳時代中期

11 蝕2 N 4 30－W 方　 形 6．7×6．43 40～50 平　坦 全局 4 1 5 有 炉 自　然土師器（杯，椀謝恩聾） SIll→SK緒墳時代中期

12 Alh5 N4 0－W 方　 形 7．0×6．43 20～35 平　坦 － 4 1 4 － 炉 人　為
土師器（埠風帥謝恩臥石恕（不明硝品）古墳時代中期
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2　土坑

当遺跡からは陥し穴と思われる土坑6基，炭化材の小片が多量に確認された土坑6基，性格不明土坑12基の

計24基の土坑が検出されている。それぞれの土坑からの遺物は少なく，時期や性格について不明なものが多い。

形状及び出土遺物に特徴のある温4基の土坑について，ここに解説を加え，その他については一覧表に記載した。

（且）陥し失

策盛暑土成（第29図）

位置　調査1区南部，F3b4区。

規模と平面形　長径2。35m，短径且。65mの楕円形で，深さは205cmほどである。

長軸方向　N－430－E

壁面　ほぼ外傾して立ち上がる。

底面　皿状である。

覆土14層からなり，人為堆積とみられる。

土層解説
1　黒　　色　ローム粒子◎ローム小ブロック少量，焼土粒子e炭化粒子微量
2　黒　　色　ローム粒子・ローム小ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
3　黒褐色　ローム粒子e廃土粒子◎炭化粒子微量

4　暗褐色　ローム粒子中量，廃土粒子微量
5　褐　　色　ローム粒子のローム小ブロック中量，焼土粒子◎炭化粒子微量
6　黒褐色　ローム粒子少量，ロトーム小ブロック◎焼土粒子◎炭化粒子微量
7　黒褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量

8　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，焼土粒子◎炭化粒子微量
9　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，焼土粒子e炭化粒子微量
10　暗褐色　ローム粒子・ローム小プロ、ソク少量
11暗褐色　ローム粒子・ローム小ブロック中呈，ローム中ブロック少量
12　褐　　色　ローム粒子。ローム小ブロック多量

13　暗褐色　ローム粒子eローム小ブロック少量，焼土粒子微量
14　黒　　色　黒色土

遺物　縄文土器片38点が出土している。1の深鉢形土器が覆土中層及び下層から出土している。第29図2～21

は，本跡から出土した縄文土器の拓影図である。2～5は，日録部は肥厚し，撚糸文を施した井草式土器の

ロ緑部片である。6～9，11～21は，井草式土器の胴部片である。10は，阿王台式土器の胴部片と思われる。

5が底面近くから，1銅ま覆土下層から，13は覆土中層から，その他の縄文土器片は覆土中からそれぞれ出土

している。

所凰　本跡は，形態及び出土遺物から縄文時代の陥し穴と思われる。時期は，出土した撚糸文系の縄文土器片

が下層から中層にわたって出土しているので，井草式期に近い時期と考えられる。

第4号土坑出土遺物観察表
図版香車 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎土・色調・焼成 備　　 考

第29図 深　　 鉢 A ［25．7］ 胴部上位から口緑部片。胴部はやや外傾して立ち上がり口緑部に至る。口 砂粒 e雲母 P 93

1 縄文土器 B （8．6） 唇部は肥厚する。口唇部に斜位の縄文を施し，口縁部外面は無文帯で，以 明黄褐色 10％
下撚糸文を綻位に施している。 普通 覆土中下層
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第乃図　第4号土坑・出土遺物実測図

q2

第5号土坑（第30図）

位置　調査1区南部，P3cl区。

規模と平面形　長径2・印m，短径2．15mの楕円形で，深さは200cmほどである。

長軸方向　N－300－E

壁面　はぼ外傾して立ち上がる。

底面　平坦である。

覆土10層からなり，自然堆積とみられる。

－41－
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第30園　第5号土坑・出土遺物実測図

土層

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

解説

褐　　色

暗褐色
黒褐色
黒　　色

暗褐色
褐　　色

褐　　色

褐　　色

暗褐色
褐　　色

ローム粒子中量
ロ

ロ

ロ

ロ

ロ

ロ

ロ

ロ

ロ

ーム粒子中量，
－ム粒子少量，
－ム粒子少量，

－ム粒子中量，
－ム粒子中量

－ム粒子多量
－ム粒子多量，
－ム粒子中量
－ム粒子中量，

焼土粒子・炭化粒子微量
焼土粒子・炭化粒子微量
廃土粒子・炭化粒子・炭化物微量
焼土粒子・炭化粒子微量

ローム小ブロック・炭化粒子微量

ローム小中ブロック微量

－42－
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遺物　縄文土器鷹洩意　土師器片飢息　石器及び石器片　意が出土している。　の深鉢形土器芦　蟻の敲石が覆

土上層からそれぞれ出土している。第測図　～臓は　寒路から出土した縄文土器片の拓影図である。　はタ

短い条線文を施す興津式土器のロ稼部片である。勘娠結針鼠は　興津式土器の胴部片である。5牒は

阿王台式土器の胴部片である。勘相識針路は撚糸文を施す井草式土器の胴部片である。いずれも覆土上層

から出土している．

所農　本捗はタ　形態及び出土遺物から縄文時代の陥し穴と思われる。

第5号土坑出土遺物観察蓑

図版番号 器 種 桓腑（cm）！　　　 器 形 及 び 文 様 の 特 徴　　　 恒 魯色調欄 成i 備　 考

第30図
且

芸文土頼 り鹿野 瀾 器厚は厚い0

図版番号
種 別了‾んみ　 計　 測　 値 巨 質

出　土　地　点 備　　　　　　 考長さ弧） 幅葎m ）匝さ（血）重量（g）

14 隼 や 巨 繍 i 離 日 侍潮 目彿 安山岩 覆土上層 Q14

欝帽考量窺　第割囲）

位置　調査3区南部，B3e5区し，

ハ長く＼禦、′　∴モ　主宰／∴＼γ、、’、！悠　一ニ丁の′∫一つ、「

深さは123cmほどである。

長軸方向　N－300－W

壁面　外傾して立ち上がる。

底面　平坦である。

覆土　4層からなり，自然堆積とみられる。

土層解説

1　褐　　色　ローム粒子少量，ローム小プロ・ソクe焼土粒

墜読⑥塞
2暗褐色讐警粒子鴫。＿ム小プ。ック欄土粒　旦劇痛

子。炭化粒子微量
3　暗褐色　ローム粒子中量，焼土粒子微量

4　褐　　色　ローーム粒子多量

遺物　出土していない。

所見　本跡の時期は不明である。形態から陥し穴と

考えられる。 妄′三一稟・；∴一’′：誉∴∵二ら韻雷

第帽号羞蟻（第32囲）

位置　調査2区中央部，C2a4区。

規模藍平面形　長径望。4且m，短径2。且4mの楕円形でタ　深さは且2艶mほどである。

長軸方向　N－520－E

壁面　外傾して立ち上がる。

底面　平坦である。
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覆土　7層からなり，自然堆積とみられる。
土層解説
1黒褐色　ローム粒子中量

化粒子微量

2　極暗褐色　ローム粒子中量
3　黒褐色　ローム粒子中量
4　極暗褐色　ローム粒子多量
5　極暗褐色　ローム粒子多量
6　暗褐色　ローム粒子多量

7　褐　　色　ローム粒子多量

ローム小ブロック少量，炭

ローム小ブロック少量

ローム小犬ブロック少量

ローム小犬ブロック少量

ローム小中大ブロック少量

ローム小中大ブロック少量

ローム小ブロック少量．ロー

ム中大ブロック中量

遺物　縄文土器片1点が出土している。第32図1は，

本跡から出土した縄文土器片の拓影図である。縦

位の撚糸文を施す井草式土器の胴部片で，覆土中

層から出土している。

所見　本跡は，形態から陥し穴と考えられる。時期

は不明である。

第22号土坑（第33図）

位置　調査1区東部，E3。9区。

規模と平面形　長径1．50m，短径1．20mの楕円形で，

深さは151cmほどである。

長軸方向　N－460－W

壁面　外傾して立ち上がる。

底面　平坦である。

覆土　7層からなり，人為堆積とみられる。
土層解説

1黒褐色　ローム粒子中量，ローム中ブロック微量，炭
化粒子極微呈

2　極暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

3　極暗褐色　ローム粒子中量，ローム中ブロック・炭化粒
子微量，焼土粒子極微量

4　暗褐色　ローム粒子・ローム大ブロック少量
5　黒褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量，炭

化粒子極微量

6　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量，炭
化粒子微量

7　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量，炭
化粒子微量

旦顔
旦22．0m

0　　　　　　　　　　　　2m　　　0　　　　　5cm

】　　l l L i i

第霊園　第19号土坑・出土遺物実測図

！　⑥

三二・一■＼ニ

0　　　　　　　　　　　　21m

1　＿＿＿＿＿＿」＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」

第33園　第22号土坑実測図

遺物　縄文土器片1点が出土している。

所見　本跡は，形態から陥し穴と考えられる。時期は不明である。
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第24号土坑（第34図）

位置　調査5区中央部，B4h9区。

規模と平面形　長径2．08m，短径1．25mの楕円形で，

深さは145cmほどである。

長軸方向　N－49。－W

壁面　外債して立ち上がる。

底面　平坦である。

覆土　7層からなり，人為堆積とみられる。
土層解説

1黒　　色　ローム粒子少量，ローム小ブロック・焼土粒
子微量

2　黒褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量
3　黒褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量
4　暗褐色　ローム粒子・ローム小ブロック少量

5　暗褐色　ローム粒子・ローム小中ブロック中量，ロー
ム大ブロック少量

6　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量

7　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ロ
ーム中ブロック微量

遺物　出土していない。

所見　調査5区における遺構は，本跡のみである。

本跡は，形態から陥し穴と考えられる。時期は

不明である。

（2）その他の土坑

第3号土坑（第35図）

位置　調査1区南西部，F3al区。

規模と平面形　長軸3．58m，短軸1．30mの長方形

で，深さは35cmほどである。

長軸方向　N－560－E

壁面　はぼ外傾して立ち上がる。

底面　平坦である。

覆土　7層からなり，人為堆積とみられる。第7

層は炭化材の小片を主体とした層である。

土層解説

1暗褐色　ローム粒子・ローム小中ブロック・炭化物中量，
炭化材の破片少量。

2　黒褐色　ローム粒子・炭化物中量，ローム小中ブロック
少量，焼土粒子微量

3　暗褐色　ローム粒子・ローム小中ブロック・炭化物中量，
炭化材の破片少量

4　褐　　色　ローム粒子・ローム小ブロック・炭化物多量，
廃土粒子少量

5　暗褐色　ローム粒子・炭化物中量，ローム小ブロック微
量，焼土粒子微量

6　黒褐色　ローム粒子・焼土粒子中量，ローム大ブロック
微量，炭化物多量

7　黒　　色　炭化材の小片

遺物　縄文土器片7点，土師器片13点，鉄淳2点

0　　　　　　　　　　　　　　2m

」＿＿＿＿⊥＿＿＿＿」

第別図　第24号土坑実測図

旦　　くl　　　　　く

ヽ－工

0　　　　　　　5cm

l　；！

2m

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿L＿＿＿＿＿＿＿」

第35図　第3号土坑・出土遺物実測図

（重量160g）が出土している。第35図1は，本跡の覆土中から出土した縄文土器の拓影図である。興津式
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土器の胴部片である。

所見　本跡の時期，性格は不明である。

第7号土坑（第36図）

位置　調査4区西部，B2a8区。

規模と平面形　長軸2．11m，短軸1．38mの長方形で，深さは41cmほどである。

長軸方向　N－740－E

壁面　はぼ外傾して立ち上がる。

底面　平坦である。

覆土　5層からなり，自然堆積とみられる。

－46－

第36図　第7号土坑・出土遺物実測図



土層解説

1黒褐色　ローム粒子eローム小ブロック少量，ローム中ブロック◎焼土粒子微量
2　暗褐色　ローム粒子eローム小中ブロック中量
3　極暗褐色　ローム粒子eローム小中ブロック少量

4　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム中ブロック少量
5褐　色ローム粒子多量

遺物　土師器桐8点が出土している。1の土師器杯が覆土中層から，2，3，4の土師器饗が覆土上層からそ

れぞれ出土している。

所農　本跡の時期は，底面直上から1の土師器杯が出土していることから，古墳時代の中期と考えられる。性

格は不明である。

第7号土坑出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

P 95
第36図 杯 A ［14．4］ 底部から口緑部にかけての破片。平 口縁部内e外面横ナデ。体部外面へ 砂粒 e雲母 eスコリ
1 土 師 器 B　 5．7

C　 7．5
底。体部は内攣気味に外債 して立ち
上がり，口緑部はやや内傾する。

ラナデ。体部内面へラ磨き。底部へ ア，赤色 釣％
ラ削り。内 ◎外面赤彩。 普通 覆土中層

2

賓 A 17．4 底部欠損。体部は内攣 して立ち上が 口縁部内 e外面横ナデ。体部外面へ 砂粒e雲母eスコリ P 96
土 師 器 B （23．5） り，口緑部は外反する。 ラナデ。体部外面下位に輸積み痕。 ア，鈍い黄橙色 85％

内面磨滅著 しく調整不明。 普通 覆土上層

3

饗

土 師 器

A ［21．0］

B （22．2）

体部から口縁部にかけての破片。体

部は内攣 して立ち上がり，口縁部は
外反する。

口緑部内 e外面横ナデ。体部外面へ 砂粒 ・石英 ・雲母 ・ P 97
ラ磨き。体部内面輸積み痕。内面磨 スコリアの礫 30％
滅著 しく調整不明。 灰黄褐色，普通 覆土上層

4

聾

土 師 器

A ［18．1］

B （3．8）

口緑部片。口縁部は外傾して立ち上

がり，口緑端部折り返す。
口縁部外面ナデ。 砂粒e雲母eスコリ

ア，鈍い褐色
普通

P 98

5％
覆土上層

第＄号豊銑（第37図）

位置　調査4区南部，B3。3区。

重複関係　本跡は第m号住居跡を掘り込んでいるこ

とから，本跡の方が第11号住居跡より新しい。

規模と平面形　長軸3．96m，短軸1．30mの長方形で，

深さは56cmほどである。

長軸方向　N－570－W

壁面　緩やかに立ち上がる。

底面　平坦である。

者達．6層からなり，自然堆積とみられる。第6層

は炭化材の小片を主体とした層である。
土層解説
1　黒　　色　炭化物多量

2　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック。炭化粒子
少量

3　暗褐色　ローム粒子◎炭化物中量，ローム小中ブロック
少量

4　黒褐色　ローム粒子中量，炭化物多量，ローム小ブロッ
ク少量

5　褐　色　ローム粒子多量，焼土粒子。廃土小ブロック微
量，炭化物中量

6　黒　　色　炭化材の小片多量

遺物　出土していない。

所農　本跡の時期，性格は不明である。

旦21．5m

④
一一一　．一一一一一ヽ

ヽ
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；馴椚
I

：『

0　　　　　　　　　　　　　　　2m

2　　　L＿＿　　　‥・富　　　一一一一j

舞劉溺　第　号丑坑実測区
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第9号豊坑（第38図）

位置　調査4区西部，B3eo区。

規模と平面形　長軸3．85m，短軸1．37mの長方形で，

深さは52cmほどである。

長軸方向　N－320－E

壁面　緩やかに立ち上がる。

底面　平坦である。

覆土　9層からなり，人為堆積とみられる。第8層

は炭化材の小片を主体とした層である。

土層解説
1　暗　褐　色　ローム粒子e炭化粒子中量，ローム小ブロッ

ク微量，炭化物少量
2　極暗褐色　ローム粒子少量，炭化粒子多量，炭化物中量
3　黒　褐　色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量，炭

化粒子e炭化物中量

4　褐　　　色　ローム粒子◎炭化粒子中量，炭化物少量
5　暗　褐　色　ローム粒子中量，炭化粒子e炭化物少量
6　暗　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック。炭化粒

子少量，炭化物微量

7　極暗赤褐色　ローム粒子微量，ローム小ブロック少量，焼
土中ブロック中量，炭化粒子e炭化物多量

8　黒　　　色　炭化材の小片
9　暗　褐　色　ローム粒子◎ローム小ブロック中量，炭化物

多量

遺物　出土していない。

所見　本跡の時期，性格は不明である。

第柑考量坑（第39図）

位置　調査2区中央部，Blh9区。

規模と平面形　長軸3．84m，短軸1．33mの長方形で，

深さは48cmほどである。

最軸方向　N－810－E

壁面　外傾して立ち上がる。

底面　平坦である。

覆土　3層からなり，人為堆積とみられる。第3層

は炭化材の小片を主体とした層である。
土層解説
1　暗褐色　ローム粒子多量，ローム中大ブロックe炭化物

少量
2　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック・焼土粒子

微量，炭化粒子◎炭化物少量
3　黒　　色　炭化材の小片

遺物　出土していない。

所農　本跡の時期，性格は不明である。

l＋（諺

B

㍉＿＿＿ノ′‾l主＝＝＝＝三Ill
第詔図　第　考査坑実測図

旦22．①m

嘗≡妄要撃 2m

」一一一一一・JL‾‾‾‾‾′　　L工

第39闊　第柑号丑坑実測畢
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第2⑳者達坑（第4の図）

位置　調査2区南部，C2f4区。

規模と平面形　長軸3838m，短軸摘録の長方形で，深さは30cmほどである。

長軸方向　N－620－E

壁面　緩やかに立ち上がる。

底面　平坦である。

覆豊　3層からなり，人為堆積とみられる。
土層解説

1暗褐色　ローム粒子多量，ローム大ブロック・炭化物少量

2　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロックe焼土粒子◎炭化物少量，焼土中ブロック微量
3　暗褐色　ローム粒子多量，ローム中ブロック微量，廃土粒子の焼土中ブロック少量，炭化物多量

遺物　縄文土器片且点，土師器片旺点，石器温点が出土している○且の石鉄が中央部覆土下層から出土してい

る。

所農　本跡の時期，性格は不明である。

欝鯛図　第調号量境◎出立遺物袈測園

第2の号土坑出土遺物観察表
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尋

種　別
計　　　　 測　　　　 値

石　質 出　土　地　点 備　　　　　 考
長さ（m）幅（cm）厚さ（qn）重量（g）

第40図1 石　　錬 2．1 1．5 0．6 1．28 チャート中央部覆土下層 Q17

欝別号量窺（第4且図）

位置　調査1区中央部，濫3jo区。

規模と平面形　長径3・34m，短径且諸9mの楕円形で，深さは58cmほどである。

長軸方向　N－5且0－E

壁面　外傾して立ち上がる。

底面　皿状である。中央部に斜方向に入る径35cm，深さ30cmはどのピットがある。
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覆土　7層からなり，人為堆積とみられる。
土層解説

1褐　　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック・焼土粒子微量
2　黒褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・焼土粒子微量
3　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック微量
4　黒褐色　ローム粒子中量，炭化粒子微量

5　極暗褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック・炭化粒子微量
6　黒褐色　ローム粒子・炭化粒子少量，ローム小ブロック微量
7　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

遺物　縄文土器片28点，土師器片13点が出土している。1の深鉢形土器が南東壁中・下層から出土している。

第41図2，3は，本跡から出土した縄文土器片の拓影図である。どちらも条痕文を施し，胎土に繊維を含む

茅山下層式土器の胴部片で，覆土中層から出土している。

所見　本跡の時期，性格は不明である。

0　　　　　　　　　　　　　　　2m

！　　　；　　　！

第41図　第21号土坑・出土遺物実測図

第21号土坑出土遺物観察表

0　　　　　　　　　　　　　10cm

ト　　－十　　　一」

図版番可 器　種 計測値（m ） 器　形　及　び　文　様　の　特　徴 胎土・色調・焼成 備　　 考

第41図 深　　 鉢 A［27．7］口縁部片。ロ緑部は二段で外反する。胎土に繊維を含み，口唇部に刻み目 砂粒・雲母 PlO2
1 縄文土器 B（6．2）を施している。ロ縁部下位に隆帯を貼り付け，刻み目を施している。内・橙色 5％

外面ともに横位の条痕文を施している。 普通 南東壁中下層

－50－



第調号豊銑（第42図）

位置　調査1区中央部，E3d5区。

規模藍平面形　長軸3。50m，短軸温。2のmの長方形で

深さは50cmほどである。

長軸方向　N－460－E

壁面　外傾して立ち上がる。

底面　平坦である。

覆土　9層からなり，人為堆積とみられる。，
土層解説

1極暗褐色　ローム粒子。ローム小ブロック中量，炭化材

少量

2　暗褐色　ローム粒子。ローム小ブロック多量，ローlム
中ブロック微量，炭化物少量

3　暗褐色　ローム粒子eロー1ム小プロ、ソク中量，ローム

中ブロック少量，炭化物多量

4　暗褐色　ローム粒子。ローム小中ブロック・炭化物中量

5　褐　　色　ローム粒子・ローlム小ブロック多量，ローム

中プロ、ソク・炭化物中量，焼土粒子微量

6　褐　　色　ローム粒子。U一一一lム小中プロ、ソク・炭化物多

量，焼土粒子少量

7　暗褐色　ローム粒子。ロ・一ム小中プロ、ソク・炭化物多量

8　極暗褐色　ローム粒子中量，炭化材の小片多量

9　黒　　色　炭化材の小片極多量

遺物　出土していない。

所見　本跡の時期，性格は不明である。

土坑土層解説

第1号土坑土層解説
1　黒褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック多量，

焼土粒子微量，炭化物少量
2　暗褐色　ローム粒子。ローーム小中プロ・ソク多量，炭

化物少量
3　黒褐色　ローム粒子少量，ローム小中ブロック中量

第2号土坑土層解説
1　黒褐色　ローム小中ブロック中量，炭化粒子微量

第6号土坑土層解説
1暗褐色　ローム粒子中量，ローム小中ブロック少量
2　褐　　色　ローム粒子・ローム小中ブロック中量，ロー

ム大ブロック微量

第2号土坑出土遺物観察表

2m

二＿＿＿一日
し一一・一一1一一一一ノ　　　ー二二二二二±二二∵二二二コ

夢魔図　第調号豊銑窯測園

第11号土坑土層解説
1極暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・焼土

粒子・炭化粒子微量
2　黒褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック微量
3　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小プロ、ソク微量
4　暗褐色　ローム粒子多量
5　褐　　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック微量

第12号土坑土層解説
1暗褐色　ローーム粒子中量，ローム小ブロック少量，

廃土粒子微量
2　褐　　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量
3　褐　　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック微量
4　褐　　色　ローム粒子多量，ローム大ブロック少量

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第43図 深　　 鉢 B （5．3） 底部から胴部下位にかけての破片。平底。胴部は外傾して立ち上がる。 砂粒eスコリア P 92
1 縄文土器 C ［5。0］ 胎土に繊維を含み，胴部外面に斜位の条痕文を施している。 橙色

普通

5％

覆土中

第五2号土坑出土遺物観察表

図版尋
種　　 別

計　　　　 測　　　　 値 巨 質

出　 土　 地　 点 備　　　　　　 考
長さ（qn） 幅（cm ） 厚さ（qn） 重量（g ）

第43図2 ナ　イ　フ 4．2 2．0 1．2 6．85 塙璃 覆土中 Q 16
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土坑土層解説

第13号土坑土層解説

1暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，
炭化物微量

2　極暗褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロックe炭化
粒子微量

3　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロックe炭化
粒子微量

4　褐　　色　ローム粒子多量

第14号土坑土層解説

1黒褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロックe炭化
粒子微量

2　褐　　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック微量

－53－

3　暗褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック。炭化
粒子微量

4　黒褐色　ローム粒子eローム小ブロック少量，炭化
粒子微量

5　褐　　色　ローム粒子多量

第15号土坑土層解説

1黒褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，
炭化粒子e炭化物微量

2　暗褐色　ローム粒子中量，炭化粒子微量
3　褐　色　ローム粒子eローム小ブロック中量
4　暗褐色　ローム粒子。ローム小ブロック少量，ロー

ム中ブロック◎炭化粒子微量
5　褐　　色　ローム粒子多量，炭化粒子微量



第16号土坑土層解説
1暗褐色　ローム粒子。ローム小中ブロック中量，ロー

ム大ブロック少量，炭化物微量
2　褐　　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，

炭化粒子微量

表3　根疇遺跡土坑一覧表

第17号土坑土層解説
1暗褐色　ローム粒子eローム小中ブロック中量，ロー

ム大ブロック少量，炭化物微量
2　暗褐色　ローム粒子eローム小中大ブロック中量，

炭化物微量
3　褐　　色　ローム粒子◎ローム小ブロック中量

土 坑

番 号
位 置
長径方向

（長軸方向）
平面形

規　　　 模 l 壁 面

底 面 覆 土 出　　 土　　 遺　　 物
備　　　　 考

新 旧 関 係 （古 → 新 ）長径（軸）×短径（軸）（m） 深さ（cm ）

1 ぎ2a7 N－450－E 円　 形 1．15 ×1 ．10 55 垂直 皿状 自然 縄文土器片6 ，土師器片6 ，鉄津23（重量3㈲g）時期不明

2 F 2a8．N－400－W 長 方 形 2．55 ×0 ．8 5 32 外傾 平坦 人為 縄文土器片8 時期不明

3 F 3al N－560－E 長 方 形 3 ．58 ×1 ．30 3 5 外傾 平坦 人為 縄文土器片7 ，土師器片13，鉄津2 （重量160g）時期不明

4 F 3b4 N－430－E 楕 円 形 2 ．35 ×1．65 20 5 外債 皿状 人為 縄文土器片38 陥し穴，縄文時代

5 F 3cl N－300－E 楕 円 形 2 ．6 0 ×2．15 200 外債 平坦 自然 縄文土器片12，土師器片21，石器 e石器片2 陥し穴，縄文時代

6 B3go N－450－E 円　 形 1 ．5 7 ×1．57 10 5 外傾 皿状 人為 時期不明

7 B2a8 N－740－E 長 方 形 2 ．11 ×1．3 8 4 1 外債 平坦 自然 土師器片18 古墳時代

8 B 3由 N－570－W 長 方 形 3 ．9 6 ×1 ．3 0 56 緩斜 平坦 自然 SIll→SK 8，時期不明

9 B 3ao N－320－E 長 方 形 3 ．85 ×1 ．3 7 52 緩斜 平坦 人為 時期不明

10 B3痴 N－300－W 楕 円 形 2．（X）×1 ．1 6 1 23 外傾 平坦 自然 陥し穴，時期不明

11 B3fO N －450－E 不整方形 2．43 ×2 ．40 45 緩斜 平坦 自然 SK ll→SD 2，時期不明

12 C3i4 N －60－E 楕 円 形 3 ．78 ×2．14 74 緩斜 皿状 自然 石器1 時期不明

13 C4h6 N瑠70－E 楕 円 形 4 ．19 ×1．86 5 2 緩斜 血状 自然 時期不明

14 C 3d7 N－500－E 楕 円 形 1 ．7 7 ×1．29 4 9 緩斜 皿状 自然 時期不明

15 C3b6 N一筋0－W 楕 円 形 1 ．6 5 ×1．3 0 5 4 外債 平坦 人為 時期不明

16 C 3C4 N－亜0－E 長 方 形 1 ．1 5 ×1．0 5 3 7 外傾 平坦 自然 縄文土器片 1 時期不明

17 C3b3 N→170－W 楕 円 形 1 ．49 ×1．2 2 4 1 外債 凹凸 自然 時期不明

18 Blh9 N 4 10－E 長 方 形 3．84 ×1 ．3 3 48 外債 平坦 人為 時期不明

19 C 2a4 N －520－E 楕 円 形 2．4 1×2 ．14 125 外債 平坦 自然 縄文土器片1 陥し穴，時期不明

20 C2r4 N 一名20－E 長 方 形 3．38 ×1 ．54 30 緩斜 平坦 人為 縄文土器片1 ，土師器片11，石器1 時期不明

21 E3jO N－510－E 楕 円 形 3．34 ×1．79 5 8 外債 皿状 人為 縄文土器片28，土師器片13 時期不明

22 E 3e9 N－460－W 楕 円 形 1．5 0 ×1．20 15 1 外債 平坦 人為、、縄文土器片1 陥し穴，時期不明

23 E 3d5 N－460－E 長 方 形 3 ．5 0 ×1．20 5 0 外債 平坦 人為 時期不明

24 B4h9 N－490－W 楕 円 形 2 ．0 8 ×1．25 14 5 外債 平坦 人為 陥し穴，時期不明

3　溝

当遺跡からは，3条の溝が検出されている。いずれの溝も出土遺物が少なく，時期，性格とも不明である。

それぞれの溝の解説は一覧表において掲載する。

第瑠号溝（第45図◎付図1）
土層解説
S P－A l　黒褐色　ローム粒子eローム小ブロック少量
SP－D l　黒褐色　ローム粒子eローム小ブロック少量

SP－ぎ　1　黒褐色　ローム粒子eローム小ブロック少量
2　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量
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第2号溝（第45図・付図1）
土層解説
S P－G 1　暗褐色　ロ

2　褐　　色　ロ

3　褐　　色　ロ

4　暗褐色　ロ
1　暗褐色　ロ
2　褐　　色　ロ

3　褐　　色　ロ

1　暗褐色　ロ
2　褐　　色　ロ

3　褐　　色　ロ

1　暗褐色　ロ
2　褐　　色　ロ

3　褐　　色　ロ

ーム粒子・ローム小ブロック微量
－ム粒子多量，ローム小ブロック微量
－ム粒子多量

－ム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム中ブロック微量
－ム粒子・ローム小ブロック微量
－ム粒子多量，ローム小ブロック微量
－ム粒子多量
－ム粒子・ローム小ブロック微量

－ム粒子多量，ローム小ブロック微量
－ム粒子多量

－ム粒子・ローム小ブロック微量
－ム粒子多亀　ローム小ブロック微量
ム粒子多量

第3号溝（第45図・付図1）
土層解説

SP－01暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量
SP－Q l　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量
SP－R l　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量
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溝

番

号

位置主軸方向 断面
規　模　 （m ）

壁面 底面 覆土 出　 土　 遺　 物
備　　　　　 考

新 旧関係 （古→ 新 ）確認長 上幅 下幅 深さ

1 m 感N一幻。－E U 字状 56．8 0．5 0．45 巨 ・㊥ 外傾 平坦 自然 石1息 縄文土器片1点 S I7→S D l，時期不明

2 也d4 N一群－E U 字状 49．2 0．4′－
1．0
0．08～

0．43
0．31 外債 平坦 自然 土師器片2点 SKll→SD 2，時期不明

3 BIc2 N一討0－W U 字状 43．6 0．7 0．3～
0．6
0．25 外債 平坦 自然 土師器片力点 S I8→SD 3，時期不明

第亜図1 は・第1号渚から出土した縄文土器片の拓影図である0 縦位に撚糸文を施す井草式土器の胴部片である。

4　遺構外出土遺物

遺構外出土遺物は，試掘・表土除去・遺構確認の調査で出土した遺物である。それらの遺物を土器・石器・

金属製晶に大別し，それぞれの特徴について解説する。
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土器

土器については　その太半が縄文土器である0それらを第亙～Ⅳ群に分けて記載する。

第亙群　縄文時代早期前葉の土器群

第描群　縄文時代早期後薬の土器群

第躇群　縄文時代前期後薬の土器群

第Ⅳ群　縄文時代中歯後期の土器群

なお　第　群と第柑群の縄文土器鋸乳調査　区において集中して出土している。

第I群土器

勘勘軋墟～猟翫～鵬諸媚～蟻凱蟻～蟻軋絹～蟻は　井草式土器のロ緑部片である。ロ緑は肥圧し外

反している0m廃部には室こ斜行縄文を施している0m緑部外薗下位には綻位の撚糸文を施している。

－　　′′～：：、′V、圭‘、∴　′　一三ごくミ＼；P、8g＼こ∴　－3：三悠　吉十・七」器の胴部′∴である　胴酎病には縦

位の撚糸文を施しも釣る。

・′・＼‘　　　　∴、・」ハl　／＞く．、上フくて、′与言

第H群土器

感は，茅山下層式土器の胴部下位から底部にかけての破片である○始まに繊維を含み，表裏及び底部に条痕

文を施している0　温諸タ魂，5タ温且夕盈3～温8湖芦83，84，86～9の，92，且95諸98～200，202，204，2の5は，茅山下層式土

器の描線部片である0始まに繊維を含みタ表裏に条痕文を施しているo m緑部は刺突文，沈線文を施しタ　2枚

のくびれがある。，

′、ニ　）′一一　∴　－∴・ふ、言こ言）と　ンー＼ノ、ン一、言三・一．ン：こ）、招、2ン〇、2飢よ，宕・了、′童∫六一器の掴軋三であ

る。始まに繊維を禽みき　表裏に条痕文を施している。

摘～摘劇は　茅山上層式土器の胴部片である。表裏に条痕文を施している。摘は　茅山上層式土器の底部

片である。表裏に条痕文を施している。

蟻～蟻は　茅山式土器の胴部片である。相は　貝殻発癌文土器の胴部片である。いずれも破片のため具

体的な土器型式は断定できない。

茅山式土器の集中出土地点は，濫2区タ　ダ2区である。

第III群土器

摘諸相諸相諸那～裂は　興津式土器の胴部片である。且のが図3区から出土している。

第Ⅳ群土器

摘勘翻勘飢結別は　加曽利式土器の胴部片である。且鮮諸肌は加曽利式土器の日録部片である。すべて表面

採集の遺物である。

石器，石製品

23～霊軋飢～別は　石鉄である。244は，先端部が欠損している。2触242は，石斧である。23且は敲石で

ある。232～234，239，餌は，磨石である。別は　大型黄片である。

金属製品

別は　江戸時代の寛永通宝である。別は　大正9年発行の一銭銅貨である。
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遺構外出土遺物観察表

計測値（cm） 器　形　及　び　文　様　の　特　徴

浅　　鉢

縄文土器
A［42．0］

B（9．6）

胎土e色調e焼成 備　　考

口縁部片。口緑部は外傾して立ち上がる。緩やかな波状口縁。口唇部と口
縁部下位に刻み目を施し，口緑部に連続刺突文を施している。胎土に繊維
、J－　A、ユ．－

砂粒◎石英eスコリ
ア，明赤褐色

ノこ首 U o 普通 E 2

2

深　　 鉢

縄 文 土 器

A ［3 1 ．0 ］

B （6．9）

口縁 部 片 。 口縁 部 は 外 反す る。 口唇 部 及 び 口縁部 下 位 に 棒 状工 具 に よ る押

庄 文 を連 続 で 施 して い る。 口緑 部 内 面 は 横 位 の条 痕 文 ， 外面 に は棒 状 工 具
砂 粒 e 雲母 e ス コ リ

ア，鈍 い黄橙 色

P lO5

5 ％

に よ る浅 い 沈 線 が綻 位 に施 してあ る。 胎 土 に繊 維 を含 む 。 普 通 E 2

3

深　　 鉢 A ［13 ．0 ］ 口緑 部 片 。 口緑 部 は外 傾 して 立 ち 上 が り， 口唇 部 は や や外 反 す る。 胴 部外 砂粒 e石 英 e雲 母 P lO6
縄 文 土 器 B （5 ．0） 面 に 撚 糸 文 を施 して い る。 器 厚 は 薄 い。 外面 明褐 色， 内面 黒

褐色 ，普通

5 ％

E 2

4

深　　 鉢 A L2 1 ．0 ］ ロ緑部 片 。 口縁 部 は 外 傾 して立 ち上 が る。 緩 や か な波 状 口縁 。 口唇 部 に刻 砂粒 e雲母 eス コ リ P lO 7
縄 文 土 器 B （8 ．0） み 目を施 して い る。 口緑部 に は縦 位 の隆 帯 を 貼 り付 け， 押 圧 文 を施 して い ア，鈍 い赤褐 色 5 ％

る。 口緑 部 内 ◎外 面 に 横位 の粂 痕 文 を 施 して い る。 胎 土 に 繊維 を含 む 。 普通 E 2i6

5

深　　 鉢 A ［16 ．3 ］ 口縁 部 片 。 口縁 部 は段 を有 し， 外 反 す る 。胎 土 に繊 維 を 含 み， 内 ◎外 面 と 砂 粒 e雲 母 P lO3
縄 文 土 器 B （5 ．5） も に横 位 の 条 痕 文 を施 してい る。 口緑 部 中位 に隆 帯 を 張 り付 け， 刻 み 目を 明褐 色 5 ％

施 して い る。 普通 E払9

6

深　　 鉢

縄 文 土 器

B （7 ．6）

C　 8 ．4

底 部 か ら胴 部 下 位 にか け て の 破片 。 平 底 。 胴 部 は 外傾 して立 ち上 が る。 底

部 に 条痕 文 を施 し， 胴 部 内 ◎外 面 に斜 位 の条 痕 文 を施 す 。 胎 土 に繊 維 を含

む 。

砂粒 e雲母 eス コ リ

ア， 黒褐色

普通

P lO8

10％

E 2

図版番可 器　 種 計測値（cm ） 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

7

甑

土 師 器

A ［16 ．6］

B （4 ．8）

ロ縁部片。口緑部は外反する。 口緑部内 ◎外面横ナデ。 砂粒・雲母・スコリ

ア，鈍い黄橙色
普通

P l12

5 ％
2 区確認面

図 版 番 号

！　 計　　 測　　 値 i

出　 土　 地　 点

l

備　　　　　 考
長 さ（q n ） 幅 （cm ） 厚 さ（q n ） 重 量 （g ） 石　 質

第54図231 敲　　 石 10 ．5 5 ．9 4 ．2 3 56 ．0 安 山 岩 表 採 Q 2 7

232 磨　　 石 （11 ．4 ） 7 ．3 4 ．3 （4 92 ．0 ） 安 山 岩 表 採 Q 28

233 磨　　 石 （8 ．9） （5 ．3） （5．4） （29 5 ．0 ） 砂 岩 1 区 表 採 Q 29

234 磨　　 石 7．3 5 ．6 3 ．9 20 6 ．0 安 山岩 1 区 確 認 面 表 採 Q 30

235 石　　 鍍 2 ．1 1 ．4 0 ．5 5 0 ．83 チ ャー ト F 2 区表 採 Q 18

236 石　　 錬 2 ．1 1 ．6 0 ．4 5 0 ．8 4 黒 曜 石 3 区表 採 Q 23

237 石　　 錬 3 ．2 2 ．0 0 ．4 2 ．0 チ ャー ト 1 区表 採 Q 20

238 石　　 錬 3．2 上6 0 ．4 1 ．5 8 安 山 岩 5 区 表 採 Q 2 1

第55図239 磨　　 石 6．8 5 ．2 3 ．2 1 72 ．0 砂 岩 4 区 表 採 Q 3 1

240 ！磨　 石
6 ．9 4 ．1 1 ．7 6 4 ．0 砂 岩 4 区 表 採 Q 32

24 1 石　　 斧 5 ．4 4 ．5 1 ．5 5 48 ．0 安 山岩 F 2 区 表 採 Q 19

242 石　　 斧 8 ．5 4 ．9 1 ．8 88 ．0 凝 灰 岩 1 区表 採 Q 26

243 石　　 錬 1 。8 1 ．1 0 ．4 0 ．3 3 チ ャ ー ト 表 採 Q 24

244 石　　 錬 （ 2．0） 1．8 0 ．5 （ 1．3 2 ） チ ャ ー ト 4 区確 認 面 表 採 Q 22

245 序　 錬
2。0 1 ．0 5 0 ．5 1 ．0 チ ャー ト 1 区 表 採 Q 2 5

246 ！大形 剥 片
14 ．7 12 ．9 5 ．6 10 20 ．0 頁 岩 2 区 表 採 Q 42

図版番号 種　 別
計　　　　 測　　　　 値 巨 質

出　 土　 地　 点 備　　　　　　 考
長さ（q n） 幅（cm ） 厚さ（αIl） 重量（g ）

247 古　　 銭 2．2 2 ．2 0 ．1 3 ．42 銅 1 区表採 M 2 ，大正 9 年発行 1銭銅貨

248 古　　 銭 2．6 （2．6） 0．1 （1．3） 銅 3 区確認面 M 3 ，寛永通宝
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第4節　まとめ

当遺跡から検出された遺構は，竪穴住居跡温2軒　土坑飢基　溝3条である。ここでは，時期別に各時代の主

な遺構と遺物についての概要を述べ，まとめとする。

温　旧石器時代

旧石器時代の遺物は，大型剥片とナイフ形石器の2点のみであり，ユニット等は確認されていない。大型剥

片は，2区の遺構確認段階で出土したものである。ナイフ形石器は，第12号土坑覆土中から出土している。

2　縄文時代

縄文時代の遺構は，陥し穴2基である。陥し穴は，2基とも調査1区，F3区に位置しており，動物の捕殺◎

捕獲を目的としたものと思われる。

第4号土坑（陥し穴）はタ　井草式土器が覆土中◎下層から出土しているところから，縄文時代早期に構築さ

れたものと考えられる。第5号土坑（陥し穴）は，茅山式土器が覆土上層から出土しているところから，縄文

時代と考えられるが，さらに時期を特定することは難しい。

当遺跡からは，はかに第4，5号土坑付近のE2区，F2区などの台地の縁辺部から縄文土器片が出土して

いる。縄文土器片はタ　55。且％が茅山下層式土器群で，38。且％が井草式土器群である。井草式土器片は，E2j5，

塞2i4牒勘4から多く出土している。茅山下層式土器片は，E2h9，E2j5，E2j6，E2i5から多く出土している。

このように，縄文時代早期の土器片が認められるが，該期の住居跡は確認されていないので，狩り場やキャ

ンプサイト的な性格が考えられる。

3　古墳時代

当遺跡の中心となる時期である。2期に分けることができる。

第1期（5世紀末、6世紀はじめ）

第8・、12号住居跡の5軒及び第7号土坑1基が該当する。第8，9号住居跡は，調査2区の中央部から検出

されている。第10～12号住居跡は，調査4区中央部から検出されている。住居跡の平面形は方形で，第9号住

居跡のみ炉及び主柱穴を確認できなかった。第8号住居跡は，焼失家屋で，多くの炭化材と廃土を検出してい

る。炭化材は分析の結果，コナラであることがわかった。住居跡の分布状況から，第10～且2号住居跡と第8，

9号住居跡は別のグループであるとみられるが，調査区域外にも住居跡の存在が考えられる。第7号土坑は，

第温0号住居跡の北西部に位置している。

遺物は，杯，椀，相，鉢，壷，賓，甑が出土し，古墳時代後期の様相をもった遺物も出土しているが，杯・

椀類のほとんどが赤彩されているなど和泉式土器の様相が強いため，古墳時代中期とした。

第2期（6世紀後半～7世紀前半）

第1～3号住居跡の3軒が該当する。いずれも調査1区の西部で台地の縁辺部から検出されている。住居跡

の平面形は，1号が長方形で，2，3号は方形である。いずれも竃をもち，主柱穴は3号住居跡のみ確認でき

なかった。1，2号住居跡は，いずれも調査区域外に延びている。第2号住居跡は，竃とともに炉をもってい

る。

遺物は杯◎饗とともに，多くの鉄浮が出土している。特に，1，2号住居跡からは，多量の鉄浮が出土して
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おり，2号住居跡からは，羽ロが出土している。また，遺跡西側の崖下から重量9且90gの大形鉄浮が採集され
（1）

ていることから，近くに製鉄炉が存在したと思われる。

鉄浮は，その他の遺構からも出土しており，調査日区に集中して出土している○鉄浮の中には，着磁性のあ

るものも一部含まれるが‥喪数は少ない。鍛造剥片等は確認できなかった。

4　奈良時代（8世紀）

第4号住居跡の且軒のみが該当する。第4号住居跡は調査且区の南部に位置している。覆土上層は耕作によ

る撹乱を受け，残存していない。竃の痕跡が認められるだけで，竃は残存していない。調査区域外に同時期の

住居跡が存在するか，離れ国分的な住居跡かは不明である。

5　平安時代（摘世紀初め）

第5，6号住居跡の2軒が該当する。いずれも竃をもっており，調査1区の中央部に位置している。6号住

居跡のみピットと貯蔵穴及び炉を有している。5号住居跡は，東コーナー部に竃を有しているが，それ以外の

内部施設を確認できなかった。

註・参考文献

（1）鉄浮については，茨城県立歴史館の阿久津久氏の助言を得た。

◎財団法人　千葉県文化財センター「N融4遺跡」『埋蔵文化財発掘調査報告毒酎II』1983年2月

⑳財団法人　千葉県文化財センター「No7遺跡」『埋蔵文化財発掘調査報告書』1983年2月

◎潮見　浩　『図解　技術の考古学』　有斐閣　1994年4月

◎芹沢長介　『旧石器の知識』　東京美術1986年6月

◎窪田蔵郎　『製鉄遺跡』　ニューサイエンス社1986年7月

◎たたら研究会　『日本古代の鉄生産』　六興出版1991年5月

◎財団法人千葉県文化財センター『房総考古学ライブラリー2　縄文時代（り』1985年3月

◎財団法人勝田市文化振興公社『（財）勝田市文化振興公社文化財報告第1集　武田Ⅲ』1989年3月

◎樫村宜行「茨城県南部における鬼高式土器について」『研究ノート2号』財団法人　茨城県教育財団1992

年4月

◎浅井哲也「茨城県内における奈良◎平安時代の土器（IⅡ）」『研究ノート2号』財団法人　茨城県教育財団

1992年4月

◎斎藤弘道「茨城の縄文時代草創期◎早期の土器群について（四）」『年報7』財団法人　茨城県教育財団

1987年3月
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第4重　囲愛山遺跡

第且節　遺跡の概要

西栗山遺跡は，根崎遺跡の北へ約1kmはどの所に所在し，同一台地上にある。調査面積は，且6，896Iがであ

る。調査前の現況は，畑と山林である。台地の平坦部からは，縄文土器◎土師器片などが採集でき，縄文時代

から古墳時代にかけての複合遺跡である。

調査は，調査区域を且，2区に区分して実施した。今回の調査によって確認された遺構は，竪穴住居跡鵠軒，

土坑13基，溝3条である。

．了1　　　空　　　詔　　　査　　　缶　　　愚　　　才　　　苗

l

lAS

0　　　　　　　　　　　80m

』　　姦
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噂時代の遺構は，中期の竪穴住居跡6軋　後期の竪穴住居跡21軒，時期を特定できない竪穴住居跡1軒，

土坑1基が検出された。住居跡は，1，2区から検出され，このうち炉をもつものが3軒，竃をもっものが18

軒，炉も竃もないものが4軒，炉や竃を検出できない竪穴住居跡が3軒である。古墳時代の竪穴住居跡8軒の

竃からは，貝の小片まじりの灰白色の灰が出土している。

遺物は，遺物収納箱（60×40×20cm）に，53箱出土している。

縄文時代の遺物は，縄文土器（土器片），石器（石錬，局部磨製石斧，磨石等）が出土している。古墳時代

の遺物は，土師器（埠，椀，高杯，聾，壷及びその破片等），土製晶（土玉，紡錘車，支脚），石器◎石製品

（臼玉，紡錘車，双孔円板等），鉄製品（鎌）が出土している。

第2節　基本層序

調査区内にテストピットを掘り，基本土層の観察を

行った（第57図）。

第1層は，32cm前後の厚さの耕作土層で，暗褐色を

している。

第2層は，22一、32cmの厚さで，褐色をしたソフト

ローム層である。

第3層は，28、142crnの厚さで，暗褐色の黒色帯であ

る。

第4層は，32、・40cmの厚さで，褐色のハードローム

層である。

第5層は，36～50cmの厚さで，褐色のハードローム

層で上層よりやや粘性がある。

第6層は，54～72cmの厚さで，褐色のハードローム

層でやや粘性としまりがある。

第7層は，10～22cmの厚さで，橙色の粘土層である。

第8層は，14～24cmの厚さで，褐色の粘土層への漸

移層である。

第9層は，10～14cmの厚さで，明褐色の粘土層である。

住居跡などの遺構は，第2層上面で確認した。

第3節　遺構と遺物
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箆5才闇　討栗山遺跡基本丑層図

且．竪穴住居跡

今回の調査で，古墳時代の竪穴住居跡28軒が検出されている。住居跡間の重複はなく，遣存状態は比較的良

好である。

以下，検出された住居跡の特徴や出土遺物について記述する。
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欝層鷺住居跡（第58図）

位置　調査　区南部　G転5区。

規模藍畢薗形　最軸。榔m　短軸。柑mの長方形。

主軸方向　N－240－W

壁　壁高は54～8のcmで，ほぼ外傾して立ち上がる。

壁満　幅蟻～渕cm　深さ～読m。断面形はU字形である。はぼ全周している。

床　全体的に平担で，中央部が踏み固められている。

竃　北西壁の東寄りを壁外へ触mほど掘り込み，付設されている○規模は長さ且臓m　幅盤cmである。両磯

部とも残存してお畑砂まじりの粘土で構築されている○火床部は楕円形で挽mほど掘りくぼめている。

煙道は確認できなかった。支卿の下部から貝の小片を含む灰白色の灰が出土している。
魔土層解説

1　鈍い黄褐色

2　褐　　　色

3　灰　褐　色

4　鈍い赤褐色

5　暗赤褐色

6　褐　　　色

7　鈍い赤褐色

ローム粒子微量，山砂中量

炭化粒子微量，焼土粒子少量，焼土中ブロック微量，山砂中量
焼土粒子少量，焼土中ブロック微量，山砂中量

焼土粒子。焼土中プロ、ソク少量，山砂少量
廃土粒子多量，焼土中ブロック中鼠　焼土中ブロック少量
ロー一一一ム粒子多量，炭化粒子・焼土粒子微量
ローーム粒子中量，焼土粒子少量，山砂。小石微量

8灰白色灰

ぼ嗜細　2か所（Pl⑳㌘2）。軋　P2は径且5～3馳mの円形　深さ3～触mで　性格は不明である。

者達　5層からなる自然堆積である。

土層解説

1極暗褐色　ローム粒子。ローム小ブロック少量

2　黒褐色　ローーlム粒子0ローーム小ブロック少量，焼土粒子微量

3　暗褐色　ローム粒子。ローム小中ブロック少量，炭化粒子微量

4　褐　　色　ローlム粒子多量，ロー．1ム中大ブロック少量

5暗褐色ローム粒子多量，ロー1ム小中ブロック少量

遺物　出土遺物は　土師器朋榔息須恵器鋸多士製品　息齢息石器息及び混入した縄文土器片

息8点が出土している。且の土師器塔が北東壁際の北コーナ…寄りの覆土中層から，2，mの土師器饗が西コ…

ナ…付近の覆土下層及び上◎中層から，3の土師器塔が中央部南東寄りの覆土中層から，4の土師器賓が北

コーナー付近の覆土中層からタ　5の土師器杯が中央部床面直上から，6の土師器椀が東コ…ナー付近の覆土

上層から，7の土師器賓が北東壁際中央部覆土中層から，8の土師器饗が竜右磯部及び中央部床面直上から，

9の土師器聾が北東壁際東コ…ナ…寄りの覆土下層から，且のの土師器饗が北コーナー付近の覆土下層及び中

層から，且2の土師器甑が西コーナー付近の覆土中層から，且3の須恵器授瓶が北コーナー中央部寄りの覆土下

層から，摘の石鉄が覆土中から，蟻の磨石が北東部覆土下層からそれぞれ出土している。

新風　時期は，住居跡の形態や出土遺物から古墳時代の後期と考えられる。

第且号住居跡出土遺物観察衰
図版‾壷可

器　 種 計測値（cm ） 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第59図 埠 A 〔13 ．8］ 底部から目線部にかけての破片。丸 口縁部内 ・外面横ナデ。内・外面と 砂粒・雲母・スコリ P l
1 土 師 器 B （4．7） 底。体部は内攣気味に外傾して立ち もに磨滅著しく調整不明。 ア 65％

上がり，日録部はやや内偵する。口 鈍い黄橙色 北東壁際北コーナ
緑部と休部との境に明瞭な稜をもっ。 普通 ー寄り覆土中層

2

杯 A 14．4 底部からロ縁部にかけての破片。丸 口縁部内◎外面構ナデ。体部外面へ 砂粒 ◎石英 ◎雲母 P 2
土 師 器 B　 4．8 底。体部は内攣気味に外債して立ち ラ削り。体部内面ナデ後へラ磨き。 オリーブ黒色 町‰　 西コーナー

上がり，口緑部は内儀する。 底部へラ削り。内面黒色処理。 普通 付近覆土上中下層
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第討図　第1号住居跡実測図
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第59図　第1号住居跡出土遺物実測図（り
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第60園　第1号住居跡出土遺物実測図（2）

－76－

1－1ll

『

鳳



図版番号序 種 計測値（cm） 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第59図 埠 A は3．4］ 体部から日録部にかけての破片。体 口縁部内魯外面横ナデ。体部外面へ 砂粒。雲母・スコリ P 3
3 土 師 器

i

B （4。3） 部は内攣気味に外傾して立ち上がり ラナデ。 ア 20％
ロ緑部に至る。口緑部と休部との境 橙色 中央部南東寄り覆
に弱い稜を持っ。 普通 土中層

4

杯 A は4．4］ 体部から口緑部にかけての破片。体 口縁部内◎外面横ナデ。体部外面上 砂粒・雲母・スコリ P 4
土 師 器 B （3．3） 部は内攣気味に外傾して立ち上がり 位に輸積み痕。 ア，鈍い橙色 15‰　 北コーナー

口縁部はやや外傾する。 普通 付近覆土中層

5

杯 A ［13．4］ 体部から日経部にかけての破片。体 日録部内・外面横ナデ。体部外面へ 砂粒・雲母・バミス P 6
土 師 器 B （3．3） 部は内攣気味に外傾して立ち上がり ラ削り。内⑳外面黒色処理。 鈍い黄橙色 10％

口緑部は直立する。 普通 中央部床面直上

椀 A 白5．0］ 休部から口緑部にかけての破片。体 口緑部内 e外面横ナデ。休部外面へ 砂粒・雲母 P ll
6 土 師 器 B （10．の 部は内攣して立ち上がり，口緑部は ラ削り。体部内面へラ磨き。内面黒 外面鈍い褐色 15％

外反する。口縁部と体部との境に稜

をもっ。

色処理。 普通 東コーナー付近育

土上層

7

饗

土 師 器

A 「16．0］

B （5．0）
ロ縁部片。日録部は外傾する。 目線部内◎外面横ナデ。 砂粒・石英・スコリ

ア，浅黄橙色
普通

P 16
5％，北東壁際中

央部覆土中層

8

聾 A ［24．0］ 体部から日録部にかけての破片。体 口縁部内・外面横ナデ。体部外面へ 砂粒・石英・雲母・ P 14
土 師 器 B （24．3） 部は内攣して立ち上がり，口緑部は

外反する。日録端部っまみ上げ。
ラ磨き。 スコリア，明赤褐色

普通
20％，竃右袖部及

び中央部床面直上

9

賓 A　22．1 平底。休部は内攣して立ち上がり， 口緑部内 e外面横ナデ。体部外面へ 砂粒。雲母・スコリ P 12　85％　 北東
土 師 器 B　35．9

C　 9．2

ロ縁部は外反する。 ラ磨き，輸黄み痕。底部へラ削り。 ア，鈍い橙色

普通

I　　　　　　　　y
壁際東コ－ナ－寄

り覆土下層

第60図 賓 A　20．7 中央がややくぼんだ平底。体部は内 口緑部内・外面横ナデ。口緑部外面 砂粒・石英。スコリ P 13
10 土 師 器 B　33．8 攣して立ち上がり，口縁部は外反す

る。
下位へラナデ。体部外面上位から下 ア◎礫，橙色 鮒％　北コーナー

C　 8．0 位にかけてへラ磨き。底部へラナデ。普通 〉付近葎土中。下層
i

11

饗 i

土 師 器

B （且2．7）！体部片。体部は内攣して立ち上がる。I
体部外面へラ磨き。体部内面へラナ
デ。

砂粒。石英◎雲母言

スコリア，鈍い黄橙
色，普通

P 15，15％，西コ

ーナー付近青土上
・中・下層

12

甑 B （10．6） 休部下位から底部にかけての破片。 休部内面へラナデ。体部外面へラ磨

き。
砂粒・石英・スコリ P 17

土 師 器 C は1．0］ 無慮式。体部は内攣気味に立ち上が

る。
ア，鈍い黄橙色

普通
10‰　西コーナー
付近覆土中層

13

提　　 瓶 B （14．6） 口縁部欠損。丸底。体部は内攣して 頸部に沈線のへラ播きを施す。把手 砂粒◎石英 P 18，85％　 北コ
須 恵 器 立ち上がり，頸部でくびれる。口縁 は，ボタン状である。休部外面ロク 灰色 ！

－ナ－中央部寄り
部は外反する。 ロナデ。 普通 覆土下層

図版番う

種　 別
計　　　　 測　　　　 値 巨 質

出　 土　 地　 点 備　　　　　 考
長さ（qn） 幅（cm ） 厚さ（qn） 重量（g ）

14 石　　 錬 3．15 1．5 0．5 2．1 頁岩 宥土中 Q l

15 磨　　 石 8．1 5．1 6．4 386．0 安山岩 北東部覆土下層 Q 2

第2号住居跡（第6且図）

位置　調査温区南東部，F7i4区。

規模起平面形　長軸3。86m，短軸3。0のmの長方形。

主軸方向　N－590－E

壁　壁高は33～39cmで，ほぼ外債して立ち上がる。

床　全体的に平担で，全体が踏み固められている。

ぼ嗜津　2か所（Pl◎P2）。Pl，P2は径飢～亜cmの円形，深さ38～43cmで，性格は不明である。

者達　5層からなる自然堆積である。
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土層解説

1黒褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量
2　暗褐色　ローム粒子・ローム小ブロック中量，焼土粒子少量
3　黒褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック・炭化粒子微量
4　褐　　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック微量
5　褐　　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック微量

遺物　出土遺物は，土師器片133点が出土している01の土師器杯が北西壁際西コーナー寄りの覆土下層及び

中央部覆土中層から，2の土師器杯，3の土師器賓が北コーナー付近の覆土中層から，4の土師器聾が南コー

ナー付近の覆土中層からそれぞれ出土している。

所見　本跡は，位置関係から，第3号住居跡と何らかの関係がある住居と考えられる。時期は住居跡の形態や

出土遺物から古墳時代の後期と考えられる。

QI U冊

第61図　第2号住居跡実測図

ノ

第62図　第2号住居跡出土遺物実測図
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第2号住居跡出土遺物観察蓑
図版番号i 器 ‾‾竃

計測値（cm） 器 形 の 特 徴　 ！　 手 法 の 特 徴　 ！胎土 砂色諦 ⑳焼成
備　　 考

第62図　　 年

1　　 土 師 器

B （4諸） 底部から口緑部にかけての破片J 辛　 口緑部内 e外面横ナデJ 休部外面へ　 砂粒e雲母
駄 休部は内攣気味に外債 して立ち　 ラ削り。休部内面横ナデ．底部へラ　 鈍い黄橙色

上がり，口緑部は直立するぐ　　　 削り。内 。外面黒色処軋　　　　 普通

P 19，20㌔．北西壁

際西コーナー寄り
中央部首土下層

杯 A は3．圭 体部から口緑部にかけての破手工 休　 日緑部内 。外面構ナデ㍉休部外面へ　 砂粒eスコリア P 20
2　　 土 師 器

ヨi

B （3．の 部は内攣気味に外傾 して立ち上がり　 ラ削り。休部内面横ナデ㍉　　　　 橙色

口緑部はやや外債する．目線部と体　　　　　　　　　　　　　　　 普通
部との境に明瞭な稜をもっ。

20㌔
北コーナー付近育

土中層

聾

3　　 土 師 器

A 白8．0］

B （3．9）

口緑部片√口緑部は外反するJ　　 口緑部内e外面横ナデ√頸部に粘土　 砂粒e石英 。雲母

紐を貼り付けている．　　　　　　 明赤褐色
P 21
5 ‰　 北コーナー

普通 付近覆土中層

饗

4　　 土 師 器

A 白6．2〕

B （4適）

謡 監 浣 讐 豊 翳 羞 打線 日録郎 ⑳嫡 横げ 。　 禁 音譜 霊 母唸 P 22
5‰　 南コーナー

普通 付近覆土中層

第　号佳腐跡　第鋸囲）

位置　調査　区南東部，鮮甑区。

規模藍平面形　凝軸。蟻m　短軸。脚mの方形。

主軸方向　N－270－W

壁　璧高は鴻～詔cmで　ほぼ外傾して立ち上がる。

壁満　幅　～蟻cm。断面はU字形である。住居跡西半分を半周している。

床　全体的に乎担で，竃の周辺及び中柴部が踏み固められている。

竃　北東壁中央部を壁外へ挽mほど掘り込み　付設されている。規模は長さは配m　幅臓馳mである。両袖部

とも砂まじりの粘土で構築されている。火床は確認できなかった。煙道は緩やかに立ち上がる。竃内に灰を

確認している。

意土層解説

1暗　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子微量，LU砂少量
2　暗　褐　色　ローlム粒子e廃土粒子微量，焼土中ブロック少量，山砂多量

3　暗赤褐色　ローム粒子。ローム小ブロックe焼土粒子微量，廃土小ブロック少量，山砂多量
4　褐　　　色　ローム粒子。焼土粒子微量，山砂中量

5　暗赤褐色　ローム粒子微量，廃土粒子多量，焼土中大ブロック中量，山砂多量
6　灰　赤　色　ローム中プロ・ソクe焼土粒子。焼土中ブロック中量
7　赤　褐　色　焼土粒子。焼土中中ブロック中量
8　極暗赤褐色　ローム粒子。焼土粒子。焼土中ブロック少量

ぼ普細　魂か所。Pl～P4は径3の～蝕mの門数深さ30～33cmである。位置から主柱穴と考えられる。

驚蓋　5層からなる自然堆積である。
土層解説

1黒褐色　ローム粒子。ローム小ブロック微量

2　黒　　色　ローム粒子少量，ロー叫ム小ブロック微量

3　暗褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量

4　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，焼土粒子微量

5　褐　　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム中ブロック少量

遺物　土師器片油息石製品　点が出土している。且の土師器塔が竃内覆土下層から，2の土師器杯が竃付

近の覆土下層からタ　3の土師器塔が東コーナー付近の覆土下層から，4の土師器塔が中央部北東寄りの覆土

下層から，5の土師器高塔が中央部北西寄りの覆土中層から，6の土師器把手付鉢が西コーナー覆土上層か

ら，7の土師器増が中央部南東寄りの覆土下層から，8の土師器聾が南西部覆土下層から，9の土師器饗が

中央部及び南東部覆土車◎下層から，10の土製紡錘車が南コーナー付近覆土上層からそれぞれ出土している。

8の土師器賓は，第4号住居跡出土の土師器片と接合できた。

新風　時期は，住居跡の形態や出土遺物から古墳時代の後期と考えられる。
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第糾図　第3号住居跡出土遺物実測図

第3号住居跡出土遺物観察表

図版番 口 器　 種 計測値（qn） 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第朗 図 杯 A ［1 3．8］ 底部か らロ縁部にかけての破片。丸 口縁部 内 ・外面横 ナデ。休部外面へ 砂粒 ・雲母 ・スコリ P 23
1 土 師 器 B （4 ．8） 底。休部は内彗気味 に外傾 して立ち ラナ デ。底部へラ削り。 ア，橙色 馳％

上が り， ロ縁部はやや 内偵す る。 普通 寵内覆土下層

2

杯 A ［13 ．6］ 休部か ら口縁 部にか けての破片。体 口縁部内 ・外面横 ナデ。体部外面へ 砂粒 ・雲母 ・スコリ P 24
土 師 器 B （4 ．1） 部は内轡気味 に外債 して立ち上が り ラ削 り。休部 内面横ナデ。内 ・外面 ア，内面赤色，外面 亜％

ロ縁部 に至 る。 黒色処理。 橙色，普通 寵付近覆土下層

3

杯 A ［13．6］ 体部か ら口縁部 にかけての破片。体 ロ縁部 内 ・外面横ナデ。休部外面へ 砂粒 ・雲母 P 25
土 師 器 B （4．5） 部は内題気味 に外債 して立ち上が り ラ削 り。休部内面へラ磨 き。内 ・外 黒色 10％，東 コーナー

口縁部は内偵す る。 面黒色処理。 普通 付近覆土下層

4

杯 A ［14 ．0］ 休部か ら口縁掛 こかけての破片。体 口縁部内 ・外面横 ナデ。休部外面へ 砂粒 ・雲母 P 26
土 師 器 B （3 ．7） 部は内題気味に外傾 して立 ち上が り ラ削 り。 鈍い橙色 10％

口縁部は外傾す る。 口縁部 と休部と

の境に明瞭な稜 をもつ。

普通 中央部北東寄りの

覆土下層

5

高　　 杯 E （6 ．5） 裾部か ら脚部 にか けての破片。裾部 外面へラ削り。外面赤彩。 砂粒 ・石英 ・雲母 ・ P 27
土 師 器 はラ ッパ状 に開 く。脚部は中空 でや スコリア ・礫，鈍い 15％，中央部北西

や膨 らみ をもつ。 黄褐色，普通 寄り覆土中居

6

把手付鉢 B （7．0 ） 底部か ら休部にかけての破片。平底。休部外面へ ラ削 り。体部 内面へラ磨 砂粒 ・雲母 ・スコリ P 31
土 師 器 C ［6 ．0 ］ 休部 は内増 して立ち上が り，体部下 き。底部へ ラナデ。 ア，明赤褐色 10％，西コーナー

位 に把手をもつ。 普通 覆土上層

7

柑 B （10 ．7） 丸底。休部 は内増 して立 ち上が り， 口綾部内面横ナデ，外面へ ラ磨き。 砂粒 ・雲母 P 28
土 師 器 口縁部は外債す る。 休部外面へラ削り後，へ ラ磨き。底 黒色 70％

部へラ削 り。 口縁部内 ・外面，休部

外面黒色処理。
普通 中央部南東寄り覆

土下層

8

要 A ［1 6．8 ］ ロ縁部片。 ロ緑部は外反す る。 口縁部 内 ・外面横ナデ。 口緑部内面 砂粒 ・雲母 ・スコリ P 30
土 師 器 B （8 ．4 ） 下位へ ラナデ。 ア，明赤褐色

普通

5 ％

南西部覆土下層

－81－



図版番号 器 種 恒 雁葎m）　　 器 形 の 特 徴
手 法 の 特 徴 胎土 ・色調 。焼成 備　　 考

第扇図

9

土 ＿＿＿＿＿器 孟iii ＿＿＿巌 ＿攣 苫讐 露語
口緑部外面へラ削り㍉口縁部内面へ 砂粒・雲母・スコリ P 29，20％，中央
ラナデ。体部外面へラ削り。体部内 ア，明赤褐色 部及び南東部覆土
面へラナデ。 普通 中・下層

図版番口 種 別　　　 計　　 測　　 値
出　土　地　 点 備　　　　　 考写　 J革堅埜 幅葎m ）桓 さ（胱）孔径庸m 「垂昔（g）

10　 紡錘 車上 チ　 「 料 千 五 丁 議 37．0 南コーナー付近音土上層 D P l

第磯号住居跡（第駈◎郁図）

位置　調査　区中央乳　鮮娠区。

規模藍平面形　長軸。減m　短軸。開mの方形。

主軸方向　N－450－W

壁　壁高は翫～閥cmで　ほぼ外傾して立ち上がる。

壁満　幅柑～臓m　深さ5cm。断面形はU字形である。ほぼ金屑している。

床　全体的に平担で芦　あまり踏み固められていない。

竃　北西壁中央部を壁外へ艶mほど掘り込みタ付設されている○規模は長さ温5のcm，幅且20cmである。袖部は

砂まじりの粘土で構築されている0火床は円形に確認されている。支卿の下から腰まじりの灰が確認されて

いる。腰の種類は　アカニシ　ハマグ男　ウ　ニナである。
竃土層解説

1暗　褐　色　ロ一・一ム粒子少量，ローーム小プロ、ソク・廃土粒子微量，山砂少量

2　暗　褐　色　ローム粒子。ローム小プロ、ソク・廃土粒子e廃土小ブロック微量，山砂多量
3　暗　褐　色　ローl－ム粒子徴鼠　焼土粒子。焼土中プロ、ソク少量，山砂多量
・1鈍い赤褐色　焼土粒子多量，廃土小ブロック中量，焼土中ブロック少量

5　暗赤褐色　廃土粒子。焼土中ブロック多量，焼土中ブロック少量
6　褐　　色　ローム粒子。廃土粒子中量，ロー1ム小中ブロック微量，山砂少量
7　褐　　　色　ローーム粒子少量，ローム小ブロック微量

8　褐　　色　ローム粒子少量，ローーム小ブロック微量

9　暗赤褐色　ローム粒子多亀　ローム小ブロック中量，ロ…ム中ブロック少量，山砂少量
10　灰　褐　色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量，山砂多量
11鈍い赤褐色　焼土粒子中量，焼土中ブロック微量，焼土中ブロック少量，山砂多量
12　暗　褐　色　ローーム粒子少量，ローム小ブロック。焼土粒子。炭化粒子微量
13　鈍い赤褐色　焼土粒子中量，焼土中ブロック微量，山砂少量
1こ1°　褐　　色　ローム粒子少量，廃土粒子微量，山砂少量
15灰自色灰

ぼ毯捕　5か所（Pl～P5）。Pl～P4は径53～80cmの円形，深さ40～50cmである。位置から主柱穴と考えら

れる。㌘5は長径3のcmの楕円軌深さ26cmである。出入り口にともなう施設であると考えられる。

貯蔵究　北西壁北コーナ…寄りから確認されている0平面形は，長軸80cm，短軸70cmの長方形を室し，深さ

は26cmである。底面は平坦で，壁は外傾して立ち上がる。
貯蔵穴土層解説

1黒褐色　ローム粒子eローム小中大ブロック少量
2　褐　　色　ローム粒子多量，ローム小プロ、ソク少量

3　褐　　色　ローーム粒子多量，ローlム小中ブロック中量

者達　4層からなる自然堆積である。
土層解説

1黒褐色　ローム粒子。ローム小中大ブロック少量

2　黒褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，ローム中大ブロック◎炭化物の廃土粒子◎廃土小ブロック微量
3　暗褐色　ローーム粒子中量，ローーム中大ブロック少量，焼土粒子微量

4　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小中大ブロック少量，焼土粒子微量

遺物　土師器片摘息須恵器片1息支脚1点が出土している○　且の土師器杯が中央部覆土及び南東壁覆土

軒下層から，勘　6の土師器輝が竃内覆土下層から，3の土師器杯が中央部覆土下層から，4の土師器杯

が覆土中から，5の土師器塔が奄履土中から，7の土師器勒ミ南東壁際床面直上から，8の土師器埠が東コーナー
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第65図　第4号住居跡実測図
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付近覆土上層から，9の土師器杯が篭付近覆土中層から，10の土師器杯が北コーナー付近覆土下層から，11

の土師器高杯が竜右袖部隣覆土中層から，12の土師器婆が南東壁際覆土下層及び南西部覆土中・下層から，

13の土師器聾が竃右袖部隣覆土中層から，14の土師器賓が北コーナー付近覆土上・下層から，15の土師器甑

が南コーナー付近覆土中層から，16の土師器甑が竜左袖部隣覆土下層及び西コーナー付近覆土中層から，17

の須恵器横瓶が南東部床面直上から，18の土製支脚が竃左袖部からそれぞれ出土している。

所見　時期は，住居跡の形態や出土遺物から古墳時代後期と考えられる。

第66図　第4号住居跡竃実測図

第4号住居跡出土遺物観察表

図版番 口 器　 種 計測値（m ） 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　 考

第67図 杯 A ［12 ．8］ 丸底。休部は内彗気味に外債 して立 ロ縁部 内 ・外面横ナデ。休部外面へ 砂粒 ・雲母 ・スコリ P 32

1 土 師 器 B （3 ．9） ち上がり， 日録部は内債す る。 口緑 ラ削 り。休部内面ナデ。底部へ ラ削 ア，鈍い赤褐色 蘭％，中央部南東

部 と休部 との境に明瞭な稜 をもつ。 り。 普通 壁覆土中 ・下層

2

杯 A ［1 3．6］ 休部か ら口縁部にかけての破片。体 ロ縁部内 ・外面横 ナデ。休部外面へ 砂粒 ・スコリア P 3 3

土 師 器 B （3．3） 部 は内管気味に外債 して立 ち上が り ラ削 り。休部内面 ナデ。 明黄褐色 30％

口縁部ははぼ直立す る。 普通 竜内覆土下層

3

杯 A ［14 ．2］ 休部か ら口縁部 にか けての破片。体 ロ緑部内 ・外面横ナデ。休部外面へ 砂粒 ・雲母 ・スコリ P 34

土 師 器 B （3．9） 部は内彗気味 に外傾 して立 ち上が り ラ削 り。休部 内面横ナデ。 ア，赤褐色 幼％

ロ縁部はやや 内偵す る。 ロ縁部 と休

部 との境に明瞭 な稜 をもつ。

普通 中央部覆土下層

4

杯 A ［13 ．6］ 体部か ら口縁部 にかけての破片。体 ロ縁部 内 ・外面横ナデ。休部外面へ 砂粒 ・雲母 ・スコリ P 35

土 師 器 B （4 ．2） 部は内管気味に外債 して立ち上が り ラ削 り。 ア 10％
口縁部 はやや外反す る。 ロ縁 部と休

部との境 に明瞭 な稜をもつ。

鈍い橙色

普通

覆土中

5

杯 A ［1 3．2］ 休部上位か ら口縁部にかけての破片。口縁部 内 ・外面横ナデ。体部外面へ 砂粒 ・雲母 ・スコリ P 36

土 師 器 B （3．7） 体部 は内題気味に外債 して立 ち上が ラ削り。 ア 10％

り， 口縁部はやや外傾す る。 口縁部

と休部．との境に明瞭な稜 をもつ。

橙色

普通

寵覆土中
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第67図　第4号住居跡出土遺物実測図（1）
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図 版 番 器　 種 計 測値 （q n ） 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎 土 ・色 調 ・焼 成 備　 考

第 67 図 杯 A ［11 ．8 ］ 休 部 上 位 か ら 口 縁 部 に か け て の 破 片 。 日録 部 内 ・外 面 横 ナ デ 。 体 部 外 面 へ 砂 粒 ・雲 母 ・ス コ リ P 37
6 土 師 器 B （ 3 ．1） 休 部 は 内 轡 気 味 に 外 傾 し て 立 ち 上 が ラ 削 り。 ア 10 ％

り ， 日 録 部 は 直 立 す る 。 口縁 部 と 体

部 と の 境 に 明 瞭 な 稜 を も つ 。

明 赤 褐 色

普 通

篭 内 覆 土 下 層

7

杯 A ［13 ．6 ］ 休 部 か ら 口 綾 部 に か け て の 破 片 。 体 口 縁 部 内 ・外 面 横 ナ デ 。 休 部 内 面 横 砂 粒 ・雲 母 P 38
土 師 器 B （ 4 ．1） 部 は 内 轡 気 味 に 外 債 し て 立 ち 上 が り ナ デ 。 橙 色 10 ％

口 緑 部 は 直 立 す る 。 口 縁 部 と 休 部 と

の 境 に 稜 を も つ 。
普 通 南 東 壁 際 床 面 直 上

8

杯 A ［13 ．0 ］ 休 部 か ら 口 縁 部 に か け て の 破 片 。 体 ロ縁 部 内 ・外 面 横 ナ デ 。 体 部 外 面 へ 砂 粒 ・雲 母 P 39
土 師 器 B （ 3 ．3） 部 は 内 彗 気 味 に 外 傾 し て 立 ち 上 が り ラ 削 り 。 内 ・外 面 黒 色 処 理 。 黒 色 加 ％ ， 東 コ ー ナ ー

口 縁 部 は 外 債 す る 。 普 通 付 近 覆 土 上 層

9

杯 A ［13 ．2 ］ 口 縁 部 片 。 口 綾 部 は ほ ぼ 直 立 す る 。 口 緑 部 内 ・外 面 横 ナ デ 。 砂 粒 ・雲 母 P 40
土 師 器 B （ 2 ．6 ） ロ 縁 部 と 体 部 と の 境 に 明 瞭 な 稜 を も 灰 黄 褐 色 10％

つ 。 普 通 寵 付 近 覆 土 中 層
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第68図　第4号住居跡出土遺物実測図（2）

0　　　　　　　　　　　　　10cm

l i　　　！

図版番ロ器　種計測値（cm）器形の特徴 手法の特徴胎土・色調・焼成備　考

第67図杯A［11．8］休部から口縁部にかけての破片。体口縁部内・外面横ナデ。休部外面へ砂粒・雲母・スコリP41

10土師器B（4．3）部は内題気味に外傾して立ち上がりラ削り。 ア 20％

口縁部は直立する。口縁部と休部と 橙色 北コーナー付近覆

の境に稜をもつ。 普通 土下層

11

高　　杯

土師器

A［17．0］

B（3．2）

口縁部片。口縁部は強く外反する。口縁部内・外面横ナデ。 砂粒・雲母・スコリ

ア，赤色

普通

P42

10％，篭右袖部隣

付近覆土中層

12

聾A［24．4］休部からロ縁部にかけての破片。体ロ縁部内・外面横ナデ。体部内・外砂粒・石英・スコリP46

土師器B（13．1）部は内管気味に立ち上がり，ロ縁部面へラ磨き。 ア，橙色 20％，南東壁際及

は外反する。ロ縁部と休部との境に

稜をもつ。

普通 び南西部覆土中・

下居

13

璽

土師器

A［20．2］

B（3．0）

口縁部片。ロ縁部は外反する。口縁部内・外面横ナデ。 砂粒

貴橙色

普通

P48

5％，篭右袖部隣
覆土中層
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図版番号 器　 種 計測値毎mラ 器 形 の 特 徴　 ！　 手 法 の 特 徴 胎土 砂色 砂‾‾‾覇　 備 考

第67図 登 Å！20．8二 休部上位から目線部にかけての破片．目線部内e外面構ナデ㍉ 砂粒。スコリア　　　 P着
温4 土 師 器 8 （10．0） 体部は内攣して立ち上がり，口緑部 明黄褐色　　　　　 5㌔つヒコーナー

は外反する。 普通　　　　　　 付近渾上土3下層

甑　　 来 23・十　 日縁部f「 目線部はやや外反する十　 日緑部内 e外面横ナデ．日録部下位　 砂粒・雲母。スコリ P 49
15　　 土 師 器 臣 5守　　　　　　　　　　　　　　　 外面へラ削り，内面へラ磨き㍉　　　 7 ，内面明褐色，外 10‰　南コーナー

面明黄褐色　普通 付近覆土中層

第 図 土 器 孟 霊 打 撃 謡 畿 禁 賢 に立ち上が 票 ㌘違憲雷慧盈 讐 外面へ 禁 誇 英⑳雲母㊧
P50，90㌔，竃左
袖部隣及び西コー

e ll・0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 鈍い黄橙色 ナー付近育土中。
普通 下層

蛸 意紺 組の5；霊空 攣 賢灘 ＿攣 墓芸働 む閏の菱蓋晶＿＿魯礫 P51
25％
南東部床面直上

図版番号 種 別 長軸 幅葎m ）；厚さm ）重畳。‾‾； 出 土 地

備 考点

18　支　 願い も　 い な　 い 02　 飢脚　 竃攣 墾 」更 ＿＿2

三二　　‾1－7＼－　　・モ′′、・、、く一

位置　調査1区東部，E7。hl区。〕

∴∴　　。∴ノ　：㍉：．ノ、　こ，－．一1、　二、：′′ノ　ニ

主軸方向　N－2げ㌧」押

上　・　∴こ∴　、∴、′　・く∴∴′′　′二！、、l！㍉　ノノ＼′／）

壁満　幅は　～瓢cm　深さ　～摘em。断面形はU字形である。ほぼ食間している。

床　全体的に平担でタ　あまり踏み固められていない。

竃　北壁中央部を壁外へ詭cmほど掘り込み　付設されている。規模は長さ且35cm　幅は勤mである。磯部は砂

まじりの粘土で構築されている。煙道部は確認できなかった。火床部の支卿の下から貝の小片を含む灰が確

認されている。〕

露土層解説
1　暗赤褐色
2　暗赤褐色
3　鈍い赤褐色

4　暗赤褐色
5　鈍い赤褐色
6　暗赤褐色
7　灰　白　色

ロー一一ム粒子e廃土粒子少量，小石e LU砂少量

ローム粒子。廃土粒子。炭化粒子微量，小石。山砂少量

ローlム大プロ、ソク微量，焼土粒子中量，焼土中大ブロックe炭化粒子少星　山砂少量

焼土粒子多量，廃土中大ブロック中量　炭化粒子少量

ローム粒子e廃土粒子少量，山砂少量
焼土

灰

掛渕‰　5か麿（飢～飢）。㌘旦夕　P2タ　㌘4は径5の～55cmの門私深さ亜～盟cmである。Pは長径衛m　短

径酢cmの楕円形　深さ詣cmで　これらのピットは主柱穴と考えられる。Pは径舗cmの円形　深さ飢cmほ

どで出入り田の施設にともなうものと考えられる。

貯蔵究　北東コ…ナ一に確認されている。平面形は長軸且の5cm，短軸85cmの長方形で，深さ挽mである。底

部は平坦でタ　壁は外傾して立ち上がる。

貯蔵穴土層解説

1　暗褐色　ローム粒子中量，ロー一一ム小中ブロック少量

2　黒褐色　ローム粒子。ローIlム小ブロック中量，ロー→ム中大プロ、ソク少量

3　暗褐色　ローム粒子多量，ローム中大ブロック少量

覆土　5層からなる自然堆積である。
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第70図　第5号住居跡竃実測図

0　　　　　　　　　　　　　　　1m
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土層解説

1無　　色　ローム粒子・ローム小ブロック微量

2　黒褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック・炭化物微量
3　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・炭化物微量
4　褐　　色　ローム粒子多量，焼土粒子・炭化粒子微量
5　褐　　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック微量

遺物　土師器片519点，須恵器片4点，土製晶7点，鉄津1点が出土している。1の土師器杯が南西部覆土中・

下層から，2の土師器杯が竃右袖部付近覆土下層から，3の土師器杯が中央部覆土下層から，4の土師器杯

が北東コーナー付近及び南東コーナー付近覆土下層から，5の土師器杯が北東壁際覆土中層から，6の土師

器聾が貯蔵穴付近及び北東部覆土中・下層から，7の土師器聾が南東コーナー付近覆土中層から，8，10の

土師器聾が竜左袖部東隣の床面直上から，9の土師器聾が東部覆土中・下層から，11の土師器聾が竃右袖部

西隣覆土下層から，12の土師器甑が北部覆土中・下層から，13の土師器甑が貯蔵穴付近床面直上から，14の

須恵器杯が竃南側覆土下層から，15の土製支脚が竜火床部から，16の土製紡錘車が覆土中からそれぞれ出土

している。

所見　覆土に焼土粒子が検出されているが，下層に炭化材等が検出されていないので，流れ込みによる焼土粒

子と考えられる。時期は，住居跡の形態や出土遺物から古墳時代の後期と考えられる。

第5号住居跡出土遺物観察表

図版 番 目 器　 種 計測値（C旺1） 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第7 1図 杯 A 13 ．8 丸底。休部は内轡気味に外傾 して立 口縁部 内 ・外面横 ナデ。休部外面へ 砂粒 ・雲母 ・スコリ P 52
1 土 師 器 B　 4 ．0 ち上が り， 口縁部は直立す る。 口縁 ラ削り。休部内面 ヨコナデ。底部へ ア，黒褐色 7 0％，南西部覆土

部 と休部 との境に明瞭な稜 をもつ。 ラ削 り。内 ・外面黒 色処理。 普通 中 ・下層

2

杯 A ［14 ．4］ 底部か らロ縁部にかけての破片。丸 口縁部内 ・外面横 ナデ。休部外面へ 砂粒 ・雲母 ・スコリ P 5 3
土 師 器 B　 4 ．7 底。休部は内轡気味 に外債 して立ち ラ削 り。底部 へラ削 り。 ア，鈍い黄褐色 馳％，竜右袖部付

上が り， 口緑掛 ま直立す る。 普通 近覆土下層

3

杯 A ［13 ．4］ 体部か ら口縁部 にかけての破片。体 口縁部 内 ・外面槙ナデ。体部外面へ 砂粒 ・雲母 P 54
土 師 器 B （4．7） 部は内彗気味 に外傾 して立ち上が り ラ削 り。休部 内面横ナデ。 明黄褐色 10％

口縁部 は直立す る。 口縁部 と休部 と

の境 に明瞭 な稜をもつ。

普通 中央部覆土下居
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第71図　第5号住居跡出土遺物実測図（1）
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第72図　第5号住居跡出土遺物実測図（2）
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図版番号‾‾嘉 ‾‾彿二転　 器形の特徴　　　　 手法の特級　　 恒 ⑳色詣◎焼成　 備　 考

禦土器孟拍豊…雲］蓋夢重量菱窯蔓野 蓋蓋離震霊諸 掛外；；孟芸魯スコリ髪慧恵登芸孟言

土器孟拍豊…雷］蓋夢重量菱警蛋喜蓋深 澤 遠鑑 碧部外蘭へ；の雲母砂ズコ一歳壁醗土中層

蜜豆彗豊潤懲豊潤轡漂瑠‰漂璃澤畢襲饉
7品澄雄懲鵠澗郵腎噺棚当鬱腑戊㌫ナ
土器孟書芸…攫 築琶窯蔓窯賢詣競礪窯蓋羞彙蓋睾欝崇諸賢雷鰭 羞蓋⑳雲母の蓋舶東隣床面

普通　　　　　　　 直上

9　土漂叢書（芸：書）等霊空、孟鷺漂諸賢雷隻芸豊 應恋恋療嘉頂誉㌻頂
普通　　　　　　 東部昏土中。下層

第若霊園土漂器孟［雲霊：豊］害悪義悪霊漂 霊孟義義だ岩滝 慧警撃蒜禁票欝‡雲ち靂警竺雷姦禁一書詣轟‰左榔東
約 8　み上げられている。　　　　　 内面へラナデ。　　　　　　　 色，普通　　　　隣床面直上

且温土霊器B組509）菱窯拳曇ぎ警霊覧窒禁苫ア讐蒜離 讐警鍔 商横ナデ働 外芸警孟蓋駕篭鰻 譜舶酋

思 土 器孟；鞘 窯嘉襲撃豊 漂 議 謂苦㌘諸譜誓 讐桶へ蓋蓋謡コア 菜覆拗診下層

且 土 器鰭 潤 孟諸 豊讐て立ち上がる0謂雷㌘諸豊誓諺 桶へ蓋蓋謡コア　蓋冨譜蔵柵近

l第若図須 器偏 潤 濃 儀し胤 が軋謂漂讐宗譜面ロク吋デ0 還啓雲母　 曇儲 博士

図版番号　種　別
長さ廟 i慧葎m ） 厚芸 ）摘 。芸 重畳軸 恒 地 点

備　　　　　 考

那 図は　支　　 卿 （且505）巨 朋 離 日 拍飢郎　 種火紺 D P3
＿空塵 ＿＿堅聖 （2．8） 鉦載 鑑の…＿…＿＿＿巨の潮 （909）極土＿聖＿＿

DP 4

第　号住居静　第開園）

位置　調査　区南部　G銚区。

l　〆、上l一‾こ・ウ　∴：∴‾：了／　′序ご　′一　㌧′　′、グ∴′了一考

主軸方向　N－340－E

壁　壁高は茹～肋mで　ほぼ外傾して立ち上がる○北東部半分近くまで撹乱を受け芦残存していない。

床　全体的に平坦でタ　あまり踏み固められていない。

ぼ号捕　Pは長径蝕m　短径勤mの楕円形　深さ蝕mほどである。性格は不明である。
ピット土層解説
1極暗褐色　ローム粒子eローム小犬ブロック少量
2　暗褐色　ローム粒子。ローム小中天プロ、ソク少量

3　暗褐色　ローム粒子中量，ローーム小犬プロ、ソク少量
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草堂　5層からなるÅ為堆積である。

土層解説

1黒褐色　ローム粒子中量，ロー1ム小中プロ、ソク少量

2　暗褐色　ローム小中天ブロック少量，焼土粒子多量

3　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小犬ブロック少量
イ　　　膣　七日　魚　　rr J）と＿し了⊥日　　　－＿．　　，l　＿L　■　　争　＿

1　暗褐色　ローーIlム粒子中呈，ロー一一lム小中大ゾ山ック少量

5　暗褐色　ローム粒子多鼠　ローF一ム小ブロック少量，ローーム中大プロ・ソク中量

遺物　土師器桐関息須恵器片　息石器　点が出土している。住居跡の北東部半分以上が撹乱されている

ためタ遺物のほとんどは南西部から検出されている〇五の土師器高輝が南西部覆土軒下層から，2の土師

器増が西コ…ナ…付近覆土上や下層及び床面直上から，3の土師器増が西コーナー付近覆土下層から，4の

磨石が南コ…ナ…付近覆土下層からそれぞれ出土している。

所農　本跡の時期はタ撹乱を受けていない南西部覆土下層から出土していた遺物から古墳時代の中期と考えら

れる。

第開園　第　号住居跡実測図
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第74図　第6号住居跡出土遺物実測図

第6号住居跡出土遺物観察表
図版 番可 器　 種 計測値（cm ） 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎 土 ・色調 ・焼成 】 備　 考

P 69
第7 4図 高　　 杯 A 13 ．6 脚部はハの字状 に開く。杯部は内題 杯部外面下位 へラ削 り，内面へラナ 砂粒 ・雲母 ・スコリ
1 土 師 器 B　 7 ．3 気味に外傾 して立 ち上が り， 口縁部 デ。脚部 内 ・外面へ ラナデ。 ア 釦％

D ll ．8

E　 2 ．8

に至 る。 鈍い責橙色

普通

南西部覆土中 ・下

層

2

柑 B （8．2） 底部か ら口縁部にかけての破片。平 口縁部内 ・外面へラナデ。休部外面 砂粒 ・雲母 ・スコリ P 7 1 50％　 西コ
土 師 器 C　 3．2 底。体部は球 形を呈 し， 口縁部は外 ヘ ラ削 り。休部 内面へ ラナデ。底部 ア，鈍い黄橙色 －ナー付近覆土上

反す る。 ヘ ラ削 り。 普通 下層，床面直上

3

柑 A l l．0 ロ緑部片。ロ縁部は外傾する。 口縁部上位 内 ・外面横ナデ。 ロ縁部 砂粒 ・雲母 ・スコリ P 70
土 師 器 B （5 ．7） 外面下位へ ラ削 り。 ア

鈍い責橙色

普通

40％

西コーナー付近覆

土下層

図版番司

種　 別
計　　　　 測　　　　 値 巨 質

出　 土　 地　 点 備　　　　　 考
長さ（Qn） 幅（cm ） 厚さ（m ） 重量（g ）

4 磨　　 石 9．9 8．4 5 ．8 773 安山岩 覆土下層 Q 3

第7号住居跡（第75図）

位置　調査1区南部，G6e3区の斜面部。

規模と平面形　長軸3．70m，短軸3．47mの方形。

主軸方向　N－500－W

壁　壁高は66～105cmで，ほぼ外傾して立ち上がる。

床　全体的に平担で，あまり踏み固められていない。

電　北西壁北コーナー寄りに付設されている。規模は長さ75cm，幅75cmである。両袖部とも砂まじりの粘土

で構築されている。火床は楕円形である。
確土層解説

1鈍い赤褐色　焼土粒子少呈焼土小ブロック・炭化物微量，山砂少量

2　赤　褐　色　ローム粒子・焼土粒子少量，焼土小ブロック微星　山砂少量
3　赤　褐　色　焼土粒子中量，焼土小中ブロック少量，廃土大ブロック微量，山砂中量

ピty卜　Plは径30cmはどの円形で，深さ15cmである。性格は不明である。
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第75図　第7号住居跡実測図
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署蓋　3層からなる画然堆横である。

土層解説

1黒褐色　ローーム粒子少量，ローーム小ブしブ・ノク・廃土粒子微量

2　暗褐色　ローーム粒子。ロー一一lム小ブロック少鼠　炭化物微量

3　褐　　色　ローム粒子多量．ロー一一一ム小ブロックe炭化物微量

，・‾‾．ト　′∴ノ　’′　　　．ノ　　　′＼　　ノ　′、　′、‾‾‾′ホ′　∴　ノ＼・′一　′ノ′、′、　・　一‾ヰ

・し．ノ　′‾　′、′、′　一・、rノ．ざ　ぐ二　‾　∴・　　　ノ　∴　∴、．、　　、　フ二　　二二、′　　ご′　‘一㌦

・l一′　∴′午、　　÷去′＼′∵′二三・、′‥　．こ′　　　　ニ′、一撃芦．．バリ　　ノ　ー、　′、′　′言　‥′・J

′、∴ハる二　、ユ∴′、　：ノ・・′　ノー′　∴　′　　′一一、上　欄三小．こ：　T　′′：ミく一　一′、′了　′そ．、

土している、〕

－∴′・、－　　′‾二　二′、ノ　了二三、．‾－∴ヤ′　′　．1∴一、′、・．、．く　ノ′′．ノ

第冒号住居跡出土遺物観察蓑

図版番号 器 種 桓 離 廟　　 器 形 の 特 徴　　　　　 手 法 の 特 徴
胎土 e色調 。焼成　　 備　　 考

第76図　　 年　　 A u ・0　 丸献 体部は内攣気味に外傾 して立　 目線部内。外面横ナデ㍉体部内 e外

1　 土 師 器　 8　 4」　 ち上がり，口緑部は直立する．口緑　 面へラ磨き。底部へラ削り。内 。外
部と体部との境に稜をもっJ　　　 面黒色処理。

砂粒 。雲母 。スコリ　 P 73

ア，黒褐色　　　　 70‰　 東コーナー
普通　　　　　　　 付近覆土下層

椀　　 Å白0・圭　 体部から目線部にかけての破片。体　 口縁部内 e外面横ナデ。体部外面へ 砂粒e雲母eバミス　 P 74
2　　 土 師 器　 B （7・0） 部は内攣して立ち上がり，口緑部は　 ラナデJ 体部内面ナデJ

外反するJ
鈍い赤橙色　　　　 30％，竃内青土下
普通　　　　　　　 層，二次焼成

壷　　 A 昌9・81 頚部から口緑部にかけての破片。頸　 頸部外面横ナデ。日緑部内 e外面磨 砂粒 e石英 e雲母 e　P 76
3　　 土 師 器　 B （5・2） 部は垂直に立ち上がり，日録部は外　 減著 しく調整不軋

傾して開く複合目線。
スコリア，橙色　　 10‰　 東コーナー
普通　　　　　　　 付近育土上層

壷　 A は。打 平底。体輩は内喝 て立ち上が軋 。緑部内 砂外面梼ナデ。離 細 菌 ㌶ i
砂粒 e雲母。スコ1日　P 75てこ埜ぎ璧 I　4　　1 rヽ　′ヽA　 l∠．0 ［平底。体部は内攣 して立 ち上が り， ‘∪緑蔀か 外面横 ナデ。体部外面へ ー砂粒 e雲母 。スコリt P 75

4 土 師 器 B 17 ．3 口縁部は外反す る。 ラナデ。体部 内両輪積み痕。底部へ ア，浅黄橙色 80％，北東部上下
C　 9 ．4 ラ削 り。 普通 層，篭内育土下層

賓 A　 2 2．0 平底。体部は内攣 して立 ち上が り， 口緑部内 e 外面横ナデ。体部外面 中 砂粒 。石英 e雲母 e P 79
5 土 師 器 8　 35 ．4 口緑部は外反す る。 位か ら下位にかけてへラ磨 き。底部 スコリア，鈍い黄色 70‰　 中央部付近

C　 8 ．8 ヘ ラ磨き。 普通 床面直上

賓 B （2 3 ．6） 底部 か ら体 部にかけての破片。平底。体部外面中位か ら下位にかけてへ 砂粒 e石英 。雲母 ・ P 80
6 土 師 器 C 「 9．0］ 休部 は内攣 して立 ち上がる。 ラ磨 き。底部へ ラ磨 き。 スコリア，鈍い橙色 20‰　 中央部付近

普通 床面直上

第7 7図 甑
l
A 「25 ．0］ 体部か ら口縁部にかけての破片。体 口縁部 内 。外面横ナデ。体部外面へ 砂粒 。雲母 。スコリ P 77

7 土 師 器 B （15 ．2） 部 は直立気味に立ち上が り， 口緑部 ラ削り。体部内面へラナデ。 ア，灰褐色 10％
は外反す る。 普通 竃内覆土下層

8

甑 A 「22 ．4］ 休部か ら目線部 にかけての破片。体 口縁部内 e 外面横ナデ。体部外面へ 砂粒 。雲母 eスコリ P 78
土 師 器 B （16 ．5） 部は直立気味に立 ち上が り， 日録部 ラ削 り。体部内面 へラナデ。 ア，鈍い砲色 10％，竃付近 e篭

は外反す る。 普通 内覆土下層

小　　　　　　　に3
計　　　　 測　　　　 値 巨 土 言

備　　　　　 考
長さ（m ） 幅葎m ） 厚さ弧）重畳ね）

中 支　 脚 （9・4） ‖ 細 目 （抽 （189） 竃内 D P 5

、ヽ　　　　　　　仁コ 種　 別

l ・ ．…r′　 ・… 巨 質
出　 土　 地　 点　　　　　　　 備　　　　　 考

長さ（皿）　幅葎m ） 厚さ（皿） 重畳軸 ）

10 砥　　 石 離 日 日 時 （紺 日 日 圏 ） 凝灰岩 覆土下層　　　 極 4
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第76図　第7号住居跡出土遺物実測図（1）
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第77図　第7号住居跡出土遺物実測図（2）
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第8号住居跡（第78図）

位置　調査1区南部，G6a7区。

規模と平面形　長軸7．82m，短軸6．30mの長方形。

主軸方向　N－400－W

壁　壁高は25～35cmで，ほぼ外傾して立ち上がる。

壁溝　幅15～20cm，深さ5cm。断面形はU字形である。壁の下端から10～45cm内側をほぼ全周している。

床　全体的に平担で，あまり踏み固められていない。

炉　3か所。中央から北西寄りに炉1，中央部に炉2，炉3がある。平面形は，いずれも長径45～60cm，短

径35～40cmの不整楕円形を呈し，掘りくぼみはほとんどない。炉1が赤褐色，炉2が鈍い赤褐色，炉3が

暗赤褐色の炉床である。

貯蔵穴　東コーナーに確認されている。平面形は径65cmの円形，深さ37cmである。底面は平坦で，壁は外傾

して立ち上がる。

貯蔵穴土層解説
1暗褐色　ローム粒子・ローム小ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
2　褐　色　ローム粒子中量，焼主粒子・炭化粒子微量
3　褐　　色　ローム粒子中量
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覆土　9層からなる人為堆積である。

土層解説

1極暗褐色　ローム粒子少量，ローム小中ブロック微量
2　黒　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック微量

3　暗　褐　色　ローム粒子多量，ローム中大ブロック少量，焼土粒子◎炭化粒子微量

4　極暗赤褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック◎炭化物微量，焼土粒子e焼土中ブロック中量
5　褐　　　色　ローム粒子◎焼土粒子多量

6　暗　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子微量

7　極暗褐色　ローム粒子中量，ローム中大ブロック◎炭化粒子e廃土粒子微量
8　暗赤褐色　ローム粒子◎炭化物◎焼土小犬ブロック少量，焼土粒子中量，炭化粒子微量
9　暗　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロックe炭化物微量，ローム大ブロック少量

飴開園　第　号住居跡実測図
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遺物　土師器片691息　鉄製品1息　石器2点及び混入した縄文土器片4点が出土している。遺物は東コーナー

と北コーナー付近に集中している。1の土師器杯が1◎2区間土層ベルト覆土中から，2～7の土師器増，

8～且0の土師器饗が北コーナー付近覆土下層から，Ⅲの土師器甑が東コーナー覆土下層から，12，13の磨石

が北コーナー付近覆土下層から，14の鉄製鎌が北東壁際から，それぞれ出土している。

Ⅲの土師器甑は，日経部を北東に向け，やや底部を下向きにして，横位で出土している。11の土師器甑を

中心に，2の土師器相は口緑部を東に向け，3の土師器相は口緑部を北に向け，10の土師器聾は口緑部を南

に向け，9の土師器聾はロ緑部を西に向け，それぞれ横位で，ロ緑部を甑に向けた状態で出土している。2，

3，9，11は和泉式期の初期の土師器である。11の土師器甑は，韓式系模倣の土器であると思われ，底部に

は且2の孔が穿たれている。10は長胴の賓で，和泉式期には出土例がない土器である。これらの土師器韓には

時期差があるが，出土地点には土坑等の重複は見られず，土器の下から貯蔵穴が検出されているのみである。

また，10の饗とⅢの甑の体部には2次焼成を受けた跡が見られる。従って，これらの土師器類は同時期に使

用されたものと考えるのが妥当ではないかと思われる。

所凰　本跡は，出土遺物から祭祀的要素をもった住居跡とも考えられる。時期は，住居跡の形態や出土遺物か

ら古墳時代中期と考えられる。

第8号住居跡出土遺物観察表

図版番 号 器　 種 計測値（cm ） 器‾形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第79図 埠 Å［7．2］ 体部か ら口縁部 にかけての破片。体 ロ緑部内 ・外面横ナデ。体部 内 ・外 砂粒 e雲母 P 81

1 土 師 器 B （3 ．8） 部は内攣 して立 ち上が り， 口縁部に 面へラナデ。 鈍い橙色 20％

至 る。 口縁部 に補修孔。 普通 覆土中

2

増 A 12 ．7 平底。体部は球形を皇 し， ロ緑部 は 口緑部外面へ ラナデ。 口緑部 内面へ 砂粒 ・石英 ・雲母 ・ P 83

上 師 器 B 17 ．7 外傾する。 ラ磨 き。体部外面斜位 のへ ラ削 り後 スコリア 98％

C　 4 ．0 横位 のへ ラ磨き。底部へ ラ削 り。 浅黄橙色

普通

東コーナー覆土下

層

3

柑 A　 9 ．4 やや上 げ底。体部 は球形 を室 し， 口 口緑部外面横ナデ。 口緑部内面へラ 砂粒 ◎石英 eスコリ P 84

土 師 器 B ll．0 縁部 は外傾する。 ナデ。体部外面へ ラナデ。底部へラ ア，橙色 10 0％，東コーナ

C　 2．4 削 り。 普通 ー覆土下層

4

坤 A　 9．2 平底。体部は内攣 して立 ち上が り， 口縁部内 e外面上位横ナデ。 口縁部 砂粒 。雲母 eスコリ P 8 5

土 師 器 B　 9 ．5 口緑部は内攣気味 に立 ち上が る。 外面下位へラナデ，内面下位 ナデ。 ア，鈍い橙色 95％，北 コーナー

C　 3．7 体部外面へラ削り。底部へラ削り。 普通 付近覆土下層

5

柑 A ［10 ．6］ 体部か らロ緑部 にかけての破片。体 日録部外面へ ラ削 り。 口縁部 内面横 砂粒 eスコリア P 8 7

土 師 器 B （7 ．6） 部は内攣 して立 ち上が り， 口縁部は ナデ。体部外面へ ラ削 り。 鈍い黄橙色 餌‰　 北 コーナー

外傾す る。 普通 付近覆土下層

6

坤 B （5 ．3） 底部か ら体部 にかけての破片。 平底。体部外面へ ラ削 り。体部 内面へ ラナ 砂粒 e スコリア P 88

土 師 器 C　 5 ．3 体部は内攣気味に立ち上がる。 デ。底部へ ラ削 り。 鈍い橙色

普通

30％，北コーナー

付近覆土下層

7

柑 A 15 ．8 体部か ら口緑部にかけての破片。体 口縁部上位外面横ナデ。 口縁部内 ◎ 砂粒 e雲母 ◎スコリ P 86

土 師 器 B （13 ．1） 部は球形 を呈 し， 口緑部 は外傾す 外面へ ラナデ。体部外面へ ラ削 り後 ア，浅黄橙色 併％，北コーナー

る。 へラ磨 き。体部内面 へラナデ。 普通 付近覆土下層

8

饗 B （2 2．5） 底部か ら体部にかけての破片。突 出 体部外面へラ削 り。体部内面へラナ 砂粒 ・雲母 ・スコリ P 91

土 師 器 C　 6．8 した平底。体部は内攣 して立 ち上が デ。底部へラ削 り。 ア，黒褐色 50％，北コーナー

る。 普通 付近覆土下層

9

賓 A 19 ．2 突 出 した平底。体部は 内攣 して立ち 口緑部内 e 外面横 ナデ。体部外面 へ 砂粒 e雲母 。スコリ P 90，鮒％，体部

土 師 器 B 18 ．6 上が り， 口緑部 はやや外反す る。 ラ削 り。休部内面へ ラナデ。底部へ ア，鈍い黄橙色 外面煤沈着，東コ

C　 6 ．4 ラ削 り。 普通 ーナー覆土下層

10

饗 A 19 ．0 平底。体部 は内攣 して立ち上が り， 口緑部内 ◎外面横ナデ。体部外面へ 砂粒 ・石英 ・雲母 P 8 9，9 5％，体部

土 師 器 B　35 ．9

C　 5 ．0

口縁部は外反す る。 ラ削 り。底部へ ラ削 り。 鈍い貴橙色

普通

外面煤沈着，東コ

ーナー覆土下層
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第開園　第　号住居跡出藍遺物窯測園掴
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0　　　　　　　　　　　10cm
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第舶図　第8号住居跡出土遺物実測図（2）
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図版番号 器　 種 計測値（cm） 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成

砂粒e雲母eスコリ

i‾‾‾　備　 考

P 94，95％，底部
第80図

11

甑

土 師 器
A　21．8

B　29．5
C ll．0

底部は12孔式。体部はわずかに外債

して直線的に立ち上がり，口縁部に
至る。体部中位に把手がっく。

口縁端部内 e外面横ナデ。休部外面

へラ削り。体部内面へラナデ。 ア，鈍い橙色
普通

木葉痕，東コーナ

ー覆土下層

図版番う

種　 別
計　　　 測　　　　 値

石　質 出　 土　 地　 点 備　　　　　 考
長さ（m ） 幅（cm ） 厚さ（qn） 重量（g ）

12 磨　　 石 9．9 7．5 4．6 443 安山岩 覆土下層 Q 6

13 磨　　 石 10．5 9．3 5．0 632 安山岩 覆土下層 Q 5

図版番⇒

種　 別
計　　　 測　　　 値

材　質 出　 土　 地　 点 備　　　　　 考長さ（qn） 幅（cm ） 厚さ（m ） 重量（g ）

14 鎌 （22．7） 3．0 0．55 （130） 鉄 北東壁際 M l

第9号住居跡（第82図）

位置　調査1区中央瓢　F6io区。

規模と平面形　長軸（6．62）m，短軸（4良0）mの長方

形。

主軸方向　N－540－W

壁　壁高は20～30cmで，ほぼ外債して立ち上がる。

床　全体的に平担である。住居跡の半分近くが撹乱

のため，硬化面の確認はできない。

炉　中央部にある。長軸40cm，短軸20cmの不定形

0　　　5cm

～　　＄＝　　　ヒ二王二∃

第8憫　第9号住虐跡出土遺物宍測温

である。炉床は暗赤褐色で掘りくぼみはほとんどない。

掛軸　径30cmはどの円形，深さ28cmである。性格は不明である。

覆土　5層からなる人為堆横である。
土層解説

1黒褐色　ローム粒子中量，ローム小犬ブロック◎炭化物少量，焼土粒子◎炭化粒子微量
2　極暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

3　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロックe廃土粒子◎廃土大ブロック◎炭化粒子少量，炭化物微量
4　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，廃土粒子。炭化粒子微量
5　暗褐色　ローム粒子中量，ローム中大ブロック少量

遺物土師器桐63点，土製晶2息青銅製品1点，鉄浮4点が出土している。住居跡の半分近くが調査区域

外にあり，かつ住居跡の半分が撹乱を受けている。そのため，遺物は破片が多く，復元できる遺物はほとん

どない。1，2の土玉が南コーナー付近覆土下層から，3の青銅製環が東コーナー床面直上からそれぞれ出

土している。

所魔　時期を決定する遺物がほとんどなく，断定しにくいが，住居跡の形態や出土遺物及び他の遺構の関係か

ら古墳時代と考えられる。

第9号住居跡出土遺物観察表
図版番う

種　 別
計　　　　 測　　　　 値

出　 土　 地　 点 備　　　　　 考長さ（qn） 幅（cm ） 厚さ（qn） 孔径（qn） 重量（g）

第81図1

≡！

巨　 玉 i

土　 可

3．6 3．5 3．2 0．6 33 南コーナー付近覆土下層 D P 6

3．5 3．1 2．8 0．7 31 1 苧コ一三輔 近覆土下撃 D P 7
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図版番号 種　 別
計　　　　 測　　　　 値

材　質 出　 土　 地　 点 備　　　　　　 考
長さ（qn） 幅（cm ） 厚さ（αn） 重量（g ）

第81図3 環 2．7 2．7 0．4 （2．82） 青銅 東コーナー床面直上 M 2

彗　　　星－ヲ！

0　　　　　　　　　　　　　　2m

！　　；－・」

第帽号住居跡（第83◎84図）

位置　調査1区中央部，F狛7区。

規模と平面形　一辺が6。92mの方形。

主軸方向　j＼2801W

壁　壁高は60～83cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁満　幅は10～且5cm，深さ5～10cm。断面形はU字形である。はぼ全周している。

床　全体的に平担で，中央部が踏み固められている。

竃　北西壁中央部を壁外へ15cmはど掘り込み，付設されている。規模は長さ135cm，幅130cmである。袖部は

砂と小石まじりの粘土で構築されている。
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第83図　第10号住居跡実測図
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籠土層解説

1褐　　　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・焼土粒子微量，山砂少量
2　暗赤褐色　焼土粒子中量，焼土小ブロック少量，山砂少量
3　鈍い赤褐色　焼土粒子・焼土小ブロック多量，焼土中ブロック中量
4　暗赤褐色　焼土粒子多量，焼土小ブロック中量
5　褐　　　色　ローム粒子中量，焼土粒子微量
6　暗　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子中量

7　褐　　　色　ローム粒子多量，焼土粒子微量
8　暗赤褐色　ローム粒子・焼土粒子・廃土小ブロック少量，小石・山砂少量
9　暗赤褐色　ローム粒子・ローム小ブロック・焼土粒子微量
10　暗赤褐色　焼　　土

ピット　5か所。Pl，P2は径60cmはどの円形，深さ55cmほどである。P3は径80cmの円形，深さ52cmであ

る。P4は長径115cm，短径85cmの楕円形，深さ52cmである。P5は径45cmの円形，深さ24cmである。Pl

～P4は主柱穴と考えられる。P5は出入り口施設にともなうピットと考えられる。

貯蔵穴　北西壁北コーナー寄りに確認されている。長径80cm，短径60cmの楕円形，深さ33cmである。底面は

平坦で，壁はほぼ外傾して立ち上がる。
貯蔵穴土層解説
1　褐　　色　ローム粒子・ローム小ブロック中量

2　暗赤褐色　ローム粒子・焼土粒子・焼土小ブロック中量，ローム小ブロック・炭化粒子少量
3　暗褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック・炭化粒子微量
4　褐　　色　ローム粒子多量

覆土　5層からなる自然堆積である。

土層解説

1極暗褐色　ローム粒子・ローム小ブロック少量，焼土粒子微量，小石少量
2　黒褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

3　黒褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，焼土粒子徽鼠　小石少量
4　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，焼土粒子微量
5　暗赤褐色　焼　　土

遺物　土師器片327点及び混入した縄文土器片1点が出土している。1の土師器杯が篭覆土下層から，2の土

師器杯が竜西隣付近覆土中層から，3の土師器杯が中央部覆土下層から，4の土師器杯が覆土中から，5の

土師器饗，8の土師器甑が中央部覆土下層から，6の土師器賓が竃西隣付近覆土中層から，7の土師器聾が

北部覆土中層から，9の土師器甑が南部及び南東部覆土上・中・下層から，10の土師器甑が東コーナー付近

覆土下層から，11の須恵器長頸壷が覆土中からそれぞれ出土している。

所見　時期は，住居跡の形態や出土遺物から古墳時代後期と考えられる。

第84図　第10号住居跡竃実測図
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第65図　第10号住居跡出土遺物実測図
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図版番号器種両蒜蒜‾‾　　 器形の特徴　　　　 手法の特徴 i胎土魯色調‾‾‾：焼成
備　　考

第隼器Bは潮誓軍濡霞競誓洗豊0鑑言語；竃体部痛横ナテ怒療 P9535‰竃専土下層杯　　 Å‖3・圭　体部からH縁部にかけての酎上体　目線部内e外面横ナデ㍉体部外面へ 砂粒eスコリア P96
2　 土師器　 B LJ耳　 部は内攣気味に外債して立ち上がり　ラ削りJ体部内面横ナデ√内・外面

目線部は直立するJ 口緑部と休部と　黒色処理㍉

の境に明瞭な稜をもっい

明黄褐色

普通

30％

竃西隣付近育土中

層

年　　 Åつ⊥21 休部から口緑部にかけての破恥 体　目線部内e外面横ナデJ体部外面へ 砂粒 P97
3　 土師器　 B L3・事　部は内攣気味に外傾して立ち上がり　ラ削り．体部内面横ナデ√内・外面

目線部はやや外傾するJ 口緑部と体　黒色処理㍉

部との境に弱い稜をもっ．

黒色

普通

10％

中央部覆土下層

杯　　 A守も圭　休部から目線部にかけての破f上体　口緑部内。外面横ナデ√休部外面へ 砂粒e雲母・スコリ P98
ヰ　 土師器　 B（t 31 部は内攣気味に外傾して立ち上がり　ラ削り。内。外面磨滅著しく調整詳

目線部は直立する．　　　　　　 細不軌

ア，赤褐色

普通

10％

育土中

聾　　 射23・事　体部上位から目線部にかけての破片。口縁部内。外面横ナデい体部外面へ 砂粒。雲母eスコリ PlO5
5　　 土師器　 Bし8・2）体部は内攣して立ち上がり，口縁部　ラナデ亡

は外反するぐ口緑端部はつまみ上げ

ア，内面鈍い黄橙色

外面浅黄橙色

5％

中央部覆土下層
ている㍉ 普通

賓　　 打18耳　 休部から日緑部にかけての破星 休　日縁部内e外面横ナデ。体部内e外 砂粒。石英e雲母e PlO4

6　　 土師器　 B（12・い　部は内攣して立ち上がり，日録部は　面へラナデ㍉

外反する。

スコリア，鈍い橙色

普通

5％，竃西隣付近

覆土中層

聾　　 A「21・針　口緑部上トロ緑部は外反する√　　　 目線部内e外面横ナデ。 砂粒・雲母eスコリ Pl備

7　　 土師器　 D（私の 7，橙色 10％

E
ヨ

普通 北部覆土中層

言 漑 凍 斬 恋 恋 恋 嘉 画 廟 恋 疎 意 蒜

ち上がり，口緑部は外反する。口緑
部と休部との境に稜をもつ。

唐 料 可

橙色

普通

PlO7

g　0／U／0
中央部首土下層

甑　　 Aは6・0〕体部から目線部にかけての破片e体　目線部内。外面横ナデJ体部外面へ砂粒・スコリア PlO9
9　　土師器　BOLl）部は内攣気味に立ち上がり，口緑部　ラ削り章

は外反する。
明赤褐色

普通
20‰　南部及び南
東部覆土上中下層

甑　　 Å24・2　無底式。休部は内攣気味に立ち上が　ロ緑部内e外面横ナデ。休部外面へ砂粒・長石・スコリPlO8
10　 土師器　B 21・2　り，中位からほぼ直立する。口緑部　ラ削り。休部内面へラナデJ ア，鈍い褐色 郭％，東コーナー

e　9．0　は外反する。 普通 付近育土下層

壷　　 Aは1・裏　口緑部片。目線部は外傾して立ち上　口緑部内e外面ロクロナデ。 砂粒eバミス PllO
11　 須恵器　B（7．8）がる。 黄灰色

普通
10％
覆土中

′l・了l∴r：　了こ：′、／く

位置　調査　区南部　鎧航区。

規模＆平面形　藻軸。都m　短軸の那mの方形。

主軸方向　N－240－W

壁　壁高は渕～閥cmでの蓬ぼ外傾して立ち上がる。

壁満　幅は蟻～瓢cm　深さ　～5cm。断面形はU字形である。ほぼ全周している。

應　全体的に平担で蟄　あまり踏み固められていない。

竃　北西壁中央部を壁外へ触mほど掘り込み　付設されている。規模は長さ軌m　幅肋mである。袖部は

砂まじりの粘土で構築されている。竃内に灰を確認している。
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轟土層解説
1褐　　　色　ローム粒子・焼土粒子微量，山砂中量
2　黒　褐　色　ローム粒子・焼土粒子微量

3　褐　　色　ローム粒子・焼土中ブロック微量，焼土粒子少量，山砂多量
4　褐　　　色　ローム粒子多量，山砂少量

5　鈍い赤褐色　ローム粒子・ローム小ブロック少量，ローム中ブロック微星　山砂多昔
6　赤　褐　色　焼土粒子。焼土中中ブロック多量，焼土大ブロック少量，山砂少量
7　灰　白　色　灰

8　褐　　　色　焼土粒子・焼土中ブロック微量，山砂少量
9　暗赤褐色　ローム小ブロック・焼土中ブロック微量，焼土粒子中量，山砂中量
10　暗　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子・焼土中ブロック微量
11鈍い赤褐色　焼土粒子中量，焼土中中ブロック少量

12　暗赤褐色　焼土粒子多量，焼土中ブロック少量，山砂少量

掛捕　5か所。Pl～P4は径30～触mほどの腎形，深さ4～閥cmほどである。主柱穴と考えられる。P5は

長径35cm，短径25cmの楕円形，深さ飢cmである。出入り口施設にともなうピットと考えられる。

貯蔵宍　北西壁北コーナー寄りに確認されている。長径80cm，短径6伽mの楕円形，深さ38cmである。底面は

平坦で，壁はほぼ外傾して立ち上がる。

貯蔵穴土層解説
1　暗褐色　ローム粒子・炭化粒子微量

2　褐　　色　ローム粒子中量，焼土粒子・焼土中ブロック微量
3　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，焼土粒子微量

鷺丑　6層からなる自然堆横である。

土層解説
1　黒褐色　ローム粒子・焼土粒子微量

2　黒　　色　ローム粒子・焼土粒子微量
3　黒褐色　ローム粒子少量，焼土中ブロック微量

4　極暗褐色　ローム粒子少量，焼土粒子。焼土中ブロック・炭化粒子微量
5　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量，焼土粒子微量
6　褐　　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック微量

遺物　土師器片摘那点　土製品　息石器◎石製品　点及び混入した縄文土器片8点が出土している。本跡と

第且2号住居跡とは重複していないが隣り合っているため，同一個体の破片が両住居跡にまたがっていること

もある。且の土師器輝，且4の土師器聾が南東部覆土下層から，2の土師器埠が東コーナー覆土中層から，3，

5，8，9，mの土師器埠が北コーナー付近覆土中◎下層から，4の土師器埠が覆土中から，6の土師器塔

が西コーナー付近覆土下層から，7の土師器輝が南コーナー付近覆土下層から，且0の土師器埠が竃覆土上層

及び北コーナー付近覆土下層から，12の土師器楓且3の土師器聾が竃覆土上層から，且5の土師器聾が南西部

覆土下層から，且6の土師器饗が南コーナー付近覆土中層から，且了の土師器ミニチュア土器が囁焚田部付近覆

土下層から，18の土師器甑が竃東隣覆土下層から，19の縄文土器片が覆土中から，20，2且の支脚が竃内から，

22の石鉄が覆土中から，23の砥石が東コーナー覆土下層からそれぞれ出土している。なお，魂の土師器輝が，

第且2号住居跡覆土中から出土した土師器片と接合している。

所凰　本跡は，第且2号住居跡が廃絶された後に構築されたものと考えられる。時期は，住居跡の形態や出土遺

物から古墳時代後期と考えられる。

第m号住居跡出土遺物観察表
図版番可 器　 種 計測値（cm） 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土・色調 ・焼成 備　　 考

第87図 杯 A ［13．3］ 体部から口緑部にかけての破片。体 口緑部内・外面横ナデ。休部外面へ 砂粒・雲母・云コリ P lll
1 土 師 器 B （5．0）部は内攣して立ち上がり，口緑部は ラ削り。体部内面へラ磨き。 ア 20％

やや内儀する。口縁部と体部との境

に稜をもつ。
鈍い黄褐色
普通

南東部覆土下層

2

塔 A ［13．3］ 底部から口綾部にかけての破片。平 口緑部内 e外面横ナデ。体部外面へ 砂粒・雲母 P l12
土 師 器 B　 5．0 底。体部は内攣気味に外債して立ち ラ削り。底部へラ削り。内・外面黒 明赤褐色 40％

C （5．7） 上がり，口縁部はやや内儀する。口

縁部と体部との境に明瞭な稜をもつ。
色処理。 普通 東コーナー覆土中

層
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第88図　第11号住居跡出土遺物実測図（2）
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図版番器　種計測値（cm） 器形の特徴 手法の特徴 胎土・色調・焼成備　　考

第87図杯A［13．6］休部からロ縁部にかけての破片。体口縁部内・外面槙ナデ。休部外面へ砂粒・雲母・スコリPl13

3 土師器B（3．2）部は内堵気味に外傾して立ち上がりラ削り。内・外面黒色処理。 ア 却％
日録部はやや外傾する。口緑部と体 橙色 北コーナー付近覆
部との境に明瞭な稜をもつ。 普通 土中層

4

杯A［15．2］休部上位からロ縁掛こかけての破片。口縁部内・外面横ナデ。体部外面へ砂粒・雲母 P114
土師器B（3．4）体部は内轡気味に外傾して立ち上がラ削り。体部内面横ナデ。内・外面橙色 10％，覆土中

り，ロ嫁部は直立する。口縁部と休

部との境に明瞭な稜をもつ。

黒色処理。 普通 SI12覆土中出土遺

物と接合

5

杯A［13．8］休部上位から口縁部にかけての破片。口縁部内・外面横ナデ。休部外面へ砂粒・雲母・スコリP115

土師器B（4．1）休部は内轡気味に外債して立ち上がラ削り。休部内面へラ磨き。 ア 加％

り，口嫁部は直立する。口縁部と体 鈍い赤褐色 北コーナー付近覆
部との境に明瞭な稜をもつ。 普通 土下層

6

坤こA［14．2］休部上位から口綾部にかけての破片。ロ縁部内・外面横ナデ。体部外面へ砂粒・雲母・スコリPl16
土師器B（3．2）休部は内轡気味に外傾して立ち上がラ削り。休部内面へラ磨き。 ア，鈍い黄褐色加％，西コーナー
る。口綾部は直立する。 普通 付近覆土下層

7

杯A［11．8］休部からロ縁部にかけての破片。体ロ縁部内・外面横ナデ。休部外面へ砂粒・スコリアPl17
土師器B（3．8）部は内轡気味に外傾して立ち上がりラ削り。休部内面ナデ。内・外面黒鈍い橙色 10％
口縁部はほぼ直立する。口縁部と休

部との境に稜をもつ。

色処理。 普通 南コーナー付近覆

土下層

8

杯A［14月］休部から口緑部にかけての破片。体口縁部内・外面横ナデ。体部外面へ砂粒・パミス・雲母Pl18

土師器B（3．8）部は内轡気味に外債して立ち上がりラ削り。休部内面ナデ。内・外面黒鈍い褐色 加％，北コーナー
口縁部は直立する。 色処理。 普通 付近覆土下層

9

杯All．4丸底。休部は内増して立ち上がり，口縁部内・外面横ナデ。休部外面へ砂粒・雲母・スコリPl19

土師器B　4．5口縁部は直立する。口綾部と休部とラ削り。体部内面ナデ。内・外面黒ア，鈍い黄橙色拓％，北コーナー

の境に稜をもつ。 色処理。 普通 付近覆土下層

10

杯A13．4丸底。休部は内堵気味に外債して立口縁部内・外面横ナデ。休部外面へ砂粒・雲母 P120，釦％，寵

土師器B　4．4ち上がり，口縁部は直立する。口縁ラ削り。休部内面ナデ。底部へラ削黒褐色 覆土上層及び北コ

部と体部との境に稜をもつ。 り。内・外面黒色処理。 普通 ーナー覆土下層

11

杯A［13．4］丸底。体部は内轡気味に外債して立口緑部内・外面横ナデ。休部外面へ砂粒・パミス P121

土師器B　4．4ち上がり，ロ縁部はやや外債する。ラ削り。休部内面横ナデ。底部へラ明赤褐色 70％，北コーナー
ロ縁部と休部との境に明瞭な稜をも

つ。

削り。 普通 付近覆土下層

12

椀A［24．0］休部からロ緑部にかけての破片。体内・外面ともに磨滅著しく調整不明。砂粒・雲母・パミスP122，10％，内

土師器B（5．5）部は内増して立ち上がり，ロ緑部に 橙色 面煤付着，二次焼

至る。ロ縁端部はややつまみ上げて

いる。

普通 成，寵覆土上層

13

聾A［23．2］休部上位からロ縁部にかけての破片。口縁部内・外面横ナデ。休部内面へ砂粒・パミス P123

土師器B（8．5）休部は内増して立ち上がり，口縁部ラナデ。頸部外面ナデ。 橙色 15％

は外反する。 普通 寵覆土上層
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図版番号 器　 種 計測値（cm ） 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第87図

14

肇

土 師 器

A ［23 ．4］

B （6 ．8）

口緑部片。 口緑部は外反す る。 口縁部内 e 外面横 ナデ。 砂粒 e石英 e雲母

浅黄橙色

普通

P 124

10％

南東部覆土下層

15

饗 A ［22．0 ］ 口縁部片。 口縁部 は外反す る。 口縁 口緑部内 e外面横ナデ。 砂粒 ・雲母
l

P 125土 師 器 B （6 ．5） 端部はつまみ 上げ ている。 赤色

普通

10％

南西部覆土下層

16

饗 A ［25 ．6］ 口緑部片。 口緑部は外反する。 口緑 口縁部 内 ◎外面横ナデ。 砂粒 ・長石 ・石英 P 126
土 師 器 B （5 ．1） 端部はややつ まみ上げている。 明黄褐色

普通

5 ‰　 南コーナー

付近覆土中層

17

ミニチュ乃器 A ［8 ．4］ 底部欠損。休部は内攣 して立 ち上が 口緑部 内 e 外面横 ナデ。体部外面へ 砂粒 e パミス P 127
土 師 器 B （5．6） り， 日経部はやや外反す る。 口縁部 ラ削 り。体部内面 ナデ。 橙色 80％，竃焚口部付

と体部 との境に弱い稜 をもっ。 普通 近覆土下層

18

甑 A　26 ．4 無底式。体部 は内攣気味 に立ち上が 口緑部内 ◎外面横ナデ。体部外面上 砂粒 ・長石 ・石英 ・ P 128
土 師 器 B　28 ．1 り， 口縁部 は外反す る。 口緑端部は 位へラナデ。 中位か ら下位 にかけ て スコリア ¢雲母，鈍 勤％，竃東隣覆土

C　 8 ．6 つ まみ上げている。 ヘラ磨き。体部内面へラナデ。 い橙色，普通 下層

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎土 ・色調・焼成 備　　 考

第88図 深　　 鉢 B ［28．2］ 日録部片。日録部は外債して立ち上がる。口唇部に指頭押圧文を施し，口 砂粒 eパミス P 129
19 縄文土器 C （4．7） 緑直下に条痕文が横位に施してある。 橙色

普通
5％

覆土中

図版番 ロ 種　 別
計　　　　 測　　　　 値

出　　 土　　 地　　 点 備　　　　　　 考
長さ（q n） 幅 （cm ） 厚さ（qn ） 重量 （g ）

20 支　　 脚 （8．87） （1 ．3） （4 ．3） （123） 竜 内 D P 8

2 1 支　　 脚 】 11キ1 1 2 i8　 － rA　n＼
．ヽ‾．ヽ′／

「313 1
＼〉一Lヽ－′／　　　　l

竃 内 n p Q
エー′　⊥　　し′

図版番口 種　 別
計　　　 感　　　 値

石　質 出　 土　 地　 点 備　　　　　　 考
長さ（Qn） 幅（cm ） 厚さ（q n） 重量（g ）

2云 石　　 鍍 1．8 1．3 0．5 0．53 黒曜石 覆土中 Q 38

23 砥　　 石 （5．1） （2．8） （1．5） （36） 凝灰岩 覆土下層 Q 39

第帽号住居跡（第89図）

位置　調査1区南部，G6e8区。

規模と平面形　長軸8。00m，短軸6。84mの長方形。

主軸方向　N－550－E

壁　壁高は25～46cmで，ほぼ外傾して立ち上がる。

床　全体的に平担で，あまり踏み固められていない。

ピーy睦　2か所。Pl，P2は径30cmはどの円形，深さ30cmほどである。性格は不明である。

覆土　4層からなる人為堆積である。

土居解説
1　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック微量
2　黒褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量

3　褐　　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量
4　褐　　色　ローム粒子多量

遺物　土師器片845点，土製品6点，石器◎石製品6点及び混入した縄文土器片4点が出土している。1の土

師器杯，2，3，10の土師器椀が西コーナー付近覆土上層から，4～9の土師器高埠が北コーナー付近覆土

上層から，Ⅲの土師器賓が西コーナー付近覆土下層から，12の土師器聾が南コーナー付近覆土上層から，13

の土師器聾が西コーナー覆土上層から，14の土玉が南コーナー覆土下層から，15の土玉が北コーナー覆土上
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第8図　第帽号住居跡実測図



層から，蟻の土玉が西コ…ナー付近床面直上からタ膵の臼玉が中央部覆土中層から，温8の砥石が南東壁際覆

土中層から，それぞれ出土している。

所農　本跡は，雛温号住居跡と重複はしていないが，本跡が廃絶された後に第m号住居跡が構築されたと考え

られる。時期は住居跡の形態や出土遺物から古墳時代中期と考えられる。

第且2号住居跡出土遺物観察表

図版番号極 種 恒 纏（cm ）
器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第90図 塔 A は6．4］ 底部から口緑部にかけての破片い乎 体部内 ◎外面赤彩。底部へラ削り。 砂粒 ・スコリア P 130
1 土 師 器 B　 5．1 底。体部は内攣気味に外傾して立ち 内 e外面ともに磨滅著しく調整不明

0
橙色 30％　 北コーナー

C　 3．2 上がり，口縁部に至る。 普通 ！
付近覆土上層

2

椀 A ll．9 体部から日録部にかけての破片。体 口縁部内・外面横ナデ。休部外面へ 砂粒・長石・石英 P 132
土 師 器 B （9．0） 部は球形を皇し，口緑部は外傾する。ラ削り。体部内面へラナデ。 鈍い橙色

普通
50‰　 西コーナ付

近覆土上層

3

椀 A は1．5］ 底部から口縁部にかけての破片。平 口緑部内 ・外面横ナデ。休部外面へ 砂粗 ・雲母 ・パミス P 131
土 師 器 B　 6．6 底。体部は内攣 して立ち上がり，口 ラ削り。体部内面へラナデ。底部へ 橙色 50％

C 「4．8］ 緑部はやや外債する。ロ縁部と体部

との境に稜をもっ。
ラ削り。内砂外面赤彩。 普通 西コーナー付近首

土上層

4

高　　 年 A は7．車 林部から口緑部にかけての破片。年 口縁部内・外面横ナデ。年部外面へ 砂粒・雲母。パミス P 134
土 師 器 B （6．9） 部は外反して立ち上がり，口緑部は ラ削り．年部内面へラナデ。内 ・外 赤色 甜％，北コーナー

外反する。埠部下位に段をもっ。 面赤彩。 普通 付近音土上層

5

高　　 埠 A は7．8］ 林部から口縁部にかけての破片。杯 埠部外面へラナデ。埠部内面へラ磨

き。
砂粒 ・雲母 ・パミス P 135

土 師 器 B （6．8） 部は外傾 して立ち上がり，口縁部に 橙色 町‰　 北コーナー
至る。塔部中位に稜をもっ。 普通 付近覆土上層

6

高　　 年

土 師 器
i

A 白6．2］

B （6．9）
i

林部から口縁部にかけての破片。林
部は外反して立ち上がり，口縁部は

口縁部は外反する。杯部内e外面へ

！ラ磨き0

砂粒・雲母 ・バミス
黄橙色

P 136
鋤‰　 北コーナ

外反する。杯部下位に段をもっ。 普通 ー付近音土上層

7

高　　 年　 A 「15 ．6］ 杯部から口緑部にかけての破片。杯 口緑部内 e外面横ナデ。埠部外面へ 砂粒・雲母eパミス P 138
土 師 器　 B （6．5） 部は外傾して立ち上がり，口縁部に ラナデ。埠部内面へラ磨き。 橙色 40‰　 北コーナー

至る。 普通 覆土上層

8

高　　 塚

土 師 器

A ［16 滴］ 杯部か ら口縁部にかけての破片。埠 口縁部内 ・外面横ナデ。杯部外面へ 砂粒 ・雲母 P 139
B （6滴） 部は内攣気味に外傾して立ち上がり ラナデ。杯部内面磨滅著 しく調整不

明。
鈍い黄橙色 10％，北コーナー

ロ緑部に至る。 普通 付近覆土上層

9

高　　 杯 D 15 ．0 裾部から脚部にかけての破片。脚部 脚部外面へラ磨き。裾部内面へラナ 砂粒e長石e雲母 P 141
土 師 器 E （7。0） は中空で，裾部はラッパ状に開く。 デ。裾部外面へラ磨き。外面赤彩。 鈍い橙色

普通
40％，北コーナー
付近覆土上層

10

11

12

13

聾 A 「15 ．7］ 体部上位から口縁部にかけての破片。ロ縁部内 ・外面横ナデ。口緑部に粘 砂粒 ・雲母 P 133
土 師 器

饗

B （6．3）

l

A ［23．2］

休部は内攣 して立ち上がり，口縁部

は外債する。
土紐を巡らす。体部内面へラナデ。 橙色 10‰　 西コーナー

口緑部内・外面横ナデ。体部内 。外

普通 付近覆土上層

休部上位から口縁部にかけての破片。 砂粒・スコリア P 143
土 師 器

聾

B （6．7）

A 「22 ．8］

休部は内攣して立ち上がり，口緑部

は外反する。
面へラナデ。 橙色 10‰　 西コーナー

口縁部内 ・外面横ナデ。体部内面へ

普通 付近覆土上下層

体部上位から口縁部にかけての破片。 砂粒・雲母・スコリ P 144
土 師 器

饗

B （5．5）

B （24．6）

体部は内攣 して立ち上がり，日録部

は外反する。
ラナデ。 ア，橙色 5‰　 南コーナー

普通 付近覆土上層

底部から体部にかけての破片。平底。体部外面へラ削り。体部内面へラナ 砂粒 ・長石 ・雲母 P 145　50％　 体
土 師 器 C　 4．4 体部は内攣して立ち上がる。 デ。体部に輸黄み痕。底部へラ削り。鈍い橙色 事　　　　　　　　，部外面煤付着，西

普通 コーナー覆土上層

図版 番号 種　 別
計　　　　　 測　　　　　 値 巨 土 地 点

備　　　　　　 考
長さ（q n ） 幅 （c m ） 厚さ（q n ） 孔径（αn） 重量 （g ）

14 土　　 玉 2．8 2．9 2 ．5 0 ．6 19 南コーナー覆土下層 D P 12

15 土　　 玉 2 ．5 2．4 2 ．1 0．6 12 北コーナー覆土上層 D P lO

16 土　　 玉 2 ．5 2 ．5 2 ．8 0 ・中 17 西コーナー付近床面直上 D P ll
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夢臓号住居跡　第飢図）

位置　調査且区中央部，ぎ6e3区。

親機と平面形　長軸。盟m　短軸。柑mの方形。

主軸方向　N－500－W

壁　壁高は45～5読mで　はぼ外儀して立ち上がる。

壁満　幅　～摘cm　深さ5cmほどである。断面形はU字形である。ほぼ全局している。

床　全体的に平担で，中央部が踏み固められている。床面全体に炭化相と焼土が確認されている。

炉　盟か所。炉且は中央から北西寄りに確認されている○平面形は長径55cm，短径触mの楕円形を室し，床

面の掘りくぼみはない。炉2は炉且の南側に隣接して確認されている。長径85cm夕短径触mの楕円形を室

しタ　床面の掘りくぼみはない。

ぼ亀捕　3か所（Pl～㌘3）。Plは径35cmの門乳深さ35cmであるo P2は長和5cm，短径25cmの楕円軌

深さ欝cmである。Pは長径蝕m　短径挽mの楕円乳深さ霊cmである。性格は不明である。

貯蔵究　東コーナーに付設されている。長径65cm，短径55cmの楕円形で，深さ馳mである。断面形はU字形

をしている。

貯蔵穴土層解説
1暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量
2　極暗褐色　ローム粒子。炭化粒子。炭化物・炭化材中量，ローム小ブロック少量
3　暗褐色　ローム粒子多量
4　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小中大ブロック少量

鷺蓋　6層からなる人為堆積である。

土層解説

1黒　褐　色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量
2　暗　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・焼土粒子。炭化粒子微量

3　暗　褐　色　ローム粒子多量，ローム小中ブロック中量，ローム大ブロック。炭化物少量，焼土粒子。焼土中ブロック微量
4　極暗褐色　ローム粒子少量，ローム小中ブロック。焼土中ブロック微量
5　褐　　　色　ローム粒子多量

6　鈍い赤褐色　ローム粒子。ローム小ブロックe炭化物中量，焼土粒子。焼土中ブロック多量

遺物　土師器購且4意が出土している。の土師器高恥　の土師器軌はの土師器甑が北コーナー付近覆土

下層からタ　2の土師器高埠が東コーナー付近覆土下層からタ　3の土師器高塔，4の土師器相が北西部覆土下

層から，5の土師器増が北コーナー覆土下層から，了の土師器増が北西部覆土下層から，8の土師器増が中

央部覆土下層から，9の土師器壷が東部覆土上層及び東コーナー覆土下層から，且のの土師器壷が東コーナー

床面直上から，Ⅲの土師器賓が北西壁際覆土下層から，それぞれ出土している。

所農　本跡は，床面全体に炭化材と焼土が確認されていることから焼失家屋と考えられる。時期は住居跡の形

態や出土遺物から古墳時代中期と考えられる。
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第91図　第13号住居跡・炭化材出土状況実測図
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第盤図　第椅号住居跡建立遺物実測囲

第13号住居跡出土遺物観察表

I

＼『立主監考2
］

10cjm』

図版番号器　種計測値（cm） 器形の特徴 手法の特徴 胎土e色調e焼成 備　　考

第92図高　　杯A19．1 脚部一部欠損。裾部はラッパ状に開口縁部内◎外面横ナデ。杯部内面へ砂粒◎長石e雲母P150
1 土師器B14．2 く。脚部は中空で膨らみをもっ。埠ラ磨き。杯部外面へラナデ。杯部外鈍い橙色 釦％
Dll．5 部下位に稜をもち，杯部は外傾して面下位へラ削り。脚部外面へラナデ。普通 二次焼成　北コー
E　8．2 立ち上がる。 脚部内面巻き上げ痕。裾部外面横ナ

＿一〇フ‾○

I
ナ－付近覆土下層
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妄号 器　 種 計測値（cm ） 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎 土 ・色調 ・焼成

図 高　　 杯 A ．18．8 杯部片。杯部は外傾 して立 ち上が り 口緑部内 e外面横 ナデ。杯部外面へ 長石 ・雲母 ・パミス

土 師 器 ．B （7．4） 口緑部はわずかに外反す る。 ラナデ。埠部 内面ナデ。 鈍い黄褐色

普通

高　　 埠 B （9 ．4） 脚部片。裾部 はラ ッパ状に開 く。脚 脚部外面 へラナデ。脚部 内面巻 き上 砂粒 e 雲母 もスコリ

土 師 器 D ［11．8］

E （7 ．5）

部は中空で膨 らみ をもっ。 げ痕。裾部 内 ◎外面横ナデ。 ア，橙色

普通

増 Å［13 ．0］ 口緑部欠損。平底。体部は内攣 して 口緑部 内 ◎外面横ナデ。体部外面へ 砂粒 ・長石 ・雲母

土 師 器 B 15 ．0 立ち上が り， 日録部は外債す る。 ラナデ。体部内面磨滅著 しく調整不 鈍い黄橙色

C　 3 ．0 明。体部外面へラ削 り。 普通

柑 A 「7 ．9］ ロ緑部 欠損。平底。体部 は球形 を皇 口緑部 内 e 外面横ナデ。 口縁部外面 砂粒 e雲母

土 師 器 B　 9．0 し， 口縁部は外傾する。 下位へ ラ削 り。体部外面へラ削 り。 鈍い橙色

C　 3．8 底部へ ラ削 り。 普通

柑 A lO．4 丸底。体部は内攣 して立 ち上が り， ロ縁部内 e 外面横 ナデ。体部外面へ 砂粒 6石英 e雲母 e

土 師 器 B ll．0 口縁部 は外傾する。 ラ削 り。体部 内面輪積み痕。底部へ

ラ削 り。内 ◎外面赤彩。

パミス，橙色

普通

塘 A　 9 ．0 口緑部一部欠損。平底。体部は球形 口緑部上位 内 ◎外面横ナデ。下位へ 砂粒 e雲母 e パミス

土 師 器 B　 9 ．8 を室 し， 口緑部 は外傾す る。 ラナデ。体部外面へ ラ削 り。底部へ 鈍い橙色

C　 3 ．9 ラ削 り。 ・普通

柑 A　 9 ．4 平底。体部は球形 を皇 し， 口緑部は 日録部 内 ◎外面横ナデ。 口縁部外面 砂粒 ◎雲母，内面鈍

土 師 器 B　 9 ．0 外傾す る。 下位 へラナデ。体部外面へ ラ削 り。 い赤褐色 e外面鈍い

C　 3 ．7 底部へ ラ削 り。 褐色，普通

－＝量ご・雲互 A 18 ．6 口緑部片。複合 口緑で，外債 して立 口緑部 内 ◎外面横ナデ。 ロ縁部内面 砂粒 ・雲母 ・パ ミス

土 師 器 B （6 ．9） ち上が り，日録部上位でさ らに外反

して開 く。 口縁部中位に段 をもつ。

下位 へラナデ。 鈍い橙色

普通

備　　考

P151

50‰　東コーナー

付近覆土下層

P160，65‰　二
次焼成，北コーナ
ー覆土下層

P156

95‰　北コーナー

付近覆土下層

P158

95‰　二次焼成

北西部覆土下層

P159

鋤％，二次焼成
中央部覆土下層

P161，25％

二次焼成・東コー
ナー覆土下層

B （lL 9 ） 体部 片 。 体 部 は 内 攣 気 味 に立 ち上 が 体 部 内 ◎外 面 へ ラ磨 き。 砂粒 ・雲母

る。 橙色

普通

饗 B （ 3 ．6 ） 底 部 片 。 平 底 。 突 出 した 底 部 で 中 央 内 e 外 面 へ ラ ナ デ。 底 部 へ ラ 削 り。 砂粒 ・雲母

土 師 器 C　 5 ．8 が凹 む 。 鈍 い赤橙色

普通

甑

土 師 器

B （3 ．6 ）

C　 5 ．8

底 部 片 。 単 孔 式。 外 面 へ ラ 削 り。 内面 へ ラ ナ デ。 砂粒 e 石英 ゆ雲母

橙色

普通

P162

5％，東コーナー

床面直上

P164

10％，二次焼成
北西壁際覆土下層

P165，10％

北コーナー付近覆
土下層

第摘号住居跡（第93図）

位置　調査1区西部，G6dl区。

規模と平面形　長軸3．98m，短軸3．10mの長方形。

童軸方向　N－470－E

壁　壁高は10～50cmで，ほぼ外債して立ち上がる。

床　全体的に平担で，あまり踏み固められていない。

竜　北東壁東コーナー寄りに付設されている。規模は長さ110cm，幅115cmである。袖部は砂まじりの粘土で

構築されている。火床部は不定形で掘りくぼめられていない。

竃土層解説

1　暗赤褐色　ローム小ブロック。炭化物少量，焼土粒子中量，山砂少量
2　暗赤褐色　廃土粒子◎焼土中ブロック中量，焼土中ブロック少量
3　暗赤褐色　廃土粒子中量，焼土中ブロックe炭化物微量
4　暗赤褐色　焼土粒子少量，廃土小ブロック。炭化粒子微量，山砂少量
5　極暗赤褐色　ローム粒子◎焼土粒子e廃土大ブロックe炭化粒子少量

だty卜　5か所（Pl～P5）。Plは長径20cm，短径15cmの楕円形，深さ24cmである。P2は径20cm円形，深

さ38cmである。P3は長径25cm，短径20cmの楕円形，深さ48cmである。P4は長径25cm，短径20cmの楕円

形，深さは50cmである。Pl～P4は位置から主柱穴と考えられる。P5は径25cmの円形，深さは46cmである。

出入り口の施設にともなうピットであると考えられる。
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覆土　2層からなる自然堆積である。

土層解説
1　極暗褐色　ローム粒子・ローム小中大ブロック中量
2　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小中大ブロック少量

遺物　土師器片61点が出土している。遺物のほとんどが竜周辺及び北東部から南東部にかけて出土している。

1の土師器杯が北東部覆土中層から，2の土師器杯が北東部覆土中下層から，3の土師器杯，8の土師器聾，

10の土師器甑が南東部覆土下層から，4の土師器杯が竜覆土上層から，5の土師器椀が南東部床面直上から，

6の土師器賓が竃覆土下層から，7の土師器賓が竜付近床面直上及び竃周辺覆土下層から，9の土師器賓が

北部覆土下層から，11の土師器手捏土器が北コーナー付近覆土下層からそれぞれ出土している。

所見　時期は，住居跡の形態や出土遺物から古墳時代後期と考えられる。

闇‖
第94図　第14号住居跡出土遺物実測図（り

第14号住居跡出土遺物観察表

図版番 目 器　 種 計測値（cm ） 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第9 4図 杯 A 15 ．8 丸底。休部は内堵気味に外傾 して立 口縁部内 ・外面横ナデ。体部 内面へ 砂粒 ・スコリア P 166，1（氾％，内

1 土 師 器 B　 4 ．5 ち上がり， 日録部は直立す る。 ラ磨 き。 鈍い黄橙色

普通

面剥離，底部へラ

記号，北東部覆土

中層

2

杯 A 13 ．4 丸底。休部は内堵気味に外傾 して立 口縁部内 ・外面横ナデ。休部 内面へ 砂粒 ・雲母 ・スコリ P 167

土 師 器 B　 4．2 ち上が り， ロ縁部は直立す る。 ラナデ。休部外面へ ラ削 り。底部へ ア

橙色

普通

9 5％， ロ縁部下位

ラ削 り。内 ・外面黒 色処理。 に籾殻痕，北東部

覆土中 ・下層

3

杯 A 1 3．5 丸底。休部は内堵気味 に外債 して立 口縁部内 ・外面横 ナデ。体部外面へ 砂粒 ・雲母 ・スコリ P 168

土 師 器 B　 4．7 ち上が り， ロ縁部 は直立す る。 ロ縁 ラ削 り。 ア，鈍い橙色 9 5％

部 と休部 との境 に明瞭 な稜を もつ。 普通 南東部覆土下層

4

杯 A ［14 ．6］ 丸底。休部は内彗気味 に外傾 して立 休部外面輪積み痕。 内 ・外面 ともに 砂粒 ・雲母 ・パミス P 169

土 師 器 B　 4 ．2 ち上が り，口縁部 に至 る。 磨滅著 しく調整不 明。 鈍い黄橙色

普通

駈％

寵覆土上層

5

椀 A ［12 ．5］ 平底。体部は内増 して立ち上が り， 口縁部 内 ・外面横ナデ。内 ・外面と 砂粒 ・石英 ・雲母 ・ P 170

土 師 器 B　 9 ．6 日録部はわずか に外反する。 ロ縁部 もに磨滅著 しく調整不明。内 ・外面 スコリア，鈍い黄橙 ㊥％，底部木葉痕

C　 6 ．4 と休部との境 に明瞭 な稜をもつ。 黒色処理。 色，普通 南東部床面直上

第9 5図 要 A　2 0 ．7 平底。休部は 内増 して立ち上が り， ロ縁部 内 ・外面横ナデ。休部外面中 砂粒 ・石英 ・雲母 ・ P 171

6 土 師 器 B　3 6 ．4 ロ縁部は外反す る。 位 より下位 にかけてへラ磨き。底部 スコリア，鈍い橙色 粥％

C　 7 ．9 ヘラ削 り。 普通 寵覆土下層
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第95図　第14号住居跡出土遺物実測図（2）

0　　　　　　　　　　　　　10cm

！　　　；　　　！

図版番口器　種計測値（qn） 器形の特徴 手法の特徴 胎土・色調・焼成備　　考

第95図要A［30．4］底部から口緑部にかけての破片。平ロ縁部内・外面横ナデ。休部外面中砂粒・石英・雲母P172，諭％，籠
7 土師器B　38．6底。休部は内増して立ち上がり，口位より下位にかけてへラ磨き。底部鈍い橙色 付近床面直上及び
C［8．8］縁部は外反する。 ヘラ磨き。 普通 篭周辺覆土下層

8

襲B（20．4）底部から休部にかけての破片。平底。休部外面中位より下位にかけてへラ砂粒・雲母 P174，卸％，体
土師器C　8．0休部は内増して立ち上がる。 磨き。内面磨滅著しく調整不明。鈍い赤褐色

普通

部外面煤付着，南

東部覆土下層
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図版番号 器　 種 計測値Ccm ） 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎 土 ・色講巨 焼成 備　　 考

第95 図 饗 B （18 。3） 底部か ら体部にかけての破片。平底。休部内面輸積み痕。内 ◎外面磨滅著 砂粒 ・長石 ・雲母 P 17 3　40％　 体
9 土 師 器 C　 9 ．3 休部は内攣 して立 ち上が る。 しく調整不 明。 鈍い橙色

普通

！　　　　　　　I部外面煤付着，北

東部覆土下層

甑 Å　25 ．2 無底式。体部 は内攣気味に立ち上が 口緑部 内 ・外面横ナデ。体部外面へ 砂粒 。石英 。雲母 ・ P 175，95％　 体
10 土 師 器 B　21 ．5

C　 9．6

り，日録部 は外反す る。

！

ラ削り。体部内面へラナデ。 スコリア，鈍い橙色

普通

，部外面籾殻痕，南

東部覆土下層

第94 図 手　　 捏 Å「5．4］ 底部か ら日録部にかけての破片。丸 体部内 ・外面ナデ。 砂粒 ・雲母 ・バミス P 17 6　55％　 口
且且 土 師 器 B　 2．7 底。休部は内攣 して立 ち上が り， 口 橙色 ，　　　　　　　，縁部外面指頭痕

緑部に至る． 普通 北コーナー付近覆

土下層

第帽号住居跡（第96図）

位置　調査　区北中央部，E酎区。

規模藍平面形　長軸。墟m　短軸。飢mの長方形。

主軸方向　N－360－E

壁　壁高は翻～爛cmで　はぼ外傾して立ち上がる。

床　全体的に平担で，床全体が硬化している。

ぼ毯細　Piは長径肋m，短径3馳mの楕円艶深さ盟cmである。性格は不明である。

者達　4層からなる自然堆横である。

土層解説

1暗褐色　ローーム粒子。ローム小ブロック中量，ロー一一ム中プロ、ソク少量

2　黒褐色　ローーム粒子中量，ローlム小中ブロック少量

3　褐　色　ローム粒子多量，ローム小中プロ、ソク中量，U－1ム大ブロック。炭化材微量

∠1褐　色　ローム粒子多量，ローム小プロ、ソク中量，ローム中ブロック・炭化粒子微量

遺物　土師器購温点及び混入した縄文土器片息点が出土している0遺物が少なく，そのほとんどが小破片で，

尋　　　圃1

第妬図　第帽号住居跡実測図
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復元不可能である。1の土師器椀，2の土師器ミ

ニチュア土器が覆土中から出土している。

所見　本跡の時期を決定する遺物が少ない。また本

跡は第18号住居跡に隣接しているので，何らかの
0　　　　　　　5cm

し　　」

関係が考えられる0本跡の性格は，床面が全面硬　第97図　第15号住居跡出土遺物実測図

化し，ピットもあることから，生活の場として何

らかの利用があったものと考えられるので，住居として利用されていたと思われる。時期は，住居跡の形態

や出土遺物，第18号住居跡との関係から古墳時代後期と考えられる。

第15号住居跡出土遺物観察表
図版番可 器　 種 計測値（cm ） 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 l胎土 ・色調 ・焼成

砂粒 ・パ ミス

I 備　 考

P 177
第 9 7図 椀 A ［ 8．6］ 休部か ら口綾部 にか けての破片。体 ロ縁部内 ・外面横ナデ。休部外面へ
1 土 師 器 B （3．0） 部は内増 して立 ち上が り， 口縁部は

外反する。
ラ削 り。休部 内面横ナデ。内 ・外面 黒褐色 5 ％

黒色処理。 普通 覆土中

2

ミニチュ乃羞 A　 5 ．6 休部か らロ縁部にかけての破片。体 口縁部 内 ・外面横ナデ。休部外面へ 砂粒 P 17 8
土 師 器 B （3 ．3） 部はわずかに内増 して立ち上が り，

口綾部は直立する。

ラ削り。休部内面へ ラナデ。 黒褐色

普通
測％

覆土中

第15号住居跡（第98図）

位置　調査1区中央部，E6j3区。

重複関係　本跡は第3号溝によって掘り込まれていることから，第3号溝より古い。

規模と平面形　現存する床面から，長軸［4．74］m，短軸［4．42］mの方形。

主軸方向　N－250－E

塵　壁高は25～33cmで，はぼ外傾して立ち上がる。

炉撹乱のため，平面形と土層が確認できない0中央部の焼土が炉の撹乱されたものと思われる。

床　住居跡全体が如しを受けているた軌硬化面が確認できない。

覆土　6層からなる人為堆積である。
土層解説

1暗褐色　ローム粒子・ローム小中ブロック多量

2　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小中ブロック少量，焼土小ブロック微量

3　褐　色　ローム粒子多量・ローム小ブロック少鼠ローム中ブロック・焼土粒子・焼土小中ブロック中量
4　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，焼土粒子微量
5　褐　色　ローム粒子多量，ローム小中ブロック少量

6　極暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，ローム中ブロック微量

遺物　土師器片255点及び混入した縄文土器片2点が出土している0遺物のほとんどが破片で復元・実測が不

可能である。1の土師器高年が北東壁際覆土上層から・2の土師器相が西コーナー付近覆土上・下層から，

3の土師器壷が東コーナー付近覆土上層から，4の土師器聾が北部覆土中からそれぞれ出土している。

所見　時期は，住居跡の形態や出土遺物から古墳時代中期と考えられる。
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欝鯛園　第帽号住居跡窯測聞

l二‥二日二＿∴二二‥‾ll‾二二．

第鱒図　第帽常住腰砂田蓋遺物実測園
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第且6号住居跡出土遺物観察表
図版番可 器　 種 計測値（cm ） 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第99図 高　　 埠 B （7 ．9） 脚部か ら埠部下位にかけての破片。 埠部外面へラ削り。杯部内面へラナ 砂粒 ・石英 ・雲母 ・ P 179

1 土 師 器 E （5 ．5） 脚部 は膨 らみをもち，杯部 は内攣気 デ。脚部外面 へラ磨 き。脚部 内面巻 パ ミス，鈍い橙色 50‰　 北東壁際覆

味に外傾 して立ち上がる。 き上げ痕。 普通 土上層

2

柑 A ［14 ．4］ 底部か ら口縁 部にかけての破片。突 口緑部外面へ ラ磨 き。 ロ緑部 内面横 砂粒 ・石英 ・雲母 ・ P 180
土 I師 器 B 14 ．4 出した平底。 体部 は球形 を室 し， 口 ナデ。体部外面へ ラ削 り。体部 内面 パ ミス，鈍い橙色 40‰　 西コーナー

C　 5 ．6 綾部は外傾す る。 ナデ。底部へ ラ削 り。 普通 付近覆土上 e下層

3

＝量ご竺E A 「13 ．0］ 体部か ら口緑部 にかけ ての破片。体 口縁部 内 ◎外面横ナデ。 口緑部内面 砂粒 。長石 P 181
土 師 器 B （11 ．0） 部は内攣 して立 ち上が り， 口縁部は 下位 ナデ。体部外面へ ラ削 り。 鈍い橙色 25‰　 東コーナー

外債す る。 普通 付近覆土上層

4

饗

土 師 器

A ［14 ．8］

B （3 ．4）

口縁部片。 ロ縁部は外反する。 日経部 内 ◎外面横 ナデ。 砂粒 ・雲母 ・バ ミス

鈍い黄橙色

普通

P 182

5 ％

北部覆土中

第膵号住居跡（第且脚図）

位置　調査1区中央部，E6h2区。

重複関係　本跡は第3号溝によって掘り込まれていることから，第3号溝より古い。

規模と平面形　長軸7．77m，短軸7．51mの方形。

主軸方向　N－120－E

壁　壁高は251～32cmで，ほぼ外傾して立ち上がる。

床　住居跡全体が第3号溝及び配水管工事による撹乱を受け，床の硬化面を確認できない。

覆土　7層からなる人為堆積である。

土層解説

1黒褐色　ローム粒子・ローム中ブロック中量，ローム小ブロック多量，焼土粒子微量
2　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小中大ブロック少量
3　暗褐色　ローム粒子◎ローム大ブロック中量，ローム小ブロック少量
4　褐　　色　ローム粒子多量，ローム中ブロック少量
5　褐　　色　ローム粒子多量，炭化物少量

6　黒褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロックe焼土粒子◎炭化粒子少量
7　暗褐色　ローム粒子◎ローム小ブロック中量，ローム大ブロック◎炭化物少量

遺物　土師器片439点，石器◎石製品5点が出土している。遺物のほとんどが撹乱のため，覆土上層から確認

されている。1の土師器吼　2の土師器鉢，5の土師器札　了の土師器壷が北東コーナー付近覆土上層から，

3の土師器高塔，6，8の土師器壷が南西コーナー付近覆土上層から，4の土師器壷，9の土師器甑10の

細石刃が覆土中から，Ⅲの勾玉が南東部覆土下層からそれぞれ出土している。

新風　時期は，住居跡の形態や出土遺物から古墳時代中期と考えられる。

第且7号住居跡出土遺物観察衰
図版香車 器　 種 計測値（cm ） 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎 土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第10 1図 杯 A ［16 ．8］ 体部上位か ら口縁部 にかけての破片。口緑部 内 e 外面横 ナデ。体部外面へ 砂粒 ・雲母 ・スコリ P 185

1 土 師 器 B （4 ．0） 体部は内攣気味に外債 して立 ち上が ラ削 り。体部内面横 ナデ。 ア，橙色 5 ％，北東コーナ
り， 日録部に至る。 普通 ー付近覆土上層

2

鉢 A ［24 ．6］・体部か ら口緑部 にか けての破片。体 口縁部外面ナデ。 口緑部内面横ナデ。 砂粒 ・石英 ・雲母 ・ P 18 6
土 師 器 B （10 ．5） 部は内攣気味に立 ち上が り， 口縁部 体部内 ◎外面へラナデ。 スコリア，橙色 10‰　 北東 コーナ

に至 る。 日録部 は折 り返 し口緑。 普通 ー付近覆土上層

3

高　　 杯 E （9 ．．2） 脚部片。裾部 はラ ッパ状に開 く。脚 脚部外面 へラ磨 き。脚部内面巻 き上 スコリア e石英 e雲 P 188
土 師 器 部は膨 らみ をもっ。 げ痕。裾部外面へ ラナデ。外面赤彩。母，橙色

普通

20‰　 南西 コーナ

ー覆土上層

4

・＝k．望E A ［2 4．0］ 口縁部片。 口縁部は内攣 し，上位で 口緑部 内 e 外面横ナデ後 へラ磨 き。 砂粒 ・雲母 ・パミス P 193
土 師 器 B （6 ．6） 屈 曲 し水平に開 く。 鈍い橙色

普通

5 ％

覆土中
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鉾柑田園　第膵等・住居跡実測図
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「「∴∴
欝柑図　第膵号住居跡出立遺物実測図

図版番可 器　 種 計測値（cm ） 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第10 1図 柑 B （9 ．7） 体部か ら口緑部にか けての破片。体 口緑部外面へラナデ。 口縁部内面横 砂粒 e 雲母 P 18 9，20％　 体
5 土 師 器 部は球形を呈 し， 口緑部は外傾する。ナデ。体部外面へ ラ磨 き。内 ◎外面 鈍い赤褐色 I

部内面剣艶　 二次
赤彩。 普通 焼成，北東 コーナ

付近覆土上層

6

こことr竺E A ［2 6．8］ 口縁部片。複合 口縁七，直立 して立 口緑部 内 e外面横ナデ。 砂粒 ◎長石 eパ ミス P 191
土 師 器 B （8．1） ち上が り， 口緑端部でさ らに外反 し 明赤褐色 10‰　 南西コーナ

て開く。 口緑部中位 に段 をもっ。 普通 ー覆土上層

7

＝量ニ・竺E A ［20 溜］ 口縁部片。複合口緑で，外反 して開 口縁部上位内 ◎外面横 ナデ。 口緑部 砂粒 ・雲母 ・スコリ P 192， 20％，口
土 師 器 B （6 ．6） く。 内 e 外面下位へラナデ。頸部外面上 ア，明赤褐色 緑部内面砥石転用

位に 4 本の沈線 を施 し， 口縁部下位

に円形浮文を貼 り付けている。

普通 痕，北東 コーナー

付近覆土上層
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図版番 号 器　 種 計測値（cm ） 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土 ・色調 ・焼 成 備　　 考

第101図 ＝士ご覧E Å［12 ．4］ 体部か ら口緑部 にかけての破片。体 口緑部外面へ ラ削 り。内 e 外面 とも 砂粒 ・雲母 P 19 0

8 土 師 器 B （12 ．6） 部は内攣 して立 ち上が り， 日録部 は に磨滅著 しくそ の他の調整不明。 橙色 15％，南西コーナ

外反 し， ロ緑端部で直立する。 普通 ー覆土上層

9

甑 B （4 ．6） 底部か ら体部下位 にかけての破片。 体部外面ナデ。体部内面へラナデ。 砂粒 ・石英 ・雲母 P 195

土 師 器 C ［4 ．4］ 単孔式。体部 は内攣気味に立 ち上が 橙色 5 ％

る。 普通 覆土中

図版番号i 種 別
計　　　　　 測　　　　　 値

巨 V質

出　土　地　点 備　　　　　 考
長さ（αn） 幅（cm ） 厚さ（銭n） 孔径（m ） 重量（g ）

10 細 石 刃 （1．65） （0．85） （0．15） － （0．2） チャート 覆土中 Q 15

11 勾　　 玉 1．3 － 0．3 1．8 0．4 滑　 石 南東部覆土下層 Q 18

第柑号住居跡（第且の2◎且03図）

位置　調査1区中央部，E6e3区。

規模と平面形　長軸6．79m，短軸6．70mの方形。

主軸方向　N－340－W

壁　壁高は70、80cmで，ほぼ外傾して立ち上がる。西コーナー付近の壁は配水管工事により確認できない。

壁溝　幅10、・15cm，深さ5cmほどである。断面形はU字形である。ほぼ全周している。

床　全体的に平坦で，竃の周辺及び中央部が踏み固められている。

竃　北西壁中央部を壁外へ約25cmはど掘り込み，付設されている。規模は長さ180cm，幅120cmである。両袖

部とも砂まじりの粘土で構築されている。竃の火床部から貝の小片を含む灰が出土している。

塵土層解説
1　褐　　　色　ローム粒子多量，焼土粒子・山砂・小石少量

2　暗　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム中ブロック◎焼土粒子◎廃土中大ブロックe山砂少量
3　暗赤褐色　ローム粒子多量，ローム大ブロック◎焼土中ブロック◎山砂◎小石少量
4　鈍い赤褐色　廃土粒子◎焼土中ブロック◎山砂少量
5　鈍い赤褐色　焼土小犬ブロック◎山砂少量

6　鈍い褐色　焼土粒子◎焼土中プロッ′ク少量，山砂多量
7　赤　褐　色　焼土粒子e焼土中中大ブロック多量

8　黒　褐　色　ローム粒子e焼土粒子少量，焼土中ブロック◎炭化粒子微量，山砂少量
9　鈍い赤褐色　焼土粒子◎山砂少量
10　暗赤褐色　廃土粒子e焼土小犬ブロック中量，焼土中ブロックe山砂少量
は　灰　白　色　灰

ピット　6か所。Pl、P3は径50cmはどの円形，深さ33～44cmである。P4は長径60cm，短径50cmの楕円形，

深さ38cmである。Pl～P4は主柱穴と考えられる。P5は長径55cm，短径45cmの楕円形，深さ33cmである。

P6は径45cmの円形で，深さ33cmである。P5，P6は出入り口施設にともなうピットであると考えられる。

貯蔵穴　北西壁下，北コーナー寄りにある。長軸70cm，短軸45cmの長方形で，深さ61cmである。断面形はU

字形であり，底面は平坦で，壁は外傾して立ち上がる。

貯蔵穴土層解説
1　黒褐色　ローム粒子中量，焼土粒子◎炭化粒子微量
2　極暗褐色　ローム粒子eローム小中ブロック中量，ローム大ブロック少量

3　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小中大ブロック少量
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第102図　第18号住居跡実測図
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覆土12層からなる自然堆積である。

土層解説
1　黒　褐　色　ローム粒子・ローム小ブロック少量
2　極暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，焼土粒子微量

3　暗　褐　色　ローム粒子・ローム小ブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量
4　黒　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，廃土粒子・廃土小ブロック・炭化粒子微量
5　褐　　　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量
6　褐　　　色　ローム粒子・ローム小ブロック多量，ローム中ブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量

7　暗　褐　色　ローム粒子・ローム小プロッタ中量，ローム中ブロック・焼土粒子微量
8　暗　褐　色　ローム粒子・ローム小ブロック多量，ローム中ブロック中量，焼土粒子微量，炭化粒子少量
9　黒　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック微量
10　褐　　　色　ローム粒子・ローム小ブロック多量，焼土粒子微量
11鈍い赤褐色　ローム粒子・ローム小ブロック・炭化粒子・炭化物中量，焼土粒子・焼土小ブロック多量
12　褐　　　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック・焼土粒子中量，焼土小ブロック・炭化物微量

遺物　土師器片383点，須恵器片1点，土製晶3点，石器1点が出土している。遺物のほとんどが住居跡全体

に散乱しており，北西部から南東部に流れ込んだ状況で遺物が出土している。1の土師器杯，8の土師器婆が

中央部覆土下層から，2の土師器杯が竃付近覆土上層及び中央部覆土下層から，3，4，6の土師器杯が東コー

ナー付近覆土下層から，5の土師器杯が北部覆土中層から，7の土師器杯がピット3覆土中から，14の土師

器婆が北部・東部覆土下層から，9の土師器聾が南コーナー付近覆土上層から，10の土師器聾が北部及び東

部覆土中・下層から，11の土師器婆が東コーナー覆土上・中層，北東部覆土下層，中央部覆土下層から，12

の土師器賓が北東部及び東部覆土上・中・下層から，13の土師器饗が中央部床面直上から，15の土師器聾が

北東部及び東部覆土中・下層から，16の土師器聾，21の土玉が北部覆土下層から，17の土師器甑が中央部覆

土下層，北東部覆土下層及び北部覆土下層から，18の土師器甑が中央部・北部・竜付近覆土上・下層から，

19の須恵器高杯が中央部覆土下層から，20の土玉が南西部覆土下層から，22の土製支脚が竃右袖部からそれ

ぞれ出土している。

所見　時期は，住居跡の形態や出土遺物から古墳時代後期と考えられる。

且22．2m　　＝I

第103図　第18号住居跡竃実測図

0　　　　　　　　　　　　　　　1m

l　　　；　　　！
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第且8号住居跡出土遺物観察表

図版番 号 器　 種 計測値（cm ） 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第10 4図 杯 A 14 ．4 丸底。体部は内攣気味に外債 し， ロ 口縁部 内 e外面横ナデ。体部外面へ 砂粒 ・雲母 P 196
1 土 師 器

i

B　 4 ．2 緑部は直立す る。

i

ラ削 り。体部内面横ナデ。底部へラ

l削 れ
橙色

一治コヽ乙首週

95％

⊥　Jl加宙 l　　†　　白Hリ’ノ○ 甲矢部擾工 「層

2

杯 A 白 3 ．2］ 丸底。体部は内攣気味に外傾 し， 口 口緑部 内 0 外面横ナデ。体部内面磨 砂粒 ・スコリア P 197，70‰　 体
土 師 器 B （4．5） 縁部 は直立す る。 滅著 しく調整不明。体部外面へラ削 橙色 部外面傷，竃付近

り後へ ラ磨き。底部へ ラ削 り。 普通 覆土上層及び中央

部覆土下層

3

杯 A ［鼠3 ．6］ 底部か ら口緑部 にかけ ての破片。丸 日録部内 ◎外面横ナデ。体部外面へ 砂粒 ◎雲母 P 198
土 師 器 B　 3 ．9 底。体部は内攣気味 に外傾 して立 ち ラ削 り。休部 内面ナデ。底部へ ラ削 赤色 50％

上が り， 口緑部 は直立する。日録部

と体部との境 に稜を もっ。

り。 普通 東 コーナー付近覆

土下層

4

埠 A 白 2 ．2］ 体部か ら日録部にかけての破片。体 口緑部 内 ◎外面横ナデ。体部外面へ 砂粒 ◎パミス P 199
土 師 器 B （5．3） 部は内攣気味に外債 して立 ち上が り ラ削 り。体部内面へ ラナデ。内 由外 鈍い黄橙色 40％

口緑部 は内傾する。 口緑部 と体部 と

の境 に稜をもっ。

面黒色処理。 普通 東コーナー付近覆

土下層

5

年 A 「14 ．4］ 底部か らロ縁 部にかけ ての破片。丸 日録部内 ◎外面横ナデ。体部外面へ 砂粒 ・石其 ・雲母 P 2（氾
土 師 器 B　 4 ．6 底。体部は内攣気味 に外債 して立 ち ラ削 り。休部 内面横ナデ。内 ・外面 鈍い橙色 30％

上が り， 口緑部 は直立す る。 黒色処理。 普通 北部覆土中層

埠 A は 4 ．4］ 底部か ら口縁部 にかけての破片。丸 日録部 内 ◎外面横ナデ。体部外面へ 砂粒 ・雲母 P 20 1
6 土 師 器 B　 3 ．5 底。体部 は内攣気味に外傾 して立 ち ラ削り。体部内面へラ磨 き。底部へ 黒色 25％，東コーナー

上が り， 日録部は直立す る。 ラ削り。 内 ◎外面黒 色処理。 普通 付近覆土下層

7

杯 A L1 7．2］ 体部か ら口緑部にかけての破片。体 口縁部内 ◎外面横 ナデ。体部外面へ 砂粒 の雲母 eパ ミス P 202
土 師 器 B （4 ．4） 部 は内攣気味に外債 して立ち上が り ラ削 り。内 ・外面黒色処理。 黒色 20％，内面剥離

口縁部は直立する。 普通 P 3覆土中

8

聾 A は4 ．6］ 体部上位か ら口緑部 にかけての破片。 日録部内 ◎外面横ナデ。体部外面へ 砂粒 ・スコリア P 209
土 師 器 B （6 ．4） 休部は内攣 して立 ち上が り， 口緑部 ラ削 り。

I

鈍い黄橙色 15％

は外反する。 口緑部 と体部 との境 に

稜をもっ。

普通 中央部覆土下層！ i Iは外反する。 口緑部 と体部 との境 に

稜をもっ。

！ l 普通 ！中央部覆土下層

9

璽 B （9．9） 底部か ら体部にかけての破片。突出 体部 内面へ ラナデ。体部外面磨滅著 砂粒 ・雲母 ・スコリ P 2 11，20％，体
土 師 器 C　 7．0 した丸底。体部は内攣 して立 ち上が しく調整不明。底部 へラナデ。 ア，赤色 部外面二次焼成，

る。 普通 南コーナー付近覆

土上層

10

饗

土 師 器

A ［21 ．3］

B （7 ．2）

口緑部片。 日録部 は外反する。 口縁部内 e外面横 ナデ。 砂粒 ・長石 ・石英 ・

雲母，浅黄橙色

普通

P 204

5 ‰　 北部 e東部

覆土中 ・下層

1 1

璽 A ［2 4 ．0］ 体部上位か ら口緑部にかけての破片。ロ縁部 内 ⑳外面横ナデ。休部 内面へ 砂粒 ◎長石 ◎石英 ◎ P 208， 10％，東
土 師 器 B （11．0） 休部 は内攣 して立ち上が り， 口縁部 ラナデ。 雲母 ◎スコリア，鈍 コーナー ・北東 ・

は外反す る。 い黄橙色，普通 中央覆土上中下層

12

饗 A　 2 1．6 体部上位か ら口緑部 にか けての破片。語 弊 譜 面横 ナデ0 体部内 ◎外 砂粒 ・雲母 ・パミス P 206
土 師 器 B （10 ．2） 体部 は内攣 して立ち上が り， 口緑部 鈍い橙色 15％

は外反す る。 口縁端部 はややつまみ

上げてい る。
普通 北東部 。東部覆土

上 ・中 ・下層

13

聾 A 「21 ．8］ 口縁部片。 口綾部は外反する。 口縁 日録部内 ◎外面横ナデ。 砂粒 e雲母 P 210
土 師 器 B （7 ．7） 端部はつまみ上げてい る。 橙色

普通

10％

中央部床面直上

14

聾 A　 2 2．8 平底。体部は内攣 して立 ち上が り， 日録部 内 e 外面横ナデ。体部外面中 砂粒 ・石英 ・雲母 ・ P 203
土 師 器 B　 3 3．9 日録部 は外反す る。 位か ら下位 にかけてへラ磨 き。体部 スコリア，鈍い黄橙 85‰　 北部 e東部

C　 8 ．4 内面へ ラナデ。底部 へラ磨 き。 色，普通 覆土下層

第10 5図 賓 A ［32 ．8］ 口縁部片。 ロ縁部 は外反す る。 口縁 口縁部内 e 外面横 ナデ。 砂粒 e 雲母 P 20 5
15 土 師 器 B （3 ．6） 端部はややつまみ上げ てい る。 鈍い橙色

普通

5 ‰　 北東部 e東

部覆土中 e下層

16

饗 A ［18 ．2］ 体部か らロ縁部 にかけての破片。体 口緑部内 ◎外面横ナデ。 口縁部外面 砂粒 e長石 e石英 ◎ P 207
土 師 器 B （2 0 ．2） 部は内攣 して立 ち上が り，口縁部 は 輸黄 み痕。休部 内面へラナデ。体部 雲母 e スコリア，鈍 20％

外反す る。 外面磨滅著 しく調整不明。 い橙色，普通 北部覆土下層

17

甑 Å　24 ．9 無慮式。体部はわずかに内攣 して立 口緑部 内 ◎外面横ナデ。体部外面へ 砂粒 e雲母 e スコリ P 212，蘭％，中
土 師 器 B　 25 ．0

C lO ．6

ち上が り， 口緑部は強 く外反す る。′ ラ削 り。休部内面へラナデ。 ア，鈍い黄橙色

普通

央部 ・北東部 ・北

部覆土下層
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図版番号 器　 種 計測値（cm ） 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第 105図 甑 B （32遁） 底部か ら口縁部にかけての破片。無 口縁部内 ◎外面横 ナデ。体部外面へ 砂粒 e雲母 e スコリ P 213，40％，中
18 土 師 器 C 12．0 底式。体部はわずかに内攣 して立ち ラ削 り。体部 内面へ ラナデ。 ア，鈍い橙色 央部 ・北部 ・竃付

上が り， 口緑部は外反す る。 普通 近覆土上 ・下層

19

高　　 埠

須 恵 器

E （5 ．3） 脚部片。脚部 は中空 で外側に開 く。 脚部内 ◎外面 ロクロナデ。 砂粒 ・長石

灰色

普通

P 214

10％

中央部覆土下層

図版番う

種　 別
計　　　　　 測　　　　　 値 巨 土 地 点

備　　　　　　 考
長さ（qn） 幅（cm ） 厚さ（q n） 孔径（qn） 重量（g ）

20 土　　 玉 1．4 上3 1．6 0．45 2．86 南西部覆土下層 D P 14

21 土　　 玉 2．3 2．2 2．3 0．70 9．7 北部覆土下層 D P13

22 支　　 脚 （10・中 （5・5） （3．0） － （168） 薗右袖部 D P15

第柑号住居跡（第106図）

位置　調査1区北部，D6h6区。

規模と平面形　長軸4．97m，短軸4．90mの方形。

主軸方向　N－310－W

壁　壁高は65～74cmで，ほぼ外傾して立ち上がる。

壁満　幅10～15cm，深さ5cmほどである。断面形はU字形である。ほぼ全周している。

床　全体的に平坦で，あまり踏み固められていない。

竃　北西壁中央部を壁外へ約25cmほど掘り込み，付設されている。規模は長さ115cm，幅且35cmである。両袖

部とも砂まじりの粘土で構築されている。火床部は不整形で，掘りくぼみはない。
奄土層解説

1暗　褐　色　ローム粒子中量，廃土粒子少量，廃土小ブロック◎炭化粒子微量，山砂少量
2　暗　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロックe焼土粒子◎焼土中ブロック微量
3　褐　　　色　ローム粒子中量，焼土粒子◎焼土中ブロック微量

4　暗赤褐色　廃土粒子多量，焼土中ブロック中量，炭化粒子微量，山砂少量
5　鈍い赤褐色　ローム粒子。焼土中ブロック少量，廃土粒子e焼土中ブロック中量，山砂少量
6　褐　　色　ローム小ブロックe焼土中ブロック少量，廃土粒子中量，山砂多量
7　灰　褐　色　ローム粒子◎焼土粒子◎炭化粒子微量，山砂多量
8　褐　　　色　ローム粒子少量，焼土粒子微量，焼土中ブロック中量

酢y卜　5か所。Pl～P4は径30cmはどの円形，深さ52～65cmで，主柱穴と考えられる。P5は径40cmの円形，

深さ40cmで出入り口施設にともなうピットであると考えられる。

覆土　7層からなる自然堆積である。

土層解説
1　暗褐色

2　褐　　色

3　暗褐色
4　褐　　色

5　暗褐色
6　褐　　色

ローム粒子微量，ローム小犬ブロック少量
ローム小中大ブロック少量
ローム粒子多量，ローム小ブロック少量

ローム粒子多量，ローム小ブロック少量
ローム粒子微量，ローム小ブロック少量
ローム粒子多量，ローム小中ブロック少量

7　黄褐色　山砂

遺物　土師器片85点，須恵器片2点，鉄製品1点，石器◎石製晶1点が出土している。1の土師器杯，7の刀

子が東コーナー付近覆土下層から，2の土師器杯が中央部床面直上から，3の土師器聾が西部覆土下層から，

4の土師器聾が竃右袖部付近覆土下層から，5の須恵器高杯が南東部床面直上から，6の勾玉が竃西隣覆土

下層からそれぞれ出土している。

所凰　時期は，住居跡の形態や出土遺物から古墳時代後期と考えられる。

－136－



④

二

㍉

A

ul

第1鵬図　第19号住居跡実測図

－137－

I



‾一云：・・

激
GO S＝％

『

≠
4

10cm

！　　　；　　　l

第107図　第19号住居跡出土遺物実測図

第19号住居跡出土遺物観察表

図版 番 目 器　 種 計測値（qn ） 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第 107図 杯 A 1 5．8 丸底。休部は内題気味 に外債 して立 口縁部内 ・外面横 ナデ。休部外面へ 砂粒 ・スコリア P 215

1 土 師 器 B　 4．5 ち上が り， 口縁部 は直立す る。 ラ削 り。休部内面横ナデ。底部へラ 橙色 鮒％，東 コーナー

削 り。内 ・外面黒色処理。 普通 付近覆土下層

2

杯 A ［1 3．6 ］ 休部か ら口縁部 にかけ ての破片。体 口縁部内 ・外面横ナデ。内 ・外面磨 砂粒 P 216

土 師 器 B （4 ．0） 部 は内題気味 に外債 して立ち上が り 滅著 しく調整不 明。 浅黄橙色 15％

ロ縁部は直立す る。 ロ縁部 と休部と

の境に明瞭な稜 をもつ。

普通 中央部床面直上

3

聾 A ［22 ．0］ 休部か ら口縁部 にかけての破片。体 口緑部内 ・外面横ナデ。体部外面へ 砂粒 ・長石 ・石英 ・ P 2 17

土 師 器 B （19 ．8） 部は内増 して立 ち上が り， 口縁部は ラ磨き。休部 内面へ ラナデ。 雲母，浅黄橙色 20％

外反す る。口縁端部つ まみ上げ。 普通 西部覆土下層

4

聾 A ［2 3 ．0］ 体部か ら口緑部 にかけての破片。体 ロ縁部 内 ・外面横ナデ。体部外面へ 砂粒 ・長石 ・雲母 ・ P 2 18

土 師 器 B （15 ．0） 部は内増 して立 ち上が り， ロ縁部 は ラ磨き。休部 内面へラナデ。 スコリア 5 ％

外反する。口縁端部はややつまみ 上 浅黄橙色 竜右袖部付近覆土

げている。 普通 下層
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図版番臼　種　別
i長さ。蒜 。蒜 。蒜 。g）・石 質 出 土 地 点

備　　　　　　 考写

1㌦「 「∴二 聖 ⊥ 聖 」 2．0 。中 滑 至 i ＿撃 土下層
Q20

図版番号 種　別
計　　　　 測　　　　 値 巨 質 出潮 ‖　 備　 考

i長さ（血）幅葎m） 厚さ胱）極量（g）

7 刀　　子 （複。2） 墾 日 的 恒 潤 鉄 覆土下層　　　 恒

第調号佳應静　第臓囲）

位置　調査　区北部　Ⅲ鵜匠。

規模藍平面形　長軸3。5のmタ　短軸3。44mの方形。

主軸方向　N－60－W

壁　壁高は5の～55cmで芦　ほぼ外傾して立ち上がる。

床　全体的に平坦で芦　あまり踏み固められていない。

竃　北壁中央部を壁外へ約墟cmほど掘り込み　付設されている。規模は長さ臓勤m　幅且臓mである。両袖部

とも砂まじりの粘土で構築されている。火床は円形に臓cmほど掘り　ぼめられている。
麗土層解説

1褐　　　色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量，山砂中量
2　鈍い赤褐色　ローム粒子。焼土中ブロック微量，焼土粒子中量
3　赤　褐　色　廃土粒子多量，焼土中中ブロック中量，焼土大ブロック微量
4　褐　　　色　ローム粒子・廃土小ブロック微量，山砂中量

5　褐　　　色　ローム粒子。ローーム小プロ、ソクe炭化粒子微星　山砂多量

覆土　4層からなる自然堆積である。

土層解説

1極暗褐色　ローム粒子少量，ローム小プロ、ソク微量

2　暗褐色　ローム粒子・ローム小ブロック少量，炭化粒子微量

3　暗褐色　ローム粒子。ローム小中ブロック中量，ローム大ブロック。炭化粒子少量，廃土粒子微量

4　褐　色　ロー→ム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム中ブロック少量，ローム大ブロック。炭化物微量

遺物　土師器朋脚息土製品　息石器◎石製品　意が出土している。且の土師器輝が北西コーナー付近床

面直上から，2の土師器塔が東部床面直上から，勘　の土師器椀が北東コーナー付近床面直上から，5の

土師器椀が竃東隣覆土下層から，6の土師器饗が南東部床面直上から，7の土師器聾が南東部覆土中層から，

8の土師器賓が北東コ…ナ…付近覆土上層及び竃西隣覆土下層から，9の土師器甑が南東コーナー付近床面

直上から：時∴Ⅲの支脚が竃火床部からそれぞれ出土している。

所魔　時期は，住居跡の形態や出土過物から古墳時代後期と考えられる。
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第108図　第20号住居跡実測図

－14ひ－

0　　　　　　　　　　　2m

⊆二一一→一一一二∃

0　　　　　　　　　　　　1m

L二一一一十　　＿＿」



第109図　第20号住居跡出土遺物実測図
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第2の号住居跡出土遺物観察表

図版 番号 器　 種 計測値（cm ） 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第10 9図 塔 A 15 ．0 丸底J 休部は内攣気味 に外傾 して立 口緑部 内 ◎外面横 ナデ。体部外面へ 砂粒 ・雲母 ・スコリ P 220
ヱ 土 師 器 B　 4 ．5 ち上が り，ロ緑部 は直立する。 ラ削 り。体部 内面横ナデ。底部へ ラ ア，鈍い褐色 85‰　 北西コーナ

削 り。 内 ◎外面黒色処理。 普通 ー付近床面直上

2

杯 Å［14．8］ 底部か らロ緑部にかけての破片。体 口緑部 内 。外面構ナデ。休部外面へ 砂粒 ・雲母 P 221
土 師 器 8　 4．0 部は内攣 気味 に外傾 して立ち上が り ラ削 り。体部内面横ナデ。底部へ ラ 赤黒色 40％

日録部 は直立する。 削 り。内 車外面黒色処理。 普通 東部床面直上

3

椀 Å 1 2．2 丸底。体部は内攣 して立 ち上が り， ロ緑部内 ◎外面横 ナデ。体部外面へ 砂粒 。雲母 P 2 22
土 師 器 B　 5 ．5 口緑部は内債する。 ラ削 り。体部内面 へラナデ。底部へ 橙色 100‰　 北東コー

ラ削 り。 普通 ナー付近床面直上

椀 Å 12 ．1 平底。体部は内攣 して立ち上が り， 口緑部 内 ・外面横ナデ。休部外面へ 砂粒 。雲母 ・スコリ P 223
4 土 師 器 B　 6 ．8 口縁部はやや外反す る。 ラ削り。体部 内面へ ラナデ。底部へ ア，明赤褐色 80‰　 北東コーナ

C　 6．4 ラ削り。 普通 ー付近床面直上

5

椀 Å　 9．5 休部 か ら口縁部にかけての破片。体 口緑部内 ・外面構ナデ。体部 内 。外 砂粒 ・石英 ・雲母 ・ P 224， 35‰　 二
土 師 器 B （9．6） 部 は直立 して立ち上が り， ロ緑部に 面へ ラナデ。 スコリア，鈍い橙色 次焼成，竃東隣覆

至 る。 ロ緑端部はやや外反す る。 普通 土下層

6

賓 A は9 ．4］ 底部か ら口縁部にかけての破片。突 口縁部内 。外面横 ナデ。休部外面へ 砂粒 。スコリア P 22 5
土 師 器 B （26 ．7） 出 した平底。体部 は内攣 して立ち上 ラ削 り。体部 内面へ ラナデ 。底部 へ 橙色 30％

C 「8 ．6］ が り， ロ縁部 は外反す る。 ラ削 り。 普通 南東部床面直上

7

饗 A 白 9 ．7］ 体部か らロ緑部 にかけての破片。体 口縁部 内 ・外面横ナデ。休部外面へ 砂粒 ・長石 ・雲母 P 226
土 師 器 B （17 ．5） 部は内攣 して立 ち上が り， 口縁部は ラ削り後へ ラ磨 き。休部内面へ ラナ 鈍い橙色 30％

外反す る。 デ。 普通 南東部覆土中層

8

饗 B （9 ．3） 底部 か ら体部にかけての破片。丸み 休部外面へ ラ磨き。体部 内面へ ラナ 砂粒 ・長石 ・雲母 ・ P 229，30‰　 北
土 師 器 C lO ．5 がか った底部。休部は内攣 して立ち デ。底部へ ラ削 り。 スコリア，鈍い褐色 東 コーナー付近 ・

上が る。 普通 竃西隣育土上下層

9

甑 Å　24 ．8 体部か ら口緑部にかけ ての破片。体 口縁部内 。外面横 ナデ。休部外面へ 砂粒 。石英 ・雲母 e P 230
土 師 器 B （且8 ．0） 部は内攣 して立 ち上が り， ロ縁部 は ラ削 り。体部 内面へ ラナデ。 スコリア，橙色 町‰　 南東 コーナ

外反す る。 普通 ー付近床面直上

図版番号
計　　　　 測　　　　 値 ！ 出 土 地 点

備　　　　　　 考
長さ（m ） 幅（cm ） 厚さ（q n） 重量（g ）

10 支　　 脚 （9．6） （8．2） （7．2） （519） 竃火床部 DP 16

H 支　　 脚 （10．4） （6．5） （5．5） （303） 竃火床部 D P 17

第劉号住居跡（第mの図）

位置　調査1区北部，D6h8区。

規模と平面形　長軸2．78m，短軸2．33mの長方形。

l法悦市　N‥一CJ．斌

壁　壁高は45へ．60cmで，ほぼ外傾して立ち上がる。

床　全体的に平坦で，あまり踏み固められていない。柱穴，炉，竃などの内部施設は確認できない。

覆堂　且9層からなる人為堆積である。撹乱をひどく受けている。

土層解説

1　暗褐色
2　暗褐色
3　褐　　色

4　暗褐色
5　褐　　色

6　黒赤褐色
7　暗褐色
8　暗赤褐色
9　黒褐色
10　褐　　色

11極暗褐色
12　暗褐色
13　黒褐色

ローム粒子◎ローム小ブロック少量，ローム中ブロック微量
ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，焼土粒子微量
ローム粒子・ローム小ブロック多量，ローム中ブロック中量

ローム粒子中量，ローム小ブロック◎炭化物少量
ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，廃土粒子◎炭化物微量
焼土粒子◎廃土小車ブロック多量，炭化粒子◎炭化物微量
ローム粒子中量，ローム小プロ・ソク少量，焼土粒子・炭化物微量

ローム粒子中量，ローム小ブロック多量，焼土中ブロック・炭化粒子・炭化物微量
ローム粒子少量，廃土粒子◎炭化粒子微量
ローム粒子多量，ローム小ブロック中量
ローム粒子中量，炭化粒子微量
ローム粒子◎ローム小ブロック中量，ロ…ム中ブロック少量
ローム粒子少量，ローム小ブロック微量
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14　黒褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，ローム中ブロック・炭化物微量
15　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・焼土粒子少量，焼土小ブロック・炭化粒子微量
16　極暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック微量，炭化粒子少量
17　褐　　色　ローム粒子多量，ローム小中ブロック中量，ローム大ブロック微量
18　褐　　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック微量

19　暗赤褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック・炭化粒子微量，焼土粒子中量，焼土小ブロック少量

遺物　土師器片78点が出土している。撹乱のため遺物のほとんどが破片である。1の土師器杯が中央部覆土中

層から，2の土師器杯が南東コーナー付近覆土下層から，3の土師器杯が南西コーナー付近覆土中層から，

4の土師器聾が南壁際覆土上層から，5の土師器聾が南部覆土中から，それぞれ出土している。

所見　時期は，住居跡の形態や出土遺物から古墳時代後期と考えられる。

第110図　第21号住居跡実測図
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第別号住居跡出土遺物観察蓑
図版番号F ‾義‾‾‾‾首 ‾‾遠 蒜 ）！　 器 形 の 特 徴

手 法 の 特 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第111図　　 年 Å「15・0〕 底部からロ緑部にかけての破片。平 口緑部内。外面横ナデ√体部外面へ 砂粒 ・長石 ・雲母 ・ P 231
1　　 土 師 器 B （4j ） 底。体部は内攣気味に外債 して立ち ラ削り。体部内面ナデ。底部へラ削 スコリア，橙色 50％

C ！6．01 上がり，口緑部は直立するJ り。 普通 中央部首土中層

年 A iH ・61 休部から日緑部にかけての破片ヾ体 日録部内 ・外面横ナデ。休部外面へ 砂粒・雲母。スコリ P 233
2　　 土 師 器 B （⊥0） 部は内攣気味に外傾 して立ち上がり ラ削り。休部内面ナデ．内 e外面黒 ア，明赤褐色 10‰　 南東コーナ

口緑部に至る。 色処理。 普通 ー付近覆土下層

年

3　　 土 師 器

Å「15・0］ 体部か ら口緑部にかけての破片。丸

B　 4．3　 底。休部は内攣気味に外傾して立ち
や

ロ縁部内e外面横ナデ。体部外面へ

ラナデ。体部内面上位横ナデ，下位
砂粒 ・雲母 ・スコリ

ア，橙色

P 232

40％

上がり，口緑部は直立する。口緑部 ナデ。底部へラ削り。内 e外面黒色 普通 南西コーナー付近
覆土中層と休部との境に明瞭な稜をもっ。 処理。

磐
4　　 土 師 器

Å白6・4〕 日録部片。口緑部は外反する√

B （3．0）
口縁部内 。外面横ナデぐ 砂粒e雲母eバミス

明赤褐色
P 235
3 ％

普通 南壁際覆土上層

賓
5　　 土 師 器

A 白5・0月 口緑部片．目線部は外反する．

B 「2。9）
口緑部内 。外面横ナデ。 砂粒 ・雲母 。スコリ

ア，明赤褐色
P 234
5 ％

普通 南部昏土中

∴ふ　　＿‥　千二　′1又

位置　調査　区北部夕　濃的区。

規模藍平面形　凝軸の駈m　短軸の那皿の長方形。

主軸方向　N－800－E

壁　壁高は榔～閤cmで　ほぼ外儀して立ち上がる。

登満　幅臓だm　深さ5cmほどでほぼ愛用している。断面形はU字形である。

床　全体的に平坦でタ　あまり踏み固められていない。

竃　東壁南東コ…ナ…寄りを壁外へ測cmほど掘り込み　付設されている。規模は長さ且35cm，幅且の5cmである。

両磯部ともタ砂まじりの粘土で構築されている。火床部は不定形で掘りくぼみはない。煙道は緩やかに立ち

上がる。右磯部の上部が確認されていない。

露土層解説
1暗赤褐色　焼土粒子少量，山砂少量

2　暗赤褐色　焼土粒子多量，焼土中中大ブロック少量
3　暗赤褐色　廃土粒子多量，焼土中中プロ、ソク中量，山砂少量
4　暗赤褐色　焼十粒子中量，山砂少量

貯蔵究　長径鮒cm　短径閥cmの楕円形。深さ茄cmほどである。
貯蔵穴土層解説

1暗赤褐色　ロー→ム粒子。焼土粒子中量，焼土中大ブロック少量，炭化粒子微量
2　暗褐色　ローーム粒子多量，焼土粒子少量

3　暗褐色　ローム粒子多量，ローム大ブロック少量

覆土　6層からなる人為堆積である。

土層解説

1黒　　色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量
2　黒褐色　ローム粒子・ローム小ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量

3　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム中ブロックe焼土粒子少量，焼土中ブロック。炭化粒子微量
4　暗褐色　ローム粒子中島　ローム小ブロック少量，ローム中ブロック・焼土粒子微量
5　褐　　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量，焼土粒子微量
6褐　色ローム粒子多量

遺物　土師器片墟息土製品　点が出土している。遺物のほとんどが住居跡の北東部に集中し，重なり合っ

て出土している。且～3の土師器杯が北東部覆土中層から，魂の土師器鉢が北東部覆土中⑳下層から，5の

土師器聾，蟻，膵の土師器甑が北東部覆土中◎下層から，6の土師器饗が覆土中から，7，8，且2の土師器

賓が北東部覆土上◎中層から，～且娠摘，蟻の土師器聾が北東部覆土上◎中の下層から，且3の土師器聾が
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第層臓図　第題号住居跡出立遺物実測図m
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第114図　第22号住居跡出土遺物実測図（2）



中央部覆土下層及び北西コ…ナ…付近覆土中層からそれぞれ出土している。

新風　寒路の遺物は北東部に集中して出土していることから，まとめて投棄されたものと考えられる。時期は，

住居跡の形態や出土遺物から音域時代後期と考えられる。

∵　－．もー裏、；工一（′’～一一t三一滴1∴t．事－∵㌫真．、

第禦号住居跡出土遺物観察表

0　　　　　　　　　　　　　　　10cm

』　　　〕　　　∃

図 版 番 号 器　 種 計測値（cm ） 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎 土 e 色 調 。焼 成 備　　 考

第 113 図 杯 A ll ．4 丸 底 。 休 部 は 内攣 気 味 に 外 傾 して 立 日録部 内 。外 面 横 ナ デ。 体 部 外 面 へ 砂 粒 。雲 母 P 236， 98‰　 底
1 土 師 器 B　 4 ．0 ち 上 が り ∴ 口縁 部 は 直 立 す る 。 口緑 ラ 削 り。 体 部 内 面 横 ナ デ。 橙 色 部外面 剥離，北 東

部 と体 部 との 境 に 明 瞭 な稜 を もっ 。 普通 部 首土 中層

2

1
年 A 白 5 ．0］ 底 部 か ら 口縁 部 に か け て の破 片 。 丸 目線 部 内 ・外 面横 ナ デ。 休 部 外 面 へ 砂粒 。雲母 e ス コ リ P 2 38

土 師 器 B （ 圭 の 底 。 体 部 は 内 攣 気味 に外 傾 して立 ち ラ削 り。 休 部 内面 横 ナ デ。 底 部 へ ラ ア， 赤色 50 ％
上 が 畑　 口縁部 に至 る。 削 り。 普通 北東 部首土 中層

3

i
年 A は 8 ．0 ］ 底 部 か ら 口縁 部 にか け て の 破 片 。 丸 ロ緑 部 内 e 外 面 横 ナ デ 。 休 部外 面 へ 砂粒 古雲母 P 237

土 師 器 B　 6 ．6 底 。 体 部 は 内攣 して立 ち 上 が り， 口 ラ削 り。休 部 内面 へ ラ磨 き 。底 部 へ 橙色 40％
緑 部 に 至 る。 ラ 削 り。 普通 北東部 覆土 中層

鉢 A 白 6 ．1 」 体 部 か ら 口縁 部 に か け て の 破片 。 体 口縁 部 内 e 外 面 横 ナ デ。 体 部 外 面 へ 砂 粒 。雲 母 P 241
4 土 師 器 R （ 7 ．1 ） 部 は 内 攣 して 立 ち 上 が り， 口縁 部 は ラ 削 り。 体 部 内 面 へ ラ ナ デ。 鈍 い橙色 20 ％ ， 北 東 部 首 土

外 反 す る。 普通 中 。下層

5

饗 A 18 ．0 平 底 。 体 部 は 内攣 して立 ち上 が り， 口縁 部 内 ・外 面 横 ナ デ。 休 部 外 面 へ 砂粒 P 2 47， 55 ‰　 二
土 師 器 B 16 ．3 口 緑 部 は 外 反す る√ ラ削 りで ，輪 積 み 痕 。 体 部 内 面 磨 滅 橙色 次焼 成， 北東部 覆

C　 8 ．5 著 し く 調 整 不 明。 底 部 へ ラ削 り。 普通 土 中 。下層

聾 A 15 ．2 体 部 か ら 口 縁 部 にか け て の 破 片 。 体 口緑部 内 e 外 面 横 ナ デ 。 体 部外 面 へ 砂粒 ・雲母 P 246
6 土 師 器 B （12 ．5 ） 部 は 内 攣 して立 ち上 が り， 口縁 部 は ラ磨 き。 体 部 内 面 へ ラ ナ デ。 鈍い橙 色 榔％

外反 す る。 口縁 端 部 は っ まみ 上 げ。 普 通 覆土 中

7

饗 A 「2 1 ．8 ］ 休 部 上 位 か ら 口縁 部 に か け て の破 片 。 口縁 部 内 。外 面 横 ナ デ。 体 部 内面 へ 砂 粒 ・雲 母 。ス コリ P 252
土 師 器 B （1 1 ．7） 休 部 は 内 攣 して 立 ち 上が る。 口縁 部 ラ ナ デ古 体 部 外 面磨 滅 のた め 調 整 不 ア 2 5％

は 外 反 す る。 口縁 端 部 はや や つ まみ 明。 橙 色 北東部 覆土上 ・中
上 げ て い る 。 普通 層

第 114 図 賓 A　 22 ．7 平 底 。 休 部 は 内攣 して立 ち上 が り， 口縁 部 内 。外 面 横 ナ デ。 体 部 外 面 中 砂粒 。雲母 ・スコ リ P 245
8 土 師 器 B　 3 2 ．8 ロ 緑 部 は 外 反 す る。 ロ縁 端 部 は や や 位 か ら下 位 にか け て へ ラ 磨 き 。 休 部 ア，鈍 い橙 色 紺 ‰　 北 東部覆 土

C　 8 ．8 つ ま み 上 げ て い る。 内 面 へ ラ ナ デ。 底 部 へ ラ 磨 き 。 普通 上 ・中層

9

聾 A　 2 1 ．0 平 底 。 休 部 は内 攣 して 立 ち 上 が り， 口縁部 内 e 外 面 横 ナ デ 。 体部 外 面 中 砂 粒 e 長 石 ・雲 母 P 244
土 師 器 B　 3 1 ．1 口 縁 部 は 外 反 す る。 口緑 端 部 はや や 位 か ら下 位 にか け て へ ラ磨 き。 底 部 鈍 い橙 色 70％

C 「 8 ．5］ つ ま み 上 げ て い る 。 へ ラ磨 き。 体 部 内 面磨 滅 のた め 調 整 ‾

不 明。
普 通 北東部 覆土 上 ・中

・下層

－148－



義蒜 ‾番頭 器 種
計離 廟　　　　 器 形 の 特 徴　　　　　　　 手 法 の 特 徴　　　　 胎土◎色諦 窃焼成 備　　 考

第114図　　 賓

10　　 土 師 器

Å 別の　 平底。体部は内攣して立ち上が畑　 口緑部内⑳外面横ナデ。体部外面上　 砂粒魯石英ゆ雲母魯

B 鍼の　 ロ緑部は外反する。日録端部 やや　 位から下位にかけてへラ磨き。底部　 スコリア，鈍い橙色

C　 9・4　 つまみ上げている予　　　　　　 へラ磨き。　　　　　　　　　 普通

i

P 243，70‰　 体
部内面剣艶　 北東

部首土上中下層

i 饗

11　 土 師 器

！　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ［　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 豊
善書；；描 露語 豊 禁 て跳 上が軋 炭窯窯警彙蔓渠還孟窯妻蓋誓㌻霊醗 芸謡 芸謡 母の P 242

70％，北東部覆土

上・中。下層

！ 聾

12　　 土 師 器

Å 2303　 体酌 、らロ縁部にかけての破片。体　 打線部内◎外面横ナデ。体部外薗中　 砂粒砂石英◎雲母◎

酎 22 50） 部は内攣して立ち上がり，ロ緑部は　 位からへラ磨き。休部内面へラナデ。スコリア
誇豊 霊 日録舶 はややつまみ上　　　　　　　 霊 橙色

P 249
30％
北東部首土上。中

層

賓

13　　 土 師 器

Å弧　 体部からロ緑部にかけての破片。体　 日録部内砂外面横ナデ。体部内面へ　 砂粒e長石昏石英秒
針 膵も鋤　 部は内攣　 て立ち上が軋 日録部は　 ラナデ。休部外面磨滅著は 誘整不　 雲母 鈍い赤褐色

外反する。　　　　　　　　　 軋　　　　　　　　　　　　 普通

P 248，20‰　 中

央部。北西コーナ

ー付近専土中下層

第115図　　 聾

14　　 土 師 器
B は p8　 底部から体部にかけての破片。平底。体部外面へラ磨き。体部内面磨滅著　 砂粒魯長石 e石英 e
C　 7 05　 体部は内攣して立ち上がる。　　 しく調整不明。底部へラ削り。　　 雲母，鈍い橙色

P 250

20‰　 北東部希土
普通 上。中e下層

賓

15　　 土 師 器
B （2465） 底部から体部にかけての破片。平底。体部外面へラ磨き。休部内面へラナ　 砂粒eスコリア
C　 9・0　 休部は内管して立ち上がる。　　 デ。底部へラ磨き。　　　　　 鈍い橙色

P 251

30‰　 北東部覆土
普通 中・下層

第113図　　 甑

16　　 土 師 器
Å おき　 無慮式。体部は内攣気味に立ち上が　 日経部内啓外面横ナデ。体部外面へ　 砂粒態雲母◎スコリ

冒 2㌢紺 口齢 は賎 する。　 ラ磨き0 体鋸 南へラナデ0　 品 鈍い黄橙色
P 255

70‰　 北東部専土
中。下層

甑

17　　 土 師 器
Å［乱 射　 無慮式。休部は内攣気味に立ち上が　 打線部内啓外面横ナデ。体部外面へ　 砂粒魯雲母魯スコリ

㌍ 鎧 詔 吊 磯 縮 礪 する。　 ラ削り0 体馴 感へラナデ0　 品 鈍い橙色
P 256

70‰　 北東部覆土
中・下層

・∴′・・′∴＿∴二1、∴　ハ　　　′．鋸

位置　調査　区北部　Ⅲ毎区。

規模藍平面形　慶軸。茄m　短軸摘。榔mの長方形。

主軸方向　N－190－W

壁　壁高は閥～衛mで諭護ぼ外儀して立ち上がる。西壁は調査区域外に存在する。

壁満　幅臓～艶m　深さ～挽mほどで　ほぼ金屑しているものと考えられる。断面形はU字形である。

床　全体的に平坦でタ　中柴部が踏み固められている。

竃　北壁中央部を壁外へ数mほど掘り込み　付設されている○規模は濃さ且放mタ幅且艶mである。両袖部と

もタ砂まじりの粘土で構築されている。煙道は緩やかに立ち上がる。
麗土層解説
1　鈍い赤褐色
2　暗赤褐色
3　鈍い赤褐色
4　暗赤褐色

5　暗赤褐色
6　暗　褐　色

ローム中ブロック微量　焼土粒子少量，山砂少量
焼土粒子。焼土中ブロック少量，炭化粒子微量，山砂少量

焼土粒子。焼土大ブロック中量，焼土中ブロック少量，炭化粒子微量，山砂少量
焼土粒子・焼土中ブロック中量，焼土中大ブロックeローーム大ブロック少量，山砂少量
ローム粒子。ローム小ブロック中量，ローム大ブロック多量
ローム粒子中量，炭化粒子微量，山砂微量

ぼ鶴細　鍔か所。野鼠～P4は長和5～馳m，短径35～5のcmの楕円軌深さ榔～瓶mで　主柱穴と考えられる。

㌘5は最径55cm，短径45cmの楕円軌深さ触mであるo P6は長径45cm，短径35cmの楕円乳深さ26cmで

ある。これらのピットは出入り田施設にともなうものと考えられる。

貯蔵究　長径閥cm，短径5蝕mの楕円形。深さ諏cmほどである。
貯蔵穴土層解説

1暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量
2　黒褐色　ローム粒子中量，ローーム小中プロ、ソク少量

3　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，廃土粒子の廃土太ブロック少最炭化粒子微量
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覆土　5層からなる自然准看である。
土層解説
1　極暗褐色　ローム粒子中量，ローム小中ブロック少量

2　黒褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量
3　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小中ブロック少量
4　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小中ブロック少量
5　暗赤褐色　焼土

遺物　土師器片70点が出土している。1の土師器杯が覆土中から，2の土師器椀が南東コーナー付近覆土下層

から，3の土師器椀がピット2覆土中から，4の土師器相が北部覆土中からそれぞれ出土している。

所見　覆土の4層の中に焼土の層が確認されている。この焼土は，炭化物等が確認されていないことから，住

居廃絶後の焼土であると考えられる。時期は，住居跡の形態や出土遺物から古墳時代後期と考えられる。

jL21．8m

第117図　第23号住居跡麗実測図

第118図　第23号住居跡出土遺物実測図
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図版番号器種　計測酌m）　　 器形の特徴　　　　　　 手法の特徴　　　 始土砂色調珍焼成　 備　 考

第且；8図土霊器豊潤欒藍義勝欒譜難色　庭

2　土霊器警（誓；霊）悪霊露完結豊監禁0機0警認識鐙舶痛へラナ禁誇駕篭轟莞南東。＿ナ
色，普通　　　　　 一付近専土下層

土器孟；漫霊鰻蓋警華董撃蓋蓋警孟義挙0諸賢譜票差窟舶面へ警褐色　義離

土　器約 釣棚片0棚は内攣する0　　 脚 面へラナデ欄 内薗ナデ0 欝謡母⑳礫　 欝

普通　　　　　　　 北部育土中

－ノY l　　二ノ　　∴　　′　ノノ

ー‾・ごィ・、・ニ1、、’：　．／く

規模藍平面形住居跡の半分以上が調査区域外をこ存在するるためタ規模は不明。平面形はタ方形と考えられる。

主軸方向　N－rl－Fl・U200一一一W

壁　南西及び南東壁は調査区域外のため不明0北西璧高は約振cmでの護ぼ外傾して立ち上がる。北東壁高は

露－・1′　＿　　　　′　′　′∴　　　　ノ∴

：一’′′′・∴＼　、、t、・′・・工＼　∴／工ノンノ・／．′・‥ノノ′イ）擾斗′ケニ　′′けこ宣）・′てj

v　′′　末’‾・‘′、′’、′ノ　　′州′㌦！＋′′．レ′　′　′．、

竃　北壁中央部を璧外へ肋mほど掘り込み　付設されている○規模は轟きは読m　幅摘録mである。両磯部と

も　砂まじりの粘土で構築されている0火床部は長方形で掘り　ぼみはない。煙道は緩やかに立ち上がる。
靂土居解説

1暗赤褐色　廃土粒子e廃土大ブロックe炭化物微量，山砂少量
2　暗赤褐色　廃土粒子少量，焼土中ブロック・炭化粒子微量，LU砂少量
3　暗赤褐色　焼土粒子中量，焼土中大プロ、ソク少量，山砂少量
・4　極暗赤褐色　焼土粒子e焼士中大プロ、ソク少量，山砂少量

暖も訝　㌘は最径触m　短径甑mの晴間形　深さ蝕mで　主柱穴と考えられる。その他のピットは調査区

域外にあるためタ　不明である。

貯蔵究　展観閥cm　短軸郷だmの凝方形。深さ墟cmほどである。
貯蔵穴土層解説

温　暗褐色　ロ…ム粒子⑮ロ…ム小ブロック中畳，廃土粒子飽炭化粒子少量，廃土小ブロック微量
2　褐　　色　ローム粒子多量

者達　複層からなる自然堆横と考えられる。
土層解説

1黒　　色　ローム粒子少量，ローーム小プロ、ソク微量

2　極暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

3　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小中プロ、ソク少鼠　ローム大ブロック微量

ご1暗褐色　ロー車ム粒子多量，ローーlム小ブロック少最　焼土大プロ、ソク微量

遺物　土師器斉唱意が出土している0復元◎実測が可能な遺物は少ない。且の土師器塔が北東コーナ…付近寄

土下層から，2の土師器塔，3の土師器増が東部覆土中から，魂の土師器甑が調査区域境界際覆土下層から

それぞれ出土している。

新風　時期はタ住居跡の形態や出土遺物から古墳時代後期と考えられる。
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第120園　第24号住居跡出土遺物束測図

第24号住居跡出土遺物観察表

上欄
0　　　　　　　　　　　　　10cm

」　　　＿＿i i

図版番口器　種計測値（m）器形の特徴手法の特徴胎土・色調・焼成備　　考

第120図杯B（2．7）底部から休部にかけての破片。丸底。休部外面へラ削り。休部内面横ナデ。砂粒・雲母・スコリP261

1土師器体部は内管気味に外債して立ち上が底部へラ削り。ア，明赤褐色10％，北東コーナ

る。 普通一付近覆土下層

2

杯A［17．0］休部上位からロ緑部にかけての破片。ロ縁部内・外面横ナデ。休部外面へ砂粒P262

土師器B（3．2）休部は内題気味に外傾して立ち上がラ削り。体部内面横ナデ。内・外面褐灰色5％

り，口縁部はほぼ直立する。口縁部

と休部との境に明瞭な稜をもつ。

黒色処理。普通東部覆土中

3

柑

土師器

B（6．1）休部片。休部は内増して立ち上がる。休部外面へラ磨き。休部内面ナデ。砂粒・雲母・スコリ

ア，鈍い黄橙色

普通

P263

20％

東部覆土中

4

甑A［25．7］休部上位から口縁部にかけての破片。口縁部内・外面横ナデ。休部外面へ砂粒・雲母P264

土師器B（6．8）休部は内堵気味に立ち上がり，口縁ラ削り。浅黄橙色10％，調査区域境

部は外反する。 普通界際覆土下層

第25号住居跡（第121・122図）

位置　調査2区南東部，C4b3区。

規模と平面形　長軸5．78m，短軸5．50mの方形。

主軸方向　N－390－W

壁　壁高は55～75cmで，ほぼ外傾して立ち上がる。

童溝　幅約5～15cm，深さ5cmほどではぼ全周している。断面形はU字形である。

床　全体的に平坦で，竜周辺及び中央部が踏み固められている。

竃　北西壁中央部を壁外へ35cmはど掘り込み，付設されている。規模は長さ150cm，幅100cmである。両袖部

とも，砂まじりの粘土で構築されている。火床部は楕円形で掘りくぼみはない。火床部の下から貝の小片と

土器片を含む灰を確認している。当遺跡で確認された灰のなかでは最も多い。煙道は緩やかに立ち上がる。

麓土層解説
1　極暗赤褐色　焼土粒子・焼土小ブロック少量，山砂少量
2　暗赤褐色　焼土粒子・焼土小ブロック少量，山砂少量

3　暗赤褐色　焼土粒子・焼土大ブロック中量，山砂・小石少量
4　暗赤褐色　焼土粒子・焼土大ブロック中量，山砂少量
5　暗赤褐色　焼土粒子・焼土小ブロック中量，焼土大ブロック少量，炭化粒子微量
6　極暗赤褐色　焼土粒子中量，廃土中大ブロック少量，炭化粒子微量

7　暗赤褐色　焼土粒子少量，ローム粒子中量
8　暗赤褐色　焼土粒子・焼土大ブロック・炭化物少量，炭化粒子微量
9　暗赤褐色　焼土粒子多量，焼土小中大ブロック中量，炭化粒子少量
10　暗赤褐色　廃土粒子・焼土小中ブロック少量
11灰　白　色　灰

ピ・yト　5か所。Plは径25cmの円形，深さ63cm。P2～P4は長径30～40cm，短径25～30cmの楕円形，深さ5

2～63cmである。Pl～P4は主柱穴と考えられる。P5は長径45cm，短径25cmの楕円形，深さ20cmで，出
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第121図　第25号住居跡実測図
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入り口施設にともなうピットであると考えられる。

貯蔵穴　長軸50cm，短軸45cmの長方形。深さ37cmほどである。

貯蔵穴土層解説
1　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小中大ブロック少量
2　暗褐色　ローム粒子・ローム小ブロック中量，ローム中大ブロック少量

覆土　6層からなる自然堆積と考えられる。

土層解説

1　黒　　色

2　黒褐色
3　極暗褐色

4　暗褐色
5　時赤褐色
6　暗赤褐色

ローム粒子・ローム小中ブロック少量

ローム粒子・ローム小ブロック中量，ローム中ブロック少量，焼土小ブロック微量
ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム中大ブロック少量，廃土粒子微量
ローム粒子多量，ローム小犬ブロック・廃土粒子・炭化粒子・炭化物少量
ローム粒子微量，焼土粒子中量，焼土小中大ブロック・炭化粒子少量
ローム粒子・焼土大ブロック少量，焼土粒子中量，山砂少量

遺物　土師器片180点，須恵器片1点，石器・石製品1点が出土している。1，3の土師器杯が竜西側覆土下

層から，2の土師器杯が竃東側覆土下層から，4の黒曜石石核が中央部覆土下層からそれぞれ出土している。

所見　時期は，住居跡の形態や出土遺物から古墳時代後期と考えられる。

S

第122図　第25号住居跡竃実測図

第25号住居跡出土遺物観察表

1m

L＿＿＿＿＿＿＿＿⊥＿　　！

図版番ロ器　種計測値（qn） 器形の特徴 手法の特徴 胎土・色調・焼成備　　考

第123図杯A12．6丸底。休部は内題気味に外債して立口縁部内・外面横ナデ。休部外面へ砂粒・長石・雲母・P265

1土師器B　4．5ち上がり，口縁部に至る。ロ縁部はラ削り後へラナデ。休部内面ナデ。スコリア，鈍い橙色99％

直立する。 底部へラナデ。内・外面黒色処理。普通 竜西側覆土下層

2

坤こA12．8丸底。休部は内題気味に外債して立口縁部内・外面横ナデ。休部外面へ砂粒・雲母・スコリP266

土師器B　4．0ち上がり，口縁部に至る。口縁部はラ削り後へラナデ。休部内面横ナデ。ア，赤色 釦％

直立する。 底部へラナデ。 普通 竃東側覆土下層

3

杯A［12．3］丸底。休部は内題気味に外債して立ロ縁部内・外面横ナデ。体部外面へ砂粒・長石・雲母・P267

土師器B　4．3ち上がり，ロ縁部に至る。日録部はラ削り後へラナデ。休部内面横ナデ。スコリア，橙色55％

直立する。ロ縁部と休部との境に稜

をもつ。

底部へラナデ。 普通 竜西側覆土下居
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図版番司

種　 別
計　　　　 測　　　　 値 巨 質

出　 土　 地　 点 備　　　　　 考
長さ（qn） 幅（cm ） 厚さ（Qn） 重量（g ）

第123図4 石　　 核 6．4 7．6 1．6 62 黒曜石 中央部覆土下層 Q 22

第123図　第25号住居跡出土遺物実測図

0　　　　　　　　　　　10cm

L二二一一・・一一一一一一一一一十一一一一一」

第26号住居跡（第124図）

位置　調査2区南東部，C4a2区。

規模と平面形　長軸6．62m，短軸4．31mの長方形。

主軸方向　N－540－W

壁　壁高は55～80cmで，ほぼ外傾して立ち上がる。

壁溝　幅約10～15cm，深さ5cmほどではぼ全周してい．る。断面形はU字形である。

床　全体的に平坦で，竃周辺及び中央部が踏み固められている。

確　北西壁中央部を壁外へ30cmはど掘り込み，付設されている0規模は長さ100cm，幅100cmである。両袖部

とも，砂まじりの粘土で構築されている。火床部から貝の小片と土器片を含む灰を確認している。
籠土層解説

1暗赤褐色　廃土粒子中量，焼土小ブロック少量，山砂少量
2　暗赤褐色　焼土粒子・焼土小ブロック中量，焼土中大ブロック少量，山砂少量
3　褐　　色　ローム粒子多量，廃土粒子微量
4　赤褐色　焼　　土
5灰白色灰

ピット　3か所o Pl・P2は径30～32cmの円形，深さ51～58cmで，主柱穴と考えられる。P3は長径55cm，短

径40cmの楕円形，深さ別cmで，出入り口施設にともなうピットであると考えられる。

貯蔵穴　長軸約65cm，短軸約40cmの長方形。深さ43cmほどである。
貯蔵穴土層解説

1暗褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量
2　褐　　色　ローム粒子多量
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覆土　5層からなる自然堆積と考えられる。
土層解説

1黒　　色　ローム粒子・ローーム小ブロック少鼠　ローlム中プロ、ソク微量

2　黒褐色　ローム粒子中量，ロー一一ム小プロ、ソク少量，ローーlム中プロ、ソク微量

3　極暗褐色　ローム粒子・ローム小プロ、ソク中量，ローーム中大プロ、ソク少量

二・1暗褐色　ローム粒子多量，ロー一一ム小中大ブロック少量，廃土粒子微量

5　褐　　色　ローム粒子多量，ロー一一一一一ム中大ブロック中量

遺物　土師器片霊鳥鉄製品　息石器◎石製品　意が出土している。遺物の多くが竃周辺及び住居跡西部

に集中している。且の土師器塔が竃右磯部付近覆土下層からタ　2の土師器塔が竃左磯部覆土下層から芦　3の

土師器塔が北部覆土中層から，魂の土師器輝が竃内覆土下層からタ　5の土師器塔が南西部覆土下層から，6

の土師器椀が中央部覆土下層からタ　冒の土師器聾が中央部覆土下層からタ　8の土師器婆が中央部覆土下層か

ら，9の土師器饗が西部及び竃右磯部付近覆土上のや⑳下層から，相の土師器聾が西コ…ナ…及び竃右磯部

付近覆土中◎下層からタⅢの敲石夕臓の砥石が南コ…ナ…付近覆土下層から，相の刀子が南東部覆土下層か

らそれぞれ出土している。

研凰　時期は芦　住居跡の形態や出土遺物から古墳時代後期と考えられる。

第％号住居跡出土遺物観察表

図版番 号 器　 種 計測値（cm ） 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土 e 色調 ・焼 成 備　　 考

第125図 塔 Å 14 ．4 丸底。体部は内攣 気味 に外傾 して立 口緑部内 ・外面横ナデ。体部外面へ 砂粒 ・雲母 P 269
l 土 師 器 B　 4 ．6 ち上が り，口緑部 に至 る小　口縁部は ラ削 り後へ ラナデ。体部内面横 ナデ。鈍い黄橙色 70％，竃右袖部付

直立す る。 底部へラナデ。 内 。外面黒色処理。 普通 近覆土下層

輝 Å「13 ．4］ 休部か ら口縁部 にかけての破片。体 口緑部 内 ・外面横ナデ。体部外面へ 砂粒 ・雲母 ・スコリ P 271
2 土 師 器 B （4．2） 部 は内攣気味 に外傾 して立ち上が り ラ削り。体部内面磨滅著 しく調整不 ア，橙色 40％

口縁部 はほぼ直立す る。 口縁部 と休

部との境に明瞭な稜をもっ。

明。 普通 竃左袖部覆土下層

年 A 12 ．2

B　 5 ．4

丸底。体部は内攣気味に外傾 して立

ち上が り， ロ縁部 は直立す る。 日録

部と体部との境に明瞭な稜を もっ。

口緑部内 e 外面横 ナデ。休部外面へ 砂粒 ・長石 ・雲母 。 P 27 0
3 土 師 器 ラ削 り。内 e外面黒色処理。 スコリア，黒褐色

普通

50％，体部内面剣

艶　 北部覆土中層

4

杯

土 師 器

A 「22 ．8］

B （3 ．4）

休部上位 か ら口縁部 にかけての破片。

休部 は内攣 気味 に外傾 して立ち上が

り， 目線部 はほぼ直立す る。

口緑部内 ・外面横ナデ。休部外面へ

ラ削 り。体部 内面横ナデ。

砂粒 ◎長石 。雲母 の

スコリア，赤褐色

普通

P 272

10％

竃内覆土下層

5

杯 A 13．5 丸底。体部は 内攣気味に外傾 して立 ロ緑部 内 e 外面横ナデ。休部外面へ 砂粒 ・長石 ・雲母 P 268
土 師 器 B　 5．1 ち上が り， 日録部はやや外反す る。 ラ削 り。休部内面ナデ。 橙色 80％，底部木葉痕

日録部 と体部 との境に稜 をもっ。 普通 南西部覆土下層

6

椀 A は2 ．4］ 体部か ら日録部にかけての破片。体 口縁部内 ・外面横 ナデ。休部外面へ 砂粒 ・石英 ・雲母 P 27 3
⊥ 師 器 B （8 J ） 部は内攣 して立ち上 がり， 日録部は ラ削 り。体部内面へ ラナデ。 鈍い黄橙色 15％

やや外反す る。口緑部 と体部 との境

に稜をもっ。

普通 中央部覆土下層

7

饗 A 「13．6］ 平底。体部 は内攣 して立ち上がる。 口緑部 内 。外面横ナデ。休部外面へ 砂粒 。雲母 P 274
土 師 器 B 19．0 口縁部 は外反す る。 ラ削 り。休部 内面へ ラナデ。底部へ 鈍い黄橙色 70％

C 1 2．4 ラ削 。 普通 中央部覆土下層

8

聾 A 15 ．6 体部か ら口縁部にかけての破片。体 口緑部 内 ・外面横ナデ。休部外面へ 砂粒 ・雲母 ・スコリ P 277
土 師 器 B （14 ．6） 部は内攣 して立ち上が り， 目線部は ラ削 り。体部内面へ ラナデ。 ア，橙色 40％

外反す る。 普通 中央部覆土下層

9

饗 A 「21 ．6］ 体部か ら口縁部 にかけての破片。体 口緑部内 ・外面横 ナデ。休部外面 へ 砂粒 ・石英 ・雲母 ・ P 2 75
土 師 器 B （21 ．2） 部は内攣 して立 ち上が り， 口縁部は ラ磨き。体部 内面磨滅著 しく調整不 スコリア，鈍い橙色 40‰　 西部 ◎竃右

外反す る。 口縁端部 はややつ まみ上

げている。

明。 普通 袖部付近覆土上 ・

中 ・下層

10

聾 A 1 9．2 体部か ら口縁部 にかけての破片。体 口縁部 内 e外面横ナデ。休部外面上 砂粒 ・雲母 ・スコリ P 276
土 師 器 B （1 3．3） 部 は内攣 して立 ち上が り， 口縁部 は 位 から下位 にかけてへラ磨 き。体部 ア，橙色 50‰　 西コーナー

外反す る。 ロ縁端部はややつ まみ上

げてい る。

内面へ ラナデ。 普通 竃右袖部付近覆土

中 ・下層
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第125図　第26号住居跡出土遺物実測図
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図版番号 種 別 長さ詩 議 さ吼）重畳軸 石質　 出 土 地 点
備　　　　　 考

第禦強堅」止蓮吏工事『「議「「蒜「寺遠司転義
Q23

一＿＿．漣　 石i 時 i 細 目 可　 纏郎　 撃墜 」＿攣土下層
な4

；

図版番閏 種 別　　　 計　　 測　　 値 材　質 出　土　地　点 傭 考長さ廟　 幅葎m ） 厚さ弧） 重畳軸）
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規模藍平面形　住居跡の半分以上が調査区域外にあるため　規模は不明。平面形は方形と考えられる。

主軸方向　N－500－－W

′　′　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　・、　　　　　　　　　　　′　　・一　　′

は調査区域外にある。〕
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築されている。火床部は楕関形で掘り　ぼみはない。
薗土層解説

1　暗　褐　色

2　暗赤褐色

3　鈍い赤褐色
4　暗赤褐色
5　極暗赤褐色
6　鈍い赤褐色

ロー一一ム粒子中量，廃土粒子微量，山砂。小石少量

廃土粒子中量，焼土小犬プロ、ソクe炭化物少量，山砂少量
廃土粒子。焼土大ブロック中星　山砂。小石少量
廃土粒子多量，焼土中中大ブロック中量，Ll」砂少量
廃土粒子中量，廃土小ブロック少量，山砂。小石少量
ローーム粒子。廃土粒子少量，山砂少量

ぼ竜細　Pは凝径甑m　短径挽mの晴間形　深さ甑mで　室経穴と考えられる。その他のピットは調査区

域外にあるため，不明である。

貯蔵究　北コ…ナ…と磯との間にある。凝蜘級m　短軸挽mの凝方形。深さ触mほどである。
貯蔵穴土層解説

1暗褐色　ローーム粒子少者　ローム小ブロック微量

2　褐　　色　ローム粒子中量，ロー→ム小ブロック少量

馨蓋　墟層からなる自然機構と考えられる。
土層解説

1黒　　色　ローム粒子eローーム小ブロック少量

2　黒褐色　ローム粒子中量，ローム小中ブロック少量

3　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小中大ブロック少量

4　暗褐色　ローム粒子多量，ローーム小中ブロック少量

遺物　土師器削摘息土製品　点及び混入した縄文土器片　意が出土している。且の土師器棒が貯蔵穴付近

覆土下層からタ　2の土師器輝が北コ…ナー付近覆土中層から，3の土師器婆が竃付近覆土下層から，4の土

師器饗が北部及び中央部覆土下層から芦　5の土師器饗が中央部覆土下層から，それぞれ出土している。

新選　時期は，住居跡の形態や出土遺物から歯墳時代後期と考えられる。
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第126図　第27号住居跡実測図
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第127図　第27号住居跡出土遺物実測図

第27号住居跡出土遺物観察表

‾‾ll‾‾1－　‾！

図版番可 器　 種 計測値（qn） 器 形 の特 徴 手法 の 特徴 胎土・色調・焼成 備　　 考

第127図 杯 A ［15．2］体部から口縁部にかけての破片。体 口縁部内・外面横ナデ。体部外面へ 砂粒・雲母 P278
1 土 師器 B （2．8）部は内彗気味に外傾して立ち上がり ラ削り。休部内面横ナデ。 赤色 15％

口緑部はやや外傾する。口縁部と休

部との境に稜をもつ。

普通 貯蔵穴付近覆土下

層

2

杯 A ［14．2］休部から口緑部にかけての破片。体 口縁部内・外面横ナデ。休部外面へ 砂粒・雲母 P279
土 師 器 B （3．2）部は内管気味に外傾して立ち上がり ラ削り。休部内面横ナデ。内・外面 鈍い黄橙色 10％

口縁部に至る。 黒色処理。 普通 北コーナー付近覆

土中層

3

要 A ［13．6］休部から口縁部にかけての破片。体 口縁部内・外面横ナデ。休部外面へ 砂粒・石英・雲母・ P282
土 師 器 B （8．0）部は内題して立ち上がり，口縁部は ラ削り。休部内面へラナデ。 スコリア，鈍い橙色 5％

外反する。 普通 竃付近覆土下層

4

聾 A ［21．4］休部から口縁部にかけての破片。体 口縁部内・外面横ナデ。体部内・外 砂粒・石英・雲母 P280
土 師 器 B （22．5）部は内増して立ち上がり，ロ縁部は 面調整不明。 鈍い黄橙色 5％，北部・中央

外反する。 普通 部覆土下層

5

要 A ［20．1］ 口縁部片。口縁部は外反する。口縁 口縁部内・外面横ナデ。 砂粒・雲母 P281
土 師 器 B （5．3）端部はつまみ上げている。 明黄褐色

普通

5％

中央部覆土下層

第28号住居跡（第128図）

位置　調査1区南東部，G6g2区。

規模と平面形　長軸4．94m，短軸3．12mの長方形。

主軸方向　N－570－E

壁　壁高は50～80cmで，はぼ外傾して立ち上がる。

床　全体的に平坦で，あまり踏み固められていない。

竜　北東壁北コーナー寄りに壁外を35cmはど掘り込み，付設されている。規模は長さ150cm，幅110cmである。

両袖部とも・砂まじりの粘土で構築されている0煙道は緩やかに立ち上がる。土師器の聾が竃の天井部を突

き抜け確認されている。賓の底部は支脚によって破損している。
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第128図　第23号住居跡実測図
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露土層解説

1暗赤褐色　廃土粒子少鼠　山砂・小石少量

2　暗赤褐色　廃土粒子0廃土小犬プロ、ソク少量，山砂少量
3　暗赤褐色　廃土粒子多量，廃土中大ブロック中量
Ll　極暗褐色　ローlム粒子e焼土中ブしコック少量
5　暗赤褐色　廃土粒子。廃土中天ブロック多量
6　暗赤褐色　廃土粒子・廃土中大ゾロック少量，LLJ砂少量

7　暗赤褐色　ロー一一ム大プロ、ソクe廃土小プロ、ソク少嵐　山砂少量
8　鈍い赤褐色　廃土粒子e廃土太ブロック少嵐　山砂少量

暗赤褐色　焼土粒子の廃土小犬ブロック中畳　炭化粒子少量　山砂少量
10　暗赤褐色　廃土粒子中鼠　廃土中大ゾLJ、ソク少量，山砂少量

11暗　褐　色　ローーム大プロ、ソク。廃土中大プロ、ソク少鼠　LiJ砂少量

手こ　　、享／ノ　ー　′　ノ：：　∴一‘‾一・一一′．／′′

土層解説

1暗褐色　ローム粒子。ロー一一ム小中プロ、ソク少量

2　黒褐色　ロー一一ム粒子中量，ロー一一ム中大プロ・ソク少量

・－・ノ　′一　　　′＼一　・′　　・ノ1′ノ、＼　　・、′　　、′・・′′′′

一′’：∴　　　　　　・、′　　′　′　∴・　　ノ、　　′′　　′′　・　シ言・′・′′Y′

5　暗褐色　ロー一一ム粒子多星　口一一一ム小中大プロ、ソク中量

遺物土師若齢意　石器昏石製品　意及び混Åした縄文土器片　意が出土している。の土師器塔が竃東隣

て；　圭㌦、′ノ・・、ノ　L、ニ　′1′　　、l二㌔　・＼一　言ノ　ーも蛋／…モー　′　∴二工竺▲＿こ∴′芋から

嶺の漉師器婆が篭天井部及び燃焼部からタ5の土師器賓が中巣部覆土下層から誹の漉師器甑が竃右磯部直

上からタ　冒の砥石が東コ…ナ…付近床面直上からタ　8の敲石が竃東隣覆土滞層からタ　9の石製紡錘車が南コ一

一　‥一ノ　ー　さ　1・・　∴・γ、ノ・／・い　＿、′㍉／′

所農　本跡は　平坦地から斜面に変わるところにあり　遺構確認の段階に住居跡であるとは認められず，土坑

として諦登を進めていった0調査が進むにしたがい　遺構の範囲が広有壁がま坑と遮った立ち上がりをし

ているので　住居跡としての瀦登に変えた0竃を確認することにより　住居跡と断定した。時期は　住居跡

ゾ、′∴、ノへ．ノ　　∴・ノソノ．′′・、了上　′一1′、∵、′′

第雅号住居跡出土遺物観察蓑

図版番号　 器　 種 計灘値k mラ　　　　　 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴　　　　 胎土 。色調 。焼成 備　　 考

第129図　　 年

1　 土 師 器

A 白4・0］ 丸底。休部は内攣気味に外傾 して立

B　 4・3　 ち上がり，口縁部に至る。口緑端部

i　 iは直立する0

口緑部内e外面横ナデ。休部外面へ

ラ削り。休部内面構ナデ。底部へラ
削り。内 e外面黒色処理。

砂粒 ・雲母

橙色
普通

P 283

50％
竃東隣育土下層

年

2　　 土 師 器

A は4・6］ 体部から口縁部にかけての破片。体

B 「4・1） 部は内攣気味に外傾 して立ち上がり

口緑部は直立する。

口縁部内 ・外面横ナデ。休部外面へ 砂粒。雲母eパミス P 284
ラ削り後へラ磨き。体部内面へラ磨 鈍い橙色 25‰　 北コーナー
き9 内 。外面黒色処理。 普通 付近専土下層

賓
3　　 土 師 器

A 「17・4］ 口縁部片。口緑部は折り返し口縁で

B （4．9） 外傾する。
口縁部内・外面横ナデ。口縁部外面
下位へラ削り。

砂粒 。雲母

鈍い橙色
P 287

5 ‰　 南コーナー
普通 付近覆土中層

饗

4　　 土 師 器

A 23・5　 乎駄 休部は内攣 して立ち上がり，

B 34・0　 口緑部は外反する。口緑端部はやや
C　 8・2　 つまみ上げている。

口緑部内 ・外面横ナデ。休部外面中
位から下位にかけてへラ磨き。体部

内面磨滅著 しく調整不明。底部へラ
磨き。

砂粒・長石。石英・

雲母
鈍い褐色

P 285

鮒％
竃天井部及び燃焼

部普通

賓

5　　 土 師 器
B （19・1） 底部から体部にかけての破片。平底。
C　 8・8　 体部は内攣して立ち上がる。

休部外面へラ磨き。休部内面へラナ

す
砂粒 eスコリア P 286

デ。 橙色 40％
普通 中央部覆土下層

甑
6　　 土 師 器

A 20・0　 無底式。体部は内攣 して立ち上がり 口縁部内 ・外面横ナデ。休部外面へ 砂粒。長石・スコリ P 288
B 24．0　 口縁部は外反する。

C　 9．2

ラ削り。体部内面へラナデ後へラ磨 ア，鈍い橙色 95％
き。 普通 竃右袖部直上

図版番 口 ［
計　　　　　 測　　　　　 値

石　 質 出　土 地　 点 備　　　　 考
長さ（cm ） 幅 （cm ） 厚さ（αn） 孔径（血 ） 重量 （g ）

7 砥　　 石 （8 ．2） （6．0） （3 ．3） － （195） 凝 灰岩 東コーナー床面直上 Q27

8

9

敲　　 石

堅 錘 牽 ！

（4 ．7） 6．9 5 ．5 － （219） 安 山岩 魔東隣覆土下層 Q 25

5 ．0 5 e2　 日 高 0 ．7 （3 1） 凝灰岩 床面直上 Q 26
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表5　西栗山遺跡住居跡一覧表

1 憮 51N－飢0－W
l
！長方形到4．の×4．10
i
軽～釦！平 坦！全局 l l

l
！－
l
！ 2 ！有 ！竃 桓 然画 柵 醐 ）飛器（兢柘締 鍍働 古墳雛繍

2
恒 桓 －E恒 方形車 馬×3・鉛

33～39
！平 坦「

2 － 2 」 自 然画 欄
古墳時代後期

古墳時代後期
3 m h3 N－270－W 方　 形ク6．15×6．の 3～72 平　坦 半周 4 － 4 － 竃 自　然、土師器猟紳淵，饗，把手欄）土製品（紡錘車）

4 F＆0 N一灯－W 方　 形ク5．8×5．77 55～70 平　坦 全局 4 有 5 有 竃 自　然、土師器（杯満杯，聾，甑）須恵酎摘）土製品伎脚 古墳時代後期

古墳時代繍
5 E7e4 N－200－W 方　 形父6．5×6．10 併～70 平　坦 全周 4 有 5 有 竃 自　然、土鵬（杯，賓腰）須恵器（埠江製品伎脚蘭錘車）

6 G6bg N一朗0－E 方　 形隠82×3．灘］怒～30 平　坦 － － － 1 － － 人　為土師器偶杯風邪石器（磨石） 古墳時代中期

古墳時代後期

古墳時代中期

古墳時代

古墳時代後期

古墳時代後期

7 G＆3 N－500－W 方　 形 3瀾×3．47 鍔～105 平　坦 － － － 1 有 竃 自　然
極 細 壷思㈲石器（砥石）土製品（支脚）

匝 料柵 磐朋 鮎舶 器（磨石）8 仏7 N－400－W 長方形 7．度×6瀾 慧～35 平　坦 全局 － 有 － － 炉3 人　為

9 掩追N一朗0－W 長方形（6．62×4．10）20～30 平　坦 － 1 － 1 － 炉1 人　為土製晶は玉）青銅製品（環）

10 F鉛7 N－お0－W 方　 形 6．兜×6．兜 蘭～幻平　坦 全局 4 有 5 有 竃 自　然土師器（杯思甑）須恵器（壷）

Ⅲ G転8 N一別0－W 方　 形 6．邸×5．釘 50～74 平　坦 全周 4 有 5 有 竃 自　然土師器（埠，賓胤ミニチュア，椀柘器（砥石）
土製品（支脚柘製品（白玉）

12 恥 N－550－E 長方形 8．の×6湖 怒～46 平　坦 2 2 人　為土鵬（杯鳳帥膚）土製品（土玉）石器（砥石）
石製晶（白玉）

古墳時代中期

13 F＆3 N－500－W 方　 形 5．2×5．10 亜～55 平　坦 全周 3 有 3 － 炉2 人　為土師器（高杯，軋蛮風甑） 古墳時代中期

古墳時代後期

古墳時代後期

14 （勘1 N4 70－E 長方形 3．9×3．10 10～50 平　坦 － 4 － 5 有 竃 自　然土師器（埠，賓鳳甑淳郵

15 撤5 N－360－E 長方形 3．億×2．81 20～40 平　坦 － 1 － 1 － － 自　然土師器胤ミニチュア）

16 毘βN－好一E ［方形］匝調×4．亜］公～33 平　坦 － － － － － － 人　為土師器（高杯甘蛮風 討16→釦3古墳時代中期

SI17→紗3古墳時代中期

古墳時代後期

17 E6h2 N－120－E 方　 形 7．胃×7．51 缶、32 平　坦 － － － － － － 人　為土白幡仲満杯胤軋憂思甑柘製品（勾玉）

18 臨3 N一朗0－W 方　 形 6．乃×6．70 70～齢平　坦 全周 5 有 6 有 竃 自　然土鵬（杯満杯，賓瀾）須恵器（杯）
土製品（土玉浸脚）石等（磨石）

19 I遜h6 N－310－W 方　 形 4．釘×4．部 茄～74 平　坦 全局 4 － 5 有 竃 自　然土師器凧賓，帥）石製品（勾玉）不順製品 古墳時代後期

古墳時代後期

古墳時代後期

古墳時代後期

20 Ⅸj7 N－60－W 方　 形 3．測×3．魂 甜～55 平　坦 － － － － － 竃 自　然土鵬（杯，椀凰甑）土製品伎脚）

21 I逐h8 N－100－W 長方形 2瀾×2．お 45～蘭皿　状 － － － － － － 人　為土師器（杯，賓）

22 臨抽N 4 00－E 長方形 4．6×3．㌘ 釣～70 平　坦 全周 － 有 － － 竃 人　為土師器体思甑，鉢）

23 肪g7 N－190－W 長方形（5．6 ×4．釦）70～75 平　坦 全局 5 有 6 有 竃 自　然土由緒（杯，椀謝） 古墳時代後期

24 仇d4 N－200－W ［方形］
－ 75～お平　坦 全局 1 有 1 － 竃 自　然土師器体淵，甑） 古墳時代後期

25 飢b3 N－390－W 方　 形 5．欄×5．測 55～75 平　坦 全周 4 有 5 有 竃 自　然土師器（杯）石製品拓核） 古墳時代後期

26
払2！

叫

鴫2！

N俳 W i

m 00－可［

長方形 6．位×4．31 55～可

5～叫

50欄 i

平 可

平 坦！

平　坦

全局 2 ！

1 i

」

有 i

有 ！

」

3 i

l i

」

有 i

」

」

竃 I

竃 ！

竃 ！

自 然i

自 然！

人 為i

土鵬（杯思椀）石器（敲石，砥石）鉄製品（刀子） 古墳時代後期

27 方可

長方形i

7 全可
土師器凧聾） 古墳時代紺

28 N－570－E 4．蝕×3．12 土踊（杯鳳甑）石製品（紡錘車）石器（敲石） 古墳時代後期
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2　士坑

当遺跡からは，陥し穴と思われる土坑且基，炭化材の小片が多量に確認された土坑2基，性格不明土坑且0基

の計13基の土坑が検出されている。それぞれの土坑からの遺物は少なく，時期や性格について不明なものが多

い。形状及び出土遺物に特徴のある4基の土坑について，ここに解説を加え，その他については一覧表に記載

した。

第瑠号豊坑（第温30図）

位置　調査1区東部，F7i6区。

規模と平面形　長径1．66m，短径1．45mのほぼ円形で，深さは70cmほどである。

長軸方向　N－610－E

壁面　ほぼ外債して立ち上がる。

底面　皿状である。

覆土　3層からなり，自然堆積とみられる。
土層解説

1　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量
2　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小中ブロック少量
3　褐　　色　ローム粒子多量，ロト…ム小犬ブロック◎焼土粒子◎焼土中大ブロック◎炭化粒子少量

遺物　土師器片2点が出土している。1の土師器饗が中央部覆土下層から出土している。

所農　本跡の性格は不明である。時期は，出土遺物が2点のため，断足しにくいが，古墳時代と考えられる。

第且号土坑出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（cm ） 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第130図

1

饗
土 師 器

A ［18 ．0］

B （4．5）

口縁部片。口綾部は外反する。 口緑部内 e外面横ナデ。 砂粒 ・長石・雲母 ・

スコリア，浅黄橙色
普通

P 289

10％
中央部覆土下層

第5号皇坑（第130図）

位置　調査1区南部，G6f5区。

規模と平面形　長軸4．64m，短軸1．30mの長方形で，深さは48cmほどである。

長軸方向　N－250－W

壁面　ほぼ外傾して立ち上がる。

底面　平坦である。

覆土　4層からなり，人為堆積とみられる。

土層解説

1　暗褐色　ローム粒子◎炭化物中量，ローム中ブロック少量，

2　暗褐色　ローム粒子eローム中ブロック◎炭化物中量，ローム大ブロック少量，焼土粒子微量

3　褐　　色　ローム粒子多量，ローム小中大ブロックe炭化物中量，炭化粒子少量

4　黒　　色　炭

遺物　出土遺物はない。

所凰　本跡の時期◎性格は不明である。
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第帽号豊坑（第且30図）

位置　調査1区南部，G6dl区。

規模と平面形　長径2・10m，短径且。50mの楕円形で，深さは且87cmほどである。

長軸方向　N－390－W

壁面．ほぼ外債して立ち上がる。

底面　平坦である。

覆土　4層からなり，自然堆積とみられる。
土層解説

1暗褐色　ローム粒子中量，ローム小中プロ、ソク少量，炭化物微量
2　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量，ローム中ブロック・炭化物微量
3　褐　　色　ローム粒子多量，炭化物微量

4　褐　　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック・炭化粒子・炭化物少量

遺物　出土遺物はない。

所凰　本跡の性格は，形態から陥し穴と考えられる。時期は不明である。

第臓考量銑（第且30図）

位置　調査　区西部，野馳1区。

重複関係　第1号溝と重複しており，第且号溝が本跡を掘り込んでいるので，本跡が古い。

規模＆平面形　長軸4・43恥短軸且。2且mの長方形で，深さは56cmほどである。

長軸方向　N－270－W

壁面　はぼ外債して立ち上がる。

底面　平坦である。

覆土　4層からなり，人為堆積とみられる。
土層解説

1暗褐色　ローム粒子中量，ローム大ブロックe炭化粒子◎炭化物少量

2　暗褐色　ローム粒子◎炭化粒子の炭化物中量，ローム中大ブロック少量

3　黒褐色　ローム粒子◎炭化粒子◎炭化物中量，ローム中大ブロック少量
4　黒　　色　炭

遺物　出土遺物はない。

所魔　本跡の時期◎性格は不明である。
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第柑図　第　◎醐◎帽者達琉実測図

土坑土層解説

第2号土坑土層解説
1　暗褐色　ローム粒子多量，ローム中大ブロック少量
2　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

第3号土坑土層解説
1　黒褐色　ローム粒子・ローム大ブロック多量，ロー

ム小中ブロック中量，炭化粒子少量

第4号土坑土層解説
1　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小中大ブロック多

且
＿監

第6号土坑土層解説
1　褐　　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量
2　褐　　色　ローム粒子多量，ローム中ブロック微量

第7号土坑土層解説
1　暗褐色　ローム粒子eローム小中ブロック中量
2　褐　　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量
3　褐　　色　ローム粒子多量

－172－

一三‾＿二

8
－22．Om

．－＼＿＿＿＿＿＿＿‖＿ノ．一‾

、
l
l
‥
．
一
′
‥
′
′
l

∈
O
．
N
N
　
－噸

㊨
一

字
∵

旦

し
憶
用
日
日
汐
㌢

SKll

0　　　　　　　　　　　　　　　2m

！　　　「一一一　」

第8号土坑土層解説
1　褐　　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量
2　褐　　色　ローム粒子多量，ローム車ブロック中量

第9号土坑土層解説
1　褐　　色　ローム粒子中量
2　褐　　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量
3　暗褐色　ローム粒子多量，ローム中ブロック中量，

ローム大ブロック少量

第11号土坑土層解説
1　黒褐色　ローム粒子中量，炭化粒子◎炭化物多量
2　極暗褐色　ローム粒子◎炭化粒子◎炭化物中量，焼土

粒子微量

第12号土坑土層解説
1暗褐色　ローム粒子◎ローム大ブロック中量，ロー

ム小ブロック少量
2　暗褐色　ローム粒子eローム小中大ブロック中量



表6　西栗山遺跡土坑一覧表

土坑

番号
位 置
長径方向

（長軸方向）
平面形

規　　　 模 ！壁面

底 面 覆土 出　　 土　　 遺　　 物 備　　　　　　　　 考
長径（軸）×短径（軸）（m ） 深さ（cm ）

1 P7i6 N4 10－E 円　 形 1．66 ×1 ．45 70 外債 皿状 自然 土師器片2 点 古墳時代

2 G 7bl N－50－W 円　 形 1．糾×1 ．50 25 外債 平坦 自然 土師器片24点，縄文土器片1点 時期不明

3 E7g4 N－00 円　 形 1．93 ×1．76 60 外債 平坦 自然 時期不明

4 E6掲 N－350－W 楕 円形 1．40 ×1．90 68 垂直 平坦 自然 時期不明

5 G6f5 N－茄0－W 長 方形 4 ．64 ×1．30 48 外債 平坦 人為 時期不明

6 F6h4 N－510－W 長 方 形 1 ．65 ×1．32 45 外債 平坦 自然 土師器片 1点，縄文土器片3 点 時期不明

7 F6gl N－00 円　 形 1 ．43 ×1 ．40 42 外債 平坦 自然 時期不明

8 ぎ5fO N －920－E 円　 形 2．96 ×2 ．71 44 外債 平坦 自然 土師器片13点，縄文土器片8点 時期不明

9 F5脂 N4 50－E 楕 円形 2 ．31 ×1．90 61 外債 平坦 自然 縄文土器片3点 時期不明

10 G6dl N－390－W 楕 円形 2 ．10 ×1．50 187 外債 平坦 自然 陥し穴，時期不明

11 E6jO N－550－W 楕 円形 1 ．61 ×1．15 22 外債 平坦 自然 時期不明

12 E6iO N－粥0－E 円　 形 0 ．78 ×0 ．76 72 外債 凹 自然 土師器片8 点 時期不明

13 F6hl N－270－W 長 方形 4．43 ×1 ．21 56 外債 平坦 人為 SK13→SDl，時期不明

3　溝

当遺跡からは，3条の溝が確認されている。いずれの溝も出土遺物が少なく，時期は不明である。第1号溝

と第2号溝について解説し，第3号溝は，一覧表で解説する。

第層号溝（第且33囲◎付図2）

位置　調査1区西部，F6g6区。

重複関係　本跡が第13号土坑を掘り込んでいるので，本跡が新しい。

規模と形機　上幅Ⅲ2m，下幅0。90m，深さ0．23m，確認長54。Omで，断面形は〕状である。

方向　N－200－W

覆土　2層からなる自然堆積である。

色
色

説
A
褐
褐

解
一
黒
黒

層
P

土

S

1

2

ローム粒子少量，ローム小ブロック微量

ローム粒子e黒色土ブロック少量，ローム小ブロック微量

遺物　土師器片4点が出土している。

所農　本跡は，且区西側斜面低地から北部に向かってのびている。北端は，撹乱により遺構の確認ができない

が，第2号溝とつながっていたものと考えられるところから，道路状遺構とも考えられる。時期は不明であ

る。

第2号満（第且33図◎付図2）

位置　調査2区南東部から北部，A3b3～B射6区。

規模と形聴　上幅0。77～且・50m，下幅0．55～0。70m，深さ0．32m，確認長84．5mで，断面形は〕状である。

方向　N－500－W

覆土1層からなる自然堆積である。
土層解説
S P－E

l　極暗褐色　ローム粒子中量，ローム小中ブロック微量
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遺物　出土していない。

所農　本跡は，2区北部から南東部に向かってのびている。南東端は，調査区域外のため確認できないが，調

査区域外で第1号溝とつながっていたものと考えられるところから，道路状遺構とも考えられる。時期は不

明である。

第3号溝（第133図⑳付図2）
土層解説
S P－H

l　極暗褐色　ローム粒子のローム小中大ブロック中量

B

し／－
lCl凱2m

ヽ～Jr

SDl

第臓図　第　～　号溝実測図

表7　西栗山遺跡溝一覧表

D
一二一22．8m

、、⊥／√
遅＿22．6m

「＝三二＝γ

F

‾鴫＼＿ノ

G

‾ヽ　　」　　ノr

SD　2

竿「
⊥22．2m

lL′

SD　3

0　　　　　　　2m

トニー十　一一一…一一一二「．＋＋！

溝

番

口亨

位 置 主軸方向 断　 面

規　 模　 （ m ）

壁 面 底 面 覆 土 出　 土　 遺　 物
備　　　　　 考

新 旧 関 係 （古 → 新 ）確認 長 上　 幅 下　 幅 深　 さ

1 F6g6 N －200－W 〕 状 54 ．0 1 ．1 2 0 ．9 0 0 ．23 外 債 平 坦 自然 土師器片 4 点 SD l→ SK 13，r道路状遺構，時期不明

2 A 3b3
以 d

N －500－W 〕 状 84 ．5 0 ．7 7′・～
1 ．50

0 ．5 5 ～
0 ．7 0

0 ．3 2 緩 斜 平 坦 自然 道路状遺構，時期不明

3 E6f6 N －300－W U 字 状 38 ．8 0 ．74 0 ．2 5 ～
0 ．5 0

0 ．6 2 外 傾 平 坦 人 為 土師器片32点，縄文土器片 6 点 SIlO ，SI16，SI17→ SD 3， 現代の溝

4　遺構外出土遺物

遺構外出土遺物は，試掘◎表土除去◎遺構確認の調査で出土した遺物である。それらの遺物を土器◎石器◎

金属製品に大別し，それらの特徴について解説する。

土器

土器を第I～Ⅴ群に分けて記載する。

第I群　縄文時代早期の土器群

第Ⅲ群　縄文時代前期の土器群

第III群　縄文時代中期の土器群
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第Ⅳ群　縄文時代後期の土器群

第Ⅴ群　その他の土器群

第I群土器

42の目線部片，40の底部片夕魂の胴部片は貝殻沈線文の土器片である0盟，5は　始まに繊維を含み，表裏

に条痕文を施した茅山式土器の胴部片である。

第II群土器

8プ　勘二時∴はは，横位の短い条線文の下に連続した押庄文を施す興津式土器の打線部片である言略言峰

且8～25タ59。軋63～鴫67の胴部鋸ま夕貴線文を施す興津式土器の胴部片である。略膵は　横位に集合沈

線文を施した諸磯式土器の打線部片である。37タ繍ま浮島式土器の描線部片である。57，58は，胎土に繊維を

含む黒浜式土器の胴部片である0郷，鵬，鍼は　多縄文系庄痕文が施された胴部片である。

第III群土器

蟻は　阿玉台式土器の胴部片である。26～3のの打線部片タ38，39タ45～47の胴部片は，阿玉缶摘式土器で

ある03温～33は，隆起線に沿って抑圧文を施す阿義郎‡式土器の四線部片である。35，36は加酎膵式土器の

打線部片である043タ48，個は　沈線を施す加曽利濫m式土器の胴部片である。5のタ5肱連弧文を施す加曽

利EⅣ式土器の胴部片である。

第Ⅳ群土器

34は堀之内式土器のロ緑部片である0別～誠は　無文地に沈線を施す堀之内式土器の胴部片である。

第Ⅴ群土器

は土師器杯，勘　は土師器高郷　射土師器乳　～　は土師器賓である。相は須恵器片である。

石器，石製品

68は細石刃である。69は局部磨製石斧夕閥は両面加工の尖頭器，は石核，撒，射ま磨石，73は石斧である。

75，76は砥石である。

金属製品

77は鉄製の刀子である。

遺構外出土遺物観察表
図彿‾画

器　 種 計測値（cm ） 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土 e 色講巨 焼成 備　　 考

第134図 埠 A 「14 ．2］ 体部か らロ縁部にかけての破片。体 日録部内 ・外面横 ナデ。休部外面へ 砂粒 ・雲母 P 290
1 土 師 器 B （3 ．4） 部 は内攣気味に外傾 して立 ち上が り ラ削 り。 赤色 15％

日録部は直立する。 普通 G7区

2

高　　 杯 B （7 ．7） 埠部片。埠部 は内攣気味に外債 して 杯部外面へ ラ削 り。杯部内面磨滅著 砂粒 ・雲母 ・スコリ P 292
土 師 器 立ち上がる。杯部下位に稜をもつ。 しく調整不 明。 ア，鈍い黄橙色

普通

20％

E 6 14区

3

高　　 杯

土 師 器

E （8 ．4） 脚部片。脚部は中空である。 脚部外面へ ラ磨 き。脚部 内面輸積み 砂粒 ・雲母 ・スコリ P 29 3

痕。外面赤彩。 ア，鈍い赤褐色

普通

40％

1区

4

柑 B （4 ．3） 底部か ら体部 にかけ ての破片。 平底。体部外面 へラ削 り。体部内面へラナ 砂粒 ・長石 ・雲母 ・ P 295
土 師 器 C　 3 ．3 体部は内攣 して立 ち上が る。 デ。底部へ ラ削 り。 スコリア，鈍い橙色

普通

30％

G 7区

5

－＝圭＝・雪芝 A は7．4］ 口縁部片。 日経部は有段 口縁で，外 口縁部 内 ・外面横ナデ。 砂粒 ・雲母 ・礫 P 29 8
土 師 器 B （6 ．1） 反 して開 く。 鈍い橙色

普通

5 ％

E 614区
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第135図 遺構外出土遺物実測図（2）
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紺
第136図　遺構外出土遺物実測図（3）

図 版 番 目 券　 種 計測値（m ） 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎 土 ・色 調 ・焼 成 備　　 考

第 134 図 盟 A ［2 1 ．2 ］ 口縁 部 片 。 ロ縁 部 は 折 り返 し口縁 で 口緑 部 内 ・外 面 横 ナ デ。 砂粒 ・雲母 P 299

6 土 師 器 B （5 ．8 ） 外反 す る。 明赤 褐色

普通

5 ％

F 6bz区

7

寮 B （ 7 ．1 ） 底 部 か ら休 部 下位 に かけ ての 破 片 。 休 部 外 面 下 端 へ ラ 削 り。 内 ・外面 磨 砂粒 ・ス コ リア P 297

土 師 器 C ［8 ．0 ］ 平 底 。 休 部 は 内 増 して立 ち上 が る。 減 著 し く調 整 不 明。 底 部 へ ラナ デ。 鈍 い橙 色

普通

5 ％

G 7区

図 版 番 口 種　 別
計　　　　 湘　　　　 値

石　 質 出　 土　 地　 点 備　　　　　　 考
長 さ （q n ） 幅 （c m ） 厚 さ （q仔1） 重 量 （g ）

第135 図鑓 細　 石　 刃 （2．3 ） （0 ．6 ） （0 ．2 ） （0 ．0 1） 頁　 岩 1 区 表 採 （遜8

69 局部磨製石斧 10 ．1 4 ．1 1 ．4 9 3 ．0 安 山 岩 第 12 号 住 居 跡 （劃

70 尖　 頭　 器 7 ．4 1 ．9 0 ．7 8 ．25 頁　 岩 第 1 2 号 住 居 跡 ⑳

第136図71 石　　 核 3 ．4 2 ．4 1 ．6 1 2 ．0 頁　 岩 1 区表 採 Qか

72 磨　　 石 （6 ．6 ） 6 ．7 3 ．0 （169 ．0 ） 砂　 岩 1 区 表 採 Q 33

73 石　　 斧 （8 ．0 ） （4 ．3 ） （2 ．0 ） （75 ．0 ） 安 山岩 1 区 表 採 Q 31

74 磨　　 石 （9 ．2 ） （6 ．0 ） （4 ．3 ） （3 15 ．0 ） 安 山岩 1 区 表 採 Q 32

75 砥　　 石 （4 ．3 ） （4 ．7 ） （1 ．3 ） （2 0 ．0 ） 泥　 岩 B 3 。7表 採 Q 36

76 砥 1　 石 （6．3 ） （1 ．6 ） （0 ．8 ） （9 ．8 ） 泥 質 片 岩 1 区 表 採 Q 37

図版 番 種　 別
計　　　　 測　　　　 値

材　 質 出　 土　 地　 点 備　　　　　　 考
長 さ（q n ） 幅 （cm ） 厚 さ（Q n ） 重 量 （g ）

77 刀　　 子 （2 ．8 ） （1 ．2 ） （0 ．4 ） （3 ．9 6 ） 鉄 1 区表 採 M 5
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第4節　ま　と　め

当遺跡から検出された遺構は，竪穴住居跡28軋土坑13基，溝3条である。ここでは，時期別に各時代の主

な遺構と遺物についての概要を述べ，まとめとする。

且　旧石器時代

旧石器時代の遺物は，尖頭器，細石刃（2片）の3点のみであり，ユニット等は確認されていない。尖頭器

は，古墳時代の第12号住居跡覆土中から出土し，細石刃の1片は，調査1区で表面採集し，もう1片は，同じ

く古墳時代の第17号住居跡覆土中から出土している○いずれも調査1区から出土している。

2　縄文時代

縄文時代の遺構は確認できなかった。縄文時代の遺物は，早期から後期の土器片が調査1◎2区全体から出

土しているが，特に集中して出土する地点はなかった。

3　古墳時代

当遺跡の中心となる時期である。2期に分けることができる。

第1期（5世紀）

第6ラ　8タ且2，且3，時且7号住居跡の6軒が該当する。第8，且且，且3，時且7号住居跡の5軒は，調査1区

の南部から北部にかけて釦00mの範囲に，ほぼ直線上に並んでいる○いずれも調査1区の台地縁辺部に存在

し，覆土が浅い。住居跡の形態は，第6，13，時17号住居跡の4軒が方形で，第8，12号住居跡の2軒が長

方形である。第8，且3号住居跡には炉が存在するが，卸2，16，17号住居跡においては炉を確認することがで

きなかった〇第柑号住居跡は，多量の炭化材と焼土が出土し，焼失家屋と考えられる。

遺物は，それぞれの住居跡から土師器の杯，観相，高杯，聾，壷，甑が出土している。須恵器は出土して

いない0赤彩された土師器は，卸2，13，17号住居跡から出土しており，他の住居跡からは確認できなかった。

いずれも黒色処理した杯再宛類は出土せず，一部鬼高期の様相を有する遺物も含まれているが，柑とともに

段をもっ高杯などが出土しているところから5世紀と考えられる。

第2期（6世紀後半～7世紀前半）

第1～5，7，且0，11，14，時18～28号住居跡の2且軒が該当する。調査1区から17軒，調査2区から4軒

検出している。第1～4，7，10，12，14号住居跡の8軒は，調査1区の南部に径約40mの範囲で，覿5，18

～23号住居跡の7軒は，調査1区北部に径20mの範囲で，第24～26号住居跡の3軒は，調査2区の南東部に30

mの範囲にそれぞれまとまっている。住居跡の形態は，長方形が8軒で，方形が13軒である。竃を伴う住居跡

は，第1，3～5，7，10，11，14，18～20，22～28号住居跡の18軒で，第2，6，15，21号住居跡の4軒は

小形の遺構であり，竃をもたない。いずれも覆土が深く，約1mに達する住居跡もある。1区の南西部の斜面

に，第1，7，14，28号住居跡の4軒が位置しており，第1，7号の住居跡の竃は壁を掘り込んでいない。竃

をもっ第1，3～5，7，10，11，18～20，23～27号住居跡の15軒は，主軸方向が，ほぼ北西を向いている。

第14，22，28号住居跡の3軒は，主軸方向がほぼ東を向いている。

遺物は，ほとんどが土師器で，黒色処理を施す杯類が多い○また，当遺跡からは，常総饗が出土している。

表8は，それを分類したものである。表中に取り上げた遺物は，底部から口緑部まで残存しているものである。
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当遺跡からは，B，D，E類のような聾が，体部片や日録部などの一部欠損する聾も含めると，数多く出土し

ている。C，F類のような体部外面上位からへラ磨きを施してある饗や，A韓のような口緑端部のつまみ上げ

が強くされている賓は，出土点数が少ない。いずれも体部は長胴化しており，体部上位に最大径をもっている。

表8　西栗山遺跡出土常総聾一覧表

聾　　　　　 の　　　　　 特　　　　　 徴 遺　 物　 番　　 号 遺　　　 構

口緑端部つ まみ上げ，体部外面 中位 か ら下位 にへ ラ磨 き （A 類 ） P60 SI5

口縁 端部 ややつ まみ上げ，体部外面 中位 か ら底部にへ ラ磨 き （B 頬 ） P 244 ，245 ，285 SI22 ，28

口縁端部 ややつ まみ上げ，体部外面 上位 か ら底部にへ ラ磨 き （C 類 ） P 243 S I2 2 ，26

口縁部外反 し，体部外面中位か らへラ磨 き （D 類） P 12 ，171 S Il，14

口緑部外反 し，体部外面中位か ら底部 にへ ラ磨 き （E 類） P 79 ，172 ，203 S I7 ，14 ，18

口緑部外反 し，体部 外面上位か ら底部 にへ ラ磨 き （F 類） P 242 S I2 2

須恵器は，第1，4，5，10，18，19号住居跡の6軒から出土しているのみである。第5号住居跡出土の須

恵器は，覆土上層から出土しており，奈良時代の様相があるため，流れこみと考えられる。

いずれも黒色処理した杯が多く出土し，常総聾が共伴して出土するところから，6世紀後半から7世紀前半

にかけての時期と考えられる。

また，第1，3～5，11，18，25，26号住居跡8軒の竃内から，灰白色の灰を検出している。灰を1mmメッ

シュのフルイで洗浄し，含まれるものを選別した結果，貝の小片や魚骨片及び土器片を検出できた。特に，第

4号住居跡の灰からは，アカニシ，ハマグリ，ウミニナの貝片を検出している。
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◎　財団法人千葉県文化財センター　『房総考古学ライブラリー2　縄文時代（1）』1985年3月

◎　潮見浩　『図解　技術の考古学』　有斐閣1994年4月

e　芹沢長介　『旧石器の知識』　東京美術1986年6月

e　吉原哲明　『原色日本貝類図鑑』　保育者1989年2月

e　樫村宣行　「茨城県南部における鬼高式土器について」『研究ノート2号』財団法人　茨城県教育財団1992

年4月

◎　財団法人　勝田市文化振興公社　『（財）勝田市文化振興公社文化財報告第3集　武田III』1990年3月

◎　樫村宜行◎浅井哲也　「常総地域の鬼高式土器一久慈川◎那珂川流域を中心として－」（『考古学ジャーナル』

342）ニューサイエンス社1992年

◎　坂野和信　「和泉式土器の成立過程とその背景一布留式後期土器との編年的検討－」『埼玉県考古学論集』埼

玉県文化財事業団1991年7月
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根崎遺跡出土炭化樹の樹種同定分析

パリノ◎サーヴェイ株式会社

はじめに

茨城県では、これまでに多くの遺跡で住居構築材の樹種が明らかにされてきた。その結鼠沿海地でアカガ

シ亜属などの暖温帯常緑広葉樹が確認されるのに対し、内陸部ではクヌギ節◎コナラ節等の二次林を構成する

落葉広葉樹が多いことが明らかとなってきた。その境界がどの付近になるのかは不明である。

本報告では、根崎遺跡から出土したた古墳時代中期の住居構築材の樹種を明らかにする。

且。試料

試料は、古墳時代中期の第8号住居跡から出土した住居構築材と考えられる炭化材4点（試料番号A～m）

である。各試料の詳細は、樹種同定結果と共に表1に記した。

2。方法

木口（横断面）⑳柾目（放射断面）◎板目（接線断面）の3断面の割断面を作製し、実体顕微鏡および走査

型電子顕微鏡を用いて木材組織の特徴を観察し、種韓を固定する。

3。結果

炭化材は全てコナラ属コナラ亜属クヌギ節に同定された（衰1）。解剖学的特徴などを以下に記す。

。コけラ尼コナラ堕忘クヌギ飾（Quercus subgcn．LepidobalanussccL Cerrissp．）

ブナ科

環孔材で孔圏部は1～3列、孔圏外で急激に管径を減じたのち、漸減しながら放射状に配列する。道管は単

穿孔を有し、壁孔は交互状に配列する。放射組織は同性、単列、1～20細胸高のものと複合放射組織とがある。

柔組織は周囲状および短接線状。

廉　　廉佗樹の樹種同意結果

、遭　 療　 名 時　 代 ・ 時　 期 試 料 番 号 出　 土　 位　 置 樹　　　　　 種

第　 8　号　 住　 居　 跡 古 墳 時 代 中 期 ！

i

A 出入 り口 コナラ属コナラ亜属 クヌギ節

B 北西壁際 コナラ属コナラ亜属クヌギ節

C 住居跡中央部 コナラ属コナラ亜属クヌギ節

D 北東壁際 コナラ属コナラ亜属クヌギ節

堵旺　考察

住居構築材と考えられる炭化材は全てクヌギ節であった。このことから、住居構築材の多くの部材にクヌギ

節が使用されていたことが推定される。
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古墳時代の住居構築材については、県内でも多くの遺跡で樹種同定が行われている（パリノ・サーヴェイ株

式会社，1986a，1986b；未公表資料）0これらの結果を見ると、牛久市や岩井市など内陸の台地上の遺跡でク

ヌギ節・コナラ節が多い0一方沿海地では、古墳時代の資料は少ないが、アカガシ亜属などの暖温帯常緑広葉

樹林の構成種が多く確認され、内陸部とは異なった用材選択が推定される。同様の傾向は、千葉県や神奈川県

でも確認されており、植生の違いを反映したことが推定されている（高橋・植木，1994）。暖温帯常緑広葉樹

林の構成種を使用する地域と、落葉広葉樹を使用する地域の境界については、詳細が明らかではない。これま

でのところ、アカガシ亜属は鉾田町平出久保遺跡で確認されている。落莫広葉樹は、牛久市や岩井市周辺地域、

茨城町の各遺跡で確認されている0今回の結果により、つくば市丘陵地でも落葉広葉樹を主とした樹種構成で

あったことが推定される。今後は、さらに東の霞ヶ浦沿岸地域等でも資料を蓄積していく必要がある。
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図版1炭化材

1．コナラ属コナラ亜属クヌギ節（試料番号B）

a：木口，b：柾目，C：板目
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